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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「報ほう酬しゆうは、お前のパイオツだ」

「……はい？」

　唐とう突とつな言葉に戸と惑まどう依い頼らい人に、レッド・フルハートは堂々と続ける。

「だからパイオツだ。抱かかえている問題があるなら、パイオツを揉もませてくれれば俺がバッチリ解決してやる」

「……あの……言っている意味がいまいち分からないんですが……」

　依頼人の綺き麗れいなお姉さんは、遠えん慮りよがちにレッドに視線を向けた。

「ああ、表現が少し下品だったな。パイオツとはつまり、おっぱいの事だ」

「……ええと……そういう事ではなく……あの……こちらはフルハートお悩なやみ解決する所じよで……間ま違ちがいありませんよね？」

「ああ。そして俺が所長のレッド・フルハートだ」

「そ、そうですよね。私、相談事があって……あ、もちろんお金は用意してきたんですけど──」

「フハハ！　金だと？　そんなもんはいらん！　うちはニコニコ現金払ばらいではなく、モミモミパイオツ払いしか認めていない!!」

「……………………」

　お姉さん、しばらくの間絶句。

　そして──

「…………あの……私、失礼しますね」

「ちょ、ちょっと待ってくださーいっ！」

　そこへ慌あわてて割り込んでくる人物がいた。

「レッドさん！　人がお茶淹いれてる隙すきに何やってんですかーっ！」

　白くなびく髪かみが印象的なその少女は、興奮気味に声を張り上げた。

「喚わめくなミルフィ。ただの依頼人とのコミュニケーションだ」

「いや、レッドさんのは断じてそんな上等なのじゃありませんから……」

　ミルフィと呼ばれた少女は、げんなりした表情でレッドを見やる。

「では揉ミュニケーションだ」

「なんかオヤジギャグ言い出したよこの人！」

「少し黙だまっていろ、バストサイズ八十三女」

「ちょっ……なんで知ってるんですか!?」

「お前が寝ねてる間に揉んでるからな」

「え？……え？……うえええっ!?」

「安心しろ。半分冗じよう談だんだ」

「半分ってなに!?」

「さて、依頼人の話を聞くとするか」

「ちょっ……レッドさん半分ってどういう事ですか！　ねえ、半分って──」

「少し黙っていろ、胸の谷間にあせも女」

「ちょっ……なんで知ってるんですか!?」

「お前が寝てる間に挟はさんでるからな」

「何を!?」

「安心しろ。半分冗談だ」

「だから半分ってなに!?」

　レッドとミルフィのやりとりに、お姉さんが呆あきれたような顔で言う。

「あの……私、帰っていいですか」

「わーっ！　す、すみませんでした！　待ってくださーい！」

　ミルフィが慌ててお姉さんを引き止める。

「こ、この人はいつも偉えらそうでスケベでお金遣づかいが荒あらいクズでもうどうしようもないんですけど、依頼だけはきっちりこなしますから！」

「…………」

「お、お願いしますぅ……依頼が無いともう、貯金が底をつきそうなんです」

　ミルフィがウルウルした目でお姉さんに懇こん願がんする。

「そうだぞ。ウチは今大変なんだぞ」

「それはアンタが『おっぱいに乾かん杯ぱい』シリーズのフィギュアコンプとかしてるせいですけど！」

「お前がパイオツ見せないからだろうが！」

「なんで逆ギレ!?」

　そこで、お姉さんが遠慮がちに声をあげる。

「あの……やっぱり失礼しますね」

「うわーっ！　帰らないでくださいっ！」

「ごめんなさい。あなたはいい人そうだけど……正直言ってこの所長さん、信用できそうにありません」

「ですよねー。私が逆の立場だったら頼たのみたいとは思いませ──はっ！」

　反射的に認めてしまったミルフィ。

「あ、いや、いまのは違うんです、その──」

「ごめんなさい」

　お姉さんはミルフィの制止を振ふり切って、入り口へと向かっていく。

　その背中に、レッドが言葉を投げた。

「猫ねこはいいのか？」

「……っ!?」

　お姉さんの足がピタリと止まる。

「ど、どうしてそれを？」

　お姉さんは、驚きよう愕がくに目を見開いてレッドを見やる。

「簡単な事だ。俺のはそういう能力だからな」

　レッドは不敵な笑えみを浮うかべて、自分のこめかみを人差し指でとんとん、と叩たたく。

「俺は世のありとあらゆる事象の情報を手に入れる事ができる。ただ、全すべてを知るには対象についての深い理解が必要となる。帰るのはその猫について話してみてからでも遅おそくないんじゃないか？　アネス・シャーロット」

「わ、私の名前まで……」

「報酬の方も、どうしてもと言うのなら特別にパイオツではなく、金でもオッケーだ」

「いや、お金じゃないと駄だ目めですから。そしてなんでそんなに偉そうなんですか……」

　即そく座ざにツッコミつつ呆れるミルフィ。

「…………」

　アネスは、無言のまま立ち尽つくしていた。どうやら迷っているようだ。

　ミルフィはここぞとばかりアネスに駆かけ寄り、スマイル全開でソファーまで促うながした。

「ささ、どーぞどーぞ。あ、お茶淹れてきますので、ちょっとお待ちくださいね。あ、レッドさんはちょっとこっち来てください」

　事務所の奥側までレッドを連れて行くミルフィ。

「なんだ？　パイオツを見せる気になったか？」

「そんな訳ないでしょ！　そうじゃなくて、さっきの情報を手に入れるってアレ……私の能力の話じゃないですか」

「ああ、俺の能力なんぞ話しても、何の効果も無いだろうからな」

「まあそれはそうですけど……なんで相談が猫ちゃん絡がらみの事とか、依頼人さんの名前とか分かったんですか？」

「クク……俺があのレベルの美人の情報を収集していないとでも？　本人達は自覚が無いが、アネス・シャーロットと言えば俺達の業界ではそこそこの有名人だ」

「なんの業界ですか……」

「まあもっと詳しよう細さいな情報も所持しているが、さすがに本人にそこまで言うと気持ち悪がられるだろうからな」

「いや……もう十分気持ち悪いんですけど」

　ミルフィのドン引きを全く意に介かいさず、レッドは言葉を続ける。

「アネスは相当な猫好きでな。飼い猫であるニャッコの写真をペンダントにして、常時首から下げている程ほどだ。先程から何度もそのペンダントを不安そうに握にぎりしめていた。そして無意識にだろうが、『ニャッコ……』と呟つぶやきを繰くり返している。詳くわしい事情は知らんが、それ関連で何かトラブルがあったのは間違いないだろう」

「また読どく唇しん術じゆつとか無む駄だに高度なスキルを……」

「クク……お前が頻ひん繁ぱんに『ああ……私にもいつか白馬の王子様が現れて、パイオツ揉んでくれないかなあ……』と囁ささやいてるのもバレてるからな」

「言うか！　ド変態じゃないですか！」

　ミルフィは大声でツッコミを入れたあと、深いため息をついた。

「はああ……まあとにかく早くお話を聞いてみましょう」

　レッドを伴ともなってアネスの元に戻もどったミルフィは、お茶を差し出しながら問いかける。

「どうぞ。猫ちゃん……どうしたんですか？」

「ありがとうございます……実は昨日の夜からニャッコの──あ、それが名前なんですけど──姿が見えなくなってしまって……今朝になっても戻らないんです。私に懐なついてくれてますし、とっても賢かしこい子なんで、自分からいなくなるなんて絶対にありえないんです」

「それは心配ですね……」

「はい……ＳＮＳにも写真を載のせてみたんですが、なかなか目もく撃げき情報が集まらず……そしたら友達がこちらの事を教えてくれたんです」

「そうでしたか。ご安心ください。うちに来てもらったからには、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。あ、でも依頼を受けるかの最終判断はレッドさ──」

　横に視線を向けたミルフィが固まる。

「なんでエロ本読んでんですか!?」

「ただのエロ本じゃないぞ。猫耳コスプレものだ」

「ああ、なるほど。猫ちゃん捜さがしに情報が必要なんですね。それならしょうがな──くないわ！」

　ミルフィはツッコミの後、取り繕つくろうようにアネスに笑顔を向けた。

「あ、あはは……この人は気にせずにもっとニャッコちゃんの事、教えてください」

「え、ええ……この画像なんですけど」

　アネスはそう言ってスマホ内のニャッコの写真を提示する。

「わ、かわいーっ！　なんか甘えん坊ぼうっぽい雰ふん囲い気きですね」

「そうなんです。いつもじゃれてきて、ワンちゃんみたいに私の事を舐なめたりして──」




『あっ……そんなとこ舐めちゃ……いやっ！』




「今度はエロ動画見てるよこの人!?」

　レッドの携けい帯たい端たん末まつからは、いやらしい声が大音量で垂れ流されていた。

「レッドさん、いい加減に──」

「いい加減にしてくださいっ！」

　そこでアネスが、たまりかねたように声を張り上げた。

「ひ、人が真しん剣けんに相談しているのに、なんなんですかあなたは！　もういいです！　やっぱり他ほかの所に依い頼らいを──え？」

　不意に立ち上がったレッドがアネスの手を取り、握った。

「決まりだ」

「あ、あの……これは……どういう」

　あまりに急な展開に、あたふたし出すアネス。

「あー、すみません。なんていうか、うちが依頼受ける時の儀ぎ式しきみたいなもので」

　無言のままアネスを見つめるレッドに代わって、ミルフィが補足する。

「アネス・シャーロット。お前の猫への気持ちは間ま違ちがいなく本物だ。レッド・フルハート、この依頼、確かに承うけたまわった」

　そして、真剣な目でアネスの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「安心しろ。一度受けた依頼は必ず解決する」

「あ、は、はい……お、お願いします」

　顔を赤くして俯うつむいてしまったアネスから手を離はなし、レッドは命じる。

「よし、契けい約やく成立だ。書類の方は任せるぞ、ミルフィ」

「はい、了りよう解かいしましたっ」

　ミルフィはびしっ、と敬礼をしてみせ、アネスに契約書の説明を始めた。




「それでは……よろしくお願いします」

「はい、お任せくださいっ」

　アネスを外まで送り、事務所内に戻ったミルフィは、レッドにジト目を向ける。

「レッドさん……なんでもっと、最初っから真ま面じ目めにやってくれないんですか」

「フハハ、いつも言っているだろうが。依頼人の見み極きわめも俺の仕事の一つだ。上っ面つらの会話だけしていても、そいつの本当の願いは見いだせない」

「いや、それにしても、もっとやりようがあると思いますけど。あんな風にふざけちゃうから依頼が増えないんで──って、私の頭に何つけてるんです？」
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「猫耳だ。ふむ……まあまあだな。お、そうだ。ブラジャーの代わりにパイオツに着けたらもっと似合うんじゃないか」

「やらんわ！」




　異世界である。

　レッド達が暮らすこの場所は、まあいわゆる一つの異世界である。

　異世界というと、中世あたりをモデルとしたファンタジー的なものが一番ポピュラーだが、ぶっちゃけここはそういうワクワクする感じのものではない。

　我々地球の文明レベルでいうと、二〇一〇年代後半とほぼ同等。自動車も飛行機もネットも携帯も存在する、なんちゃって異世界である。

　フルハートお悩なやみ解決する所が存在するのは、世界の中心国家であるリベルタ合衆国の首都、セントラン。

　オシャンティーで洗練された高層建築物が並ぶ中、周りから浮きまくっているクソボロい雑居ビルがある。そこから出てきたのは二つの人ひと影かげ。

「おいミルフィ。ちょっとそこの自じ販はん機きの下、覗いてみろ。十チャリーくらい落ちているかもしれん」

「いやレッドさん……いくらなんでもうちの事務所、そこまでは切せつ羽ぱ詰つまってませんから」

　ちなみにチャリーというのはリベルタの通貨単位であり、一チャリーの価値は一円とほぼ同等である。

「バカか。そんなものは方便に決まっているだろう。お前のパンツを覗くのが目的だ」

「正直すぎるよこの人！」

「冗じよう談だんだ。お前の乳臭くさいクマさんパンツなぞに興味はない」

「見てんじゃねえか！」

　ミルフィの全力のツッコミに、道行く人々が何事かと視線を向けた。

「ご、ごほん……レ、レッドさん、早く調査を開始しましょう」

「よし、まずは経費で『大人の猫ねこカフェ　私とニャンニャン』へ行くぞ」

「落ちるわけないでしょ！　行きませんよ、絶対！」

「なに……それでは万ばん策さくが尽きたぞ」

「早っ!?」

　ミルフィはツッコミの後、レッドに視線を向けて若じやつ干かんのドヤ顔で言った。

「ふっふっふ。どうやらここは私の出番のようですね」

　──この世界には数百人に一人の割合で、異能の力を有した人間が存在する。

　その能力は生まれながらという訳では無く、後天的に発現するものだ。特に前兆などがある訳でも無く、ある日突とつ然ぜん──

　とかいう設定は色々あるのだが、ここで長々と話しても面おも白しろくもないのでまたの機会に。まあとにかく、この世界には異能力が普ふ通つうにあると思ってもらえればおｋである。

　その内容は肉体強化・エレメント操作等の戦せん闘とうに特化したもの、治ち癒ゆなどの回復系、家事スキル向上といった日常に根ざしたもの等、千差万別だ。

　その中で、このミルフィが所持している能力は──

「発動！　【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】！」

　先程事務所内でも話があったが、これはミルフィが対象とした事象に対して、遍あまねく情報を瞬しゆん時じにして入手するというものだ。

「お、来た来た！　来ましたよ！」

　それは、使い方次し第だいでは世界の情勢をもひっくり返してしまいかねない、超ちようの付くレア能力だ。が、

「どうやらニャッコちゃんは……何者かに連れ去られたようです」

「ほう」

「そしてそれは……私達と同じ能力者のようです」

「ふんふん」

「この犯人からニャッコちゃんに対する悪意は感じられません。当面、ニャッコちゃんが危害を加えられる事はなさそうです」

「なるほど。で、犯人はどこのどいつだ？」

「それは……分かりません」

「では、犯人の能力は？」

「それも……分かりません」

「犯人はなぜニャッコを攫さらった？」

「ごめんなさい……それも」

　使い手であるミルフィの未熟さ故ゆえ、得られる情報は曖あい昧まいで断だん片ぺん的なものに限られている。

「何か他に分かった事は無いのか？」

「……えっと、あと一つだけありますけど…………これは全く事件に関係無いと思います」

「どんな些さ細さいな事でも解決の糸口になる場合がある。教えろ」

「いや、でも……」

「いいからさっさと言え」

「だって……これ言ったら絶対馬ば鹿かにされますもん」

「面めん倒どう臭い奴やつだな。馬鹿になんてしないから早くしろ」

「本当ですか？」

「ああ、約束する」

「じゃ、じゃあ……言いますよ」

　ミルフィは、顔を赤らめながら口を開いた。

「犯人は……気合いが入る時に……その……無意識に……大事な所がピクピクします」

「…………」

　レッドは真剣な表情になって振ふり返り、近くにいた通行人の男性に声をかけた。

「おい、そこに痴ち女じよがいるんだ、通報してくれ」

「鬼おにか！」

「気をつけろ！　発情してチク○がピクピクしているらしいぞ！」

「私の話じゃないですから！」

「…………うわ」

　男性はドン引きしてその場から足早に立ち去ってしまった。

「ひ、ひどいじゃないですか……ほんとに頭に浮うかんだ事を言っただけなのに」

「クク……やはりお前の能力はクソ以外の何物でもないな」

「ぐっ……そ、そこまで言うんなら、レッドさんはニャッコちゃんを捜さがし出すあてがあるんですよね」

「当然だ。この俺の能力をもってすればな」

「能力って……レッドさん、こ、ここで使う気ですか？」

　レッドはその問いに自信たっぷりに頷うなずき、手の平を自身の目の前に掲かかげた。

「クク……刮かつ目もくせよ愚ぐ民みん共！　これが人間を超ちよう越えつした天才のちか──」

「わーっ！　ストップです！　レッドさんストーップ！」

「む……なぜ止める」

「なぜもなにも、この前も街中で使って、とんでもない事になったの忘れたんですか？」

「ああ、あれか。俺の全身の毛という毛が人間に変化して、喋しやべり出した件だな」

「そんな事あったんですか!?」

「そうだ。ちなみにケツ毛が一番美人だったぞ」

「しかも女かよ！」

　ツッコミつつ、レッドの表情から冗談だと悟さとるミルフィ。そんなの当たり前だろと思うかもしれないが、レッドの能力だとそういう事が起こり得うる可能性もゼロではない。

「とにかくやめて下さい。こんな所で使ったら何が起こるか分からな──っ!?」

「…………む？」

　そこで唐とう突とつに、爆ばく発はつ音のようなものが聞こえてきた。







　場所は飛び、レッドとミルフィから少し離はなれた廃はい工場で。

「ぐ……あああっ！」

「ヒャーッハッハッハ！　こんなクソ弱よええ奴らが警官なんて笑っちまうぜ！」

　その男、メタル・シャインズは警官を踏ふみつけながら、その凶きよう悪あくな面つら構がまえを醜しゆう悪あくな笑えみで歪ゆがませた。

「おの……れ」

　警官は、口惜くやしそうに歯は嚙がみしながら意識を失った。

　そしてその周辺には彼の同どう僚りよう達九人が、全身に重度の火傷やけどを負い、横たわっている。

「あーあー、全員銃じゆう持っててもこのザマかよ……やっぱり能力持ってねえ奴らはクズだな」

　メタルは指名手配中の強ごう盗とう犯だ。貴金属のみをターゲットとして世界各国で盗ぬすみを繰くり返し、その被ひ害がい総額は数億チャリーに及およんでいる。

「かわいそうになあ。こんなに体張って働いても、こいつらの給料じゃこのダイヤ、一生かかっても買えないぜ」

　先さき程ほど宝石店から強ごう奪だつしてきたばかりのダイヤを箱から取り出し、満足気に眺ながめるメタル。

「と、特対局ですか……」

「あ？」

　消え入りそうな声に気付いたメタルが、そちらに視線を向ける。

「そうです……犯人は火の能力者で……すぐにレイン捜そう査さ官に要よう請せいを……場所は──」

「なにやってんだ、テメエ」

「っ!?」

　警官が手にした無線を踏み潰つぶすメタル。

「せっかく、くたばらねえ程度に加減して焦こがしてやってんのによお……」

　メタルの手の平に、高熱を伴ともなった火球が出現する。

「死にてえようだな」

「くっ……」

　メタルが、警官に向かって火球を叩たたきつけようとしたその瞬しゆん間かん──




「待ていっ！」




　刹せつ那な、どこからか飛び降りてきた人影が、メタルと警官の間に着地した。

「フハハ！　さすがは俺！　狙ねらわずともまるでヒーローのようなタイミングだな！」

　レッドは両手を腰こしに当て、高笑いをあげた。

「よい……しょっと」

　少し遅おくれたタイミングでミルフィも着地。

「なんだ……テメエらは？」

　レッドはそのメタルの問いには答えずに、倒たおれ伏ふす警官達の状態を確かく認にんする。

「ミルフィ、救急車を手配しろ。どいつも命に別状は無さそうだが、念の為ため至急搬はん送そうだ」

「はい、了りよう解かいしましたっ！」

　指示に従い、迅じん速そくに携けい帯たい端たん末まつを取り出すミルフィ。

「おいテメエ、何勝手な真似まねして──」

「おっと、お前の相手はこの俺だ」

　ミルフィを止めようとしたメタルの前に立ちはだかるレッド。

「……だから誰だれなんだテメエはよ」

　怒いかりの形相で睨にらみつけるメタル。

　しかし、レッドは全く動じずに声を張り上げる。

「フハハ！　知りたいならば教えてやろう。俺の名はレッド・フルハート。フルハートお悩なやみ解決する所の所長にして、史上最強の男フゴァッ!?」

　メタルの放った火球が、レッドに直ちよく撃げきした。

「んだよ……ご大層に登場しやがったくせに、ただの雑魚ざこかよ」

「ぐ……あ……」

　黒こく煙えんを上げながら、地面に倒れ伏すレッド。

「レ、レッドさーんっ！」

　そこへ、電話を終えたミルフィが駆かけ寄ってくる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「…………」

「よ、よかった……意識はありませんが、息はしてますね……そ、それにしてもあなた外げ道どうです……名乗り聖口上域の途と中ちゆうで攻こう撃げきするなんて……あまりにも外道です！」

　ミルフィはメタルを非難するが、凶悪な強盗犯に対してそんなお約束を期待する方がアホである。

「なんだこの女……何ワケわかんねえ事言ってんだ」

「と、とにかく、救急車呼ぶついでに特対局への連れん絡らくも頼たのみましたからね。あのレイン捜査官が来ればあなたなんて──ん？」

　そこでミルフィは、首を傾かしげる。

「あれ？……あなたと私、どこかで会ってます？」

「あ？　んな訳ねえだろうが」

「ですよね……でも何か感覚的に初めてじゃないような気が…………」

　首を傾げるミルフィだったが、やがて何かに気付いたように声をあげる。

「あっ！　もしかしてあなた、ニャッコちゃ──」

『ニャー』

　そのタイミングで、メタルの胸の辺りから何やら鳴き声がした。そして──

「ニャー」

　その胸むな元もとから、猫ねこがひょこりと顔を覗のぞかせた。

「あ、やっぱりニャッコちゃんです！」

「チッ……引っ込んでろ！」

「ニャニャ!?」

　メタルはニャッコを再び服の中に押し戻もどす。

「ニャッコちゃん誘ゆう拐かいの犯人は……あなただったんですね」

　ミルフィはメタルの胸元に視線を向ける。

「誘拐？　んな大層なもんじゃねえよ。このクソ猫が大事な宝石吞のみ込みやがってな……下から出すまで仕方無く連れながら仕事してただけだ」

「……そういう事だったんですね」

「てか、んな事はどうでもいいんだよ……テメエさっき特対局に連絡したっつったな」

「そ、そうです……だから早く逃にげた方が身のためですよ。あ、ニャッコちゃんは置いていってくださいね」

「馬ば鹿かか、置いてく訳ねえだろうが」

「だ、だったら私にも考えがありますよ……」

「へえ、どんな？」

「わ、私、こう見えても結構強いんですからね……シュッ、シュッ！」

　へっぴり腰ごしでシャドーを始めるミルフィ。

「ハッ、面おも白しれえ。やれるもんならやってみ──」

　そこで何かに気付いたように動きを止めるメタル。

「つーかテメエよお……よく見たら、上等なツラしてんな」

「え？」

「誘拐すんならよお、こんなクソみてえな猫じゃなくて、女の方がいいよなあ」

「えっと……あの……」

「体の方もよお……食いでがありそうな感じじゃねえか」

「ちょ、ちょっと……こっちこないで下さいっ！」

　じりじりと後あと退ずさるミルフィ。

「お、大声出して人呼びますよっ！」

「やってみな。来た奴、片っ端ぱしから丸まる焦こげにしてやんよ」

「くっ……」

　接近を許したミルフィは肩かたを摑つかまれ、体の自由を拘こう束そくされる。

「や、やめて下さいっ」

「ヒャハハ！　そう言われてやめる馬鹿がいるかよ！」

「い……いやっ！」

　その手がミルフィの胸に向かって伸のび──




　むぎゅ。




　メタルの尻しりが、摑まれた。

「……へ？」「……あ？」

　ミルフィとメタルがそちらに視線を向ける中、一人の男が立ち上がる。

「ちっ……しくじった。ミルフィのケツを支えにして起き上がるはずが……野や郎ろうの方にいってしまうとは」

「レ、レッドさん！　大丈夫なんですか！」

「当然だ！　フハハハハッ！　レッド・フルハート、ここに完全復活！」

「よ、よかった……」

　レッドは、寄ってきたミルフィに向かって言い放つ。

「おい、もう一回立ち上がる所からやり直すぞ。パイオツを支えにして起きられるように、ちょっとしゃがめ」

「嫌いやですけど!?」

「あいつに揉もまれるよりも俺の方がマシだろうが！」

「なんで逆ギレなんですか！」

　メタルは、くだらないやりとりをしているレッドに、鋭するどい視線を向けた。

「テメエ……なんでアレをくらって立ってられんだ」

「フハハ、そこに転がっている警官共とは鍛きたえ方が違ちがうからな」

　その言葉通り、焼け焦げた衣服の下から覗くレッドの筋肉は、細身ながらもはち切れんばかりに隆りゆう起きしていた。

「だが、一番の原因はお前の臆おく病びようさにある。チンケな盗みは働いても、人の命を奪うばう度胸は無いようだな、この腰こし抜ぬけめ」

「ハッ、それで挑ちよう発はつしてるつもりかよ。残念だったな、そんなもんにゃのらね──」

「やーいこのチキン野郎、バーカ、アホ、マヌケ、オタンコナス、ハゲ、デブ、チビ、ノロマ、フニャチン、インキンタムシ、お前の母ちゃんイーンポ！」

　ビギィッ！

「そうかよ……だったら今度は最大出力で丸焦げにしてやんよ！」

　メタルの手に、先程までの二倍はあろうかという炎ほのおが纏まとわれていく。

「ちょっ……なんでわざわざ怒おこらせるんですかっ」

　ミルフィが慌あわててレッドに囁ささやきかける。

「クク……その方がブチのめした時に、より爽そう快かいだろうが」

「な、なんかやっつける方法があるんですね」

「まあ見ていろ」

　レッドは自信満々に、メタルへと視線を向ける。

「いきがるのは結構だがな……能力を持っているのが自分だけだと思うなよ」

「なに？……まさかテメエも能力者か」

　動きを止め、警けい戒かいの色をみせるメタル。

「レ、レッドさん……使うんですか」

「当たり前だ。今使わずにいつ使う？」

「いや、それはそうなんですけど──」

「フハハ！　俺を敵に回した事を後こう悔かいするがいい！」

　レッドが掲かかげた手の中に出現したのは──

「ダイス……だと？」

　メタルのその呟つぶやきに、レッドは口の端はしをニヤリ、と歪ゆがめる。

「さあ、俺頼だのみの時間だ」

　そして、

「【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

　そのダイスを空高く放ほうり投げた。

　落下したそれは、地面で勢いよく躍おどり……やがて停止する。

　出た目の数は、一。

「……クク、終わったな」

　レッドは自信に満ちた笑えみをメタルに向ける。

　その直後──

　その手の平からは、大量の水が滝たきの如ごとく溢あふれ出していた。

「ま、まさか……テメエの能力は」

「そうだ。『火』の天敵である『水』だ」

「ちいっ……」

　瞬しゆん間かん的に後ろに跳とび退るメタル。

「クク、その程度の距きよ離りでは超ちよう高圧ウォーターレーザーから逃のがれる事は不可能だ！」

　メタルに手の平を向け、照準を定めるレッド。

「死ねいっ！」

「くっ！」

　炎を纏わせた両りよう腕うでをクロスして防ぼう御ぎよ体勢をとるメタル。

　しかし──

「……………………………ん？」

　メタルの元には、一向に何の衝しよう撃げきも届かなかった。

　不ふ審しんに思った彼が、腕の隙すき間まから前方を見やると──

　チョロ……チョロチョロ………………チョロ。

　滝の様な源泉から、申し訳程度の水が前方数センチの地面に向けて、チョロっていた。

「レ、レッドさん……この能力は？」

「クク……【頻リ尿トにル悩む小・チヨロ便リ小ス僧ト】だ」

　そのやりとりを聞いたメタルは、頭を抱かかえたミルフィの反応から、これが本当に水をチョロらすだけの力である事を悟さとり、声を立てて笑い出した。

「ギャーッハッハッ！　なんだそのクソみてえな能力は！」

　そしてミルフィは、恐おそる恐る尋たずねる。

「レ、レッドさん……この能力の持続時間は？」

「一時間だ」

「お、終わった……」

　その場で絶望にくれるミルフィ。

　レッドの能力は完全なるランダムだ。毎回効果は千差万ばん別べつだが、その時のダイスの出目によって強弱が決定される。最強なのは六で、そこからどんどんと低下していく事になる。つまり、今回レッドが出したのは最低の目。

　そして、一度ダイスを振ふってしまうと、決められた持続時間が経過するまでは次の能力を発動させる事ができない。

「も、もう駄だ目めです……このままレッドさんはボコボコにされて、私は連れ去られてあんな事やこんな事を……ああああ」

「クク……その想像は概おおむね間違ってねえな。さあ、どうする？　レッドさんよ──ん？」

　ぴと。

　メタルの額に、何か粘ねん性せいを伴ともなった物体が付着した。

「なんだ……これは？」

「フハハ、俺特製のハナクソ爆ばく弾だんだ。ガキの頃ころから訓練していたからな。飛距離は抜ばつ群ぐんだ！」

　ビキリ！

「ふ……ざけやがって！」

　メタルは手の平に、巨きよ大だいな火球を出現させた。

「死、ねええええええっ！」

　そして躊躇ためらいなく、レッドに向けて射出した。

「レ、レッドさあああああああんっ!!」

　ミルフィの叫さけびも空むなしく、その火球はレッドに直ちよく撃げき──

「なにっ……」

　しなかった。

「クク……どうした？」

　レッドはほんの僅わずか上体を横にずらしただけで、いとも簡単にかわしていた。

「ちっ……運のいい野郎だ」

「運？　運だと？　フハハハハッ！　ヴァーカめ！」

「あ？　テメエ……何が言いてえんだ」

「お前の攻こう撃げきは既すでに見切った、と言っている。さっきは卑ひ劣れつ極きわまりない不意打ちだった故ゆえにくらってしまったがな……クソ天才である俺は、あの時全すべてを解かい析せきした！」

　レッドはそう言うが、火球の弾だん速そくは人間の反射神経を遥はるかに超こえている。放たれてから反応したのでは、到とう底てい回かい避ひが間に合うはずがない。

　自分の能力を誰だれよりも理解しているメタルは、レッドの回避がまぐれだと信じて疑わなかった。

「ああそうかよ……だったらもう一回避よけてみろや！」

　ヒョイ。

「なっ……」

　今度は上体を後ろに反らし、余よ裕ゆうで避けるレッド。

「ふっ……ざけんな！」

　ヒョイ。

「こっ……このっ……」

　ヒョイ。

「な……んでだよっ！」

　ヒョイ。

「フハハハハハハハッ！」

　腕組みして高笑いするレッドに、ミルフィが小声で問いかける。

「レ、レッドさん、どういうからくりなんですか？」

「クク……もう一撃来るから、あいつの下半身をよくみていろ」

「下半……身？」

「当たりやがれっ！」

　ヒョイ。

「あっ……」

　はっ、となったミルフィは、口を塞ふさいだ。

「まさか……アレですか」

「クク、お前のクソ能力もたまには役に立つという事だな」




『犯人は……気合いが入る時に……その……無意識に……大事な所がピクピクします』




　そう、メタルのアレは、火球の射出直前に思いっきりピクピクしていた。

　放たれてからの反応は極めて困難でも、予備動作でそのタイミングが分かれば回避は不可能ではない。

　とはいえ、それも決して容易な事ではなく、レッドが変態的な反射能力を有している事の証左だった。

「さて、こんどはこちらの番だな」

　レッドは拳こぶしをバキリ、と鳴らしながらメタルへと歩み寄っていく。

「く……くそっ！」

　ピクン。

　ヒョイ。

「なんでだっ！」

　ピクン。

　ヒョイ。

「なんで……」

　ピクン。

　ヒョイ。

「なんで当たらねえんだ畜ちく生しようっ！」

　それはね……お前がアレをピクピクさせてるからだよ！

「く……そっ……」

　レッドは、メタルの眼前まで迫せまっていた。

　そして、

「ぐ……あっ……」

　メタルの襟えり首くびを摑つかみ上げる。

（な、なんて力してんだこの野や郎ろう）

　そして片手で軽々とメタルを掲げていた。

「ぐ……ああああっ……」

「フハハ、このまま縊くびり殺されるか、大人しくお縄なわにつくか、選ばせてやる」

「ぐ……がっ……わ、分かった、俺の負けだ……は、放してくれ！」

「クク、素す直なおでよろしい」

　レッドは上じよう機き嫌げんにメタルを解放した。

「げほっ……げほっ……」

　メタルは、地面に手をついて咳せき込みながらレッドに尋ねる。

「つ、捕つかまる前に、一つだけ教えてくれ」

「なんだ？」

「テメエはどうやって俺の攻撃を避け──ん？」

　そこでメタルは、何かに気付いたようにレッドの後方に視線を向けた。

「見ろ、あっちからすっ裸ぱだかの女が歩いてくるぞ！」

「なにっ!?」

（かかりやがった……このバカが！）

　メタルは手の平に、瞬間的に火球を出現させた。

　そして、レッドの後頭部に照準を定める。

（死……ねええええっ！）

　しかし──

　ピクン。

　ヒョイ。

「ば、馬ば鹿かなっ……なんで今のを避けられるんだっ！」

　それはね……お前のピクピクが結構な音を発しているからだよ！

「なるほど……殺される方をお望みのようだな」

　振り返ったレッドは、口の端はしをニイイ、と吊つり上げる。

　後は、懐ふところの猫ねこを傷つけないように注意してぶん殴なぐるのみ。

「ま……待てっ！」

「誰が待つかバカめ！」

　レッドが拳を振り上げたタイミングで──

「ニャー」

　ニャッコがぴょこり、とメタルの懐から顔を覗のぞかせた。

「……っ！」

　瞬しゆん間かん的に何かを閃ひらめいた様子のメタルは、ニャッコを自らの懐から引きずり出し、前側の首を摑んで高々と掲かかげた。

「テメエら、なんか知らねえがこの猫捜さがしてたんだろ？　それ以上近付いてみろ……こいつの首、へし折るぞ！」

「……ちっ」

　レッドは拳を降ろし、メタルを忌いま々いましげに睨にらみ付ける。

「手ぇ下げんじゃねえ！　服の中に何隠かくしてっか分かったもんじゃねえからな。両手開いて上げてろ！」

「…………」

　無言のまま、その指示に従うレッド。

「ニ、ニャー……」

　メタルの頭上で、苦しそうに声をあげるニャッコ。

「うるせえ！　黙だまってろ！」

「おい」

　そこでレッドがメタルに呼びかける。

「あんだよ。言っとくが、少しでも動いたらこいつブチ殺すぞ」

「いや。一言注意してやろうと思ってな」

「なに？」

「飼い主からの情報だ。そいつは自分に危害を加えようとする奴やつに、粗そ相そうをする癖くせがあるらしいぞ」

「粗相だあ？」

　メタルがニャッコに視線を向けたその瞬間──

「うおっ!?」

　メタルの顔面に、飛沫しぶきが降り注いだ。

「き、汚きたねえっ！」

　メタルは反射的にニャッコを放ほうり投げる。

「馬鹿が」

「っ!?」

　次の瞬間には、ニャッコをキャッチしたレッドがメタルの眼前に迫っていた。

「お前の顔面にかかったのは俺の小便小僧チヨロリストによる聖水だ」

「なっ……」

　上げた指先から放たれたそれが、放物線を描えがいてメタルの顔面に落下したという次し第だいだ。

「ま、待てっ……」

　レッドは片手で抱だきかかえたニャッコに問いかける。

「おい猫、ああ言ってるが、こいつに情状酌しやく量りようの余地はあるか？」

「ニャー」

「無いそうだ……死ね」

「う、うわあああっ！」

　レッドは思い切り拳を振ふりかぶり──

「顔洗って出直してこい！」

「ぎゃああああああああああああああああっ！」







　後日。フルハートお悩み解決する所にて。

「ニャー」

「おい、離はなれろ」

「ニャー」

「離れろと言っているだろうが」

　医師の立ち会いの下もと、無事に体内の宝石を排はい出しゆつしてきたニャッコは、引き渡わたしの段階になってもレッドにへばりついて離れようとしなかった。

「ふふ、所長さん、随ずい分ぶんニャッコに気に入られちゃったみたいですね」

　依い頼らい人のアネスは微笑ほほえみをみせる。

「そうなんですよ。レッドさん、人間の敵は多いのに動物には好かれるんですよねー」

　お茶と菓か子しを準備してきたミルフィが会話に参加する。

「クク……そんなに褒ほめるな」

「いや、皮肉だったんですけど……」

　呆あきれるミルフィをよそに、レッドはニャッコとじゃれ始めた。

「そんなに俺が好きか……どれ」

「ニャニャ!?」

「なに猫のおっぱい揉もんでんですか！」

「俺は老ろう若にやくニャン女によ、パイオツならなんでもオッケーだ」

「節操ないってレベルじゃないでしょ！」

「どれ、飼い主の方のパイオツも……」

「やめんか！」

「あ、あはは……」

　二人のやりとりに、アネスは苦笑いを浮うかべる。

「す、すみません。こんなんだから今日も一日依頼無かったし……うう、胃が痛い」

　事務所の懐事情が頭をよぎり、胃の辺りを押さえるミルフィ。

「それに……これじゃ、手がかりが集まらないよ」

「手がかり？」

「あっ……独り言だったんですけど、きこえちゃいました？」

　うなずくアネスに、ミルフィは少し恥はずかしそうに口を開いた。

「あの、今いま更さらなんですけど……アネスさん、私の事知らないですよね？」

「……え？」

「この事務所で出会う前に、どこかで見かけたりしてませんよね？」

「えっと……それはどういう……」

　突とつ然ぜんの問いかけに戸と惑まどうアネス。

　そこへ、ニャッコを抱いたままのレッドが会話に入ってきた。

「実はこいつは記き憶おく喪そう失しつでな……」

　レッドはミルフィに視線を向ける。

「憐あわれな事に、自分が俺の鼻毛の化け身しんだという事を忘れている」

「そのネタまだ引っ張るんですか！」

「まあこのまま何も思い出さない方が幸せかもしれんぞ、伸のびるフィ」

「名前変わってますけど！」

　ミルフィは、どう反応していいか分からずに困っているアネスに笑いかけた。

「あ、変な事聞いちゃってすみませんでした」

「ごめんなさい。ちょっとお役に立てそうにないわ」

「いえいえ、依頼に来た皆みなさんに念の為ため聞いてるだけなんで、お気になさらずに」

　ミルフィは話題を変え、ニャッコに視線を向けた。

「あ、ほら、ニャッコちゃん抱いてあげてください」

「ええ。ニャッコ、おいで」

「ニャァ……」

　飼い主の呼びかけに、ニャッコは名残なごり惜おしそうにレッドから離はなれ、アネスに飛びついた。

「ニャッコ……よかった……本当に」

「ニャー！」

　しっかりと抱きとめるアネスに、安心したように甘えるニャッコ。

「……よかったですね、ニャッコちゃん、見つかって」

　それを眺ながめながら、ミルフィがしみじみと呟つぶやく。

「当然だ。一度受けた依頼は必ず解決する……必ずな」

（レッドさんのこの依頼に対する情熱……どこから来るんだろう？）

　ミルフィがこの事務所に来てから約一年になるが、レッドの依頼に対する姿勢には何か、仕事を超こえた執しゆう念ねんのようなものが感じられた。

「あの……本当にありがとうございました」

　アネスのその言葉で、ミルフィは思考から現実に引き戻もどされる。

「あ、いえいえ。ほんとによかったです！」

「肉体的な謝礼は随ずい時じ受け付けているからな」

「まだ言いますか、この人は……」

　空中で何かをモミモミするような仕草をみせるレッドに、ジト目を向けるミルフィ。

「ふふ、それはちょっと考えますね」

「ええっ!?」

「冗じよう談だんですよ、冗談」

「で、ですよね……」

　ほっと胸を撫なで下ろすミルフィ。

「でも、不思議。最初はなんだろうこの人……って思ったんですけど、落ち着いて今聞いてみると、所長さんの言葉って、何故なぜか不快な感じがしないんですよね」

「クク……聞いたか、ミルフィ。お前も俺の高こう尚しような下ネタに文句言ってツッコんでばかりいないで、たまにはツッコまれてみたらどうだ」

「安定のクズ野や郎ろうですねアンタ！」

「ふふ、それじゃあ私、そろそろ失礼しますね」

　そう言って、レッドとミルフィに再び頭を下げるアネス。

　しかし、顔を上げようとしたそのタイミングで──

「きゃっ!?」

　突とつ発ぱつ的に地じ震しんが発生し、アネスは体のバランスを崩くずした。

「す、すみません……」

　よろけたその先にいたのはレッド。倒たおれ込むような形になった為、アネスの豊満な胸がレッドの体に密着していた。

「…………」

「所長……さん？」

　なぜか固まっているレッドに、首を傾かしげるアネス。

「こ、これはマズいです……」

　ミルフィがそのセリフを発した瞬しゆん間かん──

　ブシュウウウウッ！

「きゃああああああっ！」

　レッドの鼻から、とんでもない勢いで血が噴ふん出しゆつした。

「く……おお……」

　アネスから離れ、力なくよろけるレッド。

「あちゃー」

「ミ、ミルフィさん……どういう事なんです？」

　アネスの問いに、ミルフィは頰ほおを搔かきながら答える。

「本人は絶対に認めないんですけど、レッドさん……実は女性が苦手なんです」

「……え？」

　思わず目を見開いてしまうアネス。

「え……でも、だって……あんなに下品な……」

「どうやらあの下ネタも全部照れ隠かくしみたいなんです……ふざけてないと、女性とうまく話せないようで」

「噓うそ……でしょ」

　真実である。女好きではあるので、色んな美人の情報を集めはするが、それだけで何もできないし、ミルフィのバストサイズの件も目測で適当に言ったのが当たっただけだし、谷間のあせもの件は本人が昼ひる寝ね中に寝言で痒かゆいと言ってたのを聞いただけだし、パンツを覗のぞいたのも噓で、ただ単に洗せん濯たくしてあったものが目に入ってしまっただけだし、メタルの『裸はだかの女が歩いてくる』発言に反応したのも反射的なもので、実際にそれを目もく撃げきしたら鼻血ブー必至だ。

「何を話している……ミルフィ」

「いえいえ、なーんにも。とりあえず鼻血拭ふきましょうね、レッドさん」

「いらん……俺はその女のパイオツを揉むんだ、どけ、ミルフィ」

「怖こわっ！　顔面血だらけでモミモミ動作は怖いですよ！」

「か……かわいい」

「……へ？」

「な、なんですか所長さん……その卑ひ怯きようなまでのギャップはっ」

「ア、アネス……さん？」

「あーもう、かわいすぎるう！」

　それはレッドを男として見たのではなく、かわいいもの好きのアネス故ゆえの反射的な行動だったのだろう。

　しかし、いきなりカウンター気味に抱きつかれたレッドは──

「あ……が……」

　ブッシュウウウウウ！

「レ、レッドさああああああああああああんっ！」

　事務所内は、ミルフィの叫さけびと鮮せん血けつで満たされた。
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「おい、ヒギィ」

　レッドがソファーに寝ねっ転がりながら、唐とう突とつに声をあげる。

「おい、ヒギィ」

　所内の掃そう除じをしていたミルフィは、なんだろうと思いつつも、そのまま手を進め続けた。レッドがいきなり独り言を言い出すのは別段珍めずらしくないからだ。

　クク……から始まり、何か決めゼリフのようなものを練習している場合が多い。痛い事甚はなはだしいが、一番の対処法は放ほうっておく事だ。

　ミルフィはつけっぱなしのテレビに耳を傾かたむけながら、掃除を継けい続ぞくする。

『先日から、市内在住の──さんの行方ゆくえが分からなくなっています。警察は一連の能力者消失事件と同一犯の可能性が高いとして捜そう査さを進めており──』

　流れていたのは、この所世間を騒さわがせている事件の続報だった。ここ数週間、市内では二つの不ふ穏おんな事件が続いていた。

　一つ目は暴行事件。被ひ害がい者しやは全身を刃は物もので切り裂さかれたあとがあり、まだ死者こそ出てはいないものの皆、意識不明の重体。

　一方で行方不明事件の方は全く手がかりがなく、消えた人達は未いまだに一人も発見されていない。

（行方不明の方の被害者はみんな能力者なんだよね……怖いなあ）

　ミルフィがテレビに聞き入っていると──

「俺をシカトとは良いい度胸だな、ヒギィ」

　謎なぞのヒギィコール、三回目。

「あの……もしかして私の事呼んでます？」

「当然だ。ここには俺とお前しかいないだろうが」

　なぜかドヤ顔のレッド。ミルフィは掃除の手を止め、レッドの傍そばまで歩み寄っていく。

「えっと……私、ミルフィなんですけど」

「そんな事は分かっている。記憶喪失のお前に名前を付けてやったのは俺だからな」

「じゃあそのヒギィってなんなんですか？」

「お前、改名しろ」

「へ？」

「依い頼らい人にお前が『ミルフィです』とにこやかに言うよりも、喘あえぎながら『ハァ……ハァ……私……ヒギィ！』と自己紹しよう介かいした方が受けがいいと思ってな」

「よくないですよ！」

「わがままを言うな。そのくらいサービスしないとこの財政難を乗り切れないだろうが！」

「お金がないのはアンタが『おっぱいに乾かん杯ぱい』シリーズ買いまくってるからですけど！」

　ミルフィはため息を吐つきながら、レッドにジト目を向ける。

（レッドさん、生身の女の子は苦手なくせに、エッチなグッズは大好きなんだよなあ……）

「なんだ、何か文句がありそうな目だな、エロフィ」

「いや、だからミルフィですってば……改名とか嫌いやですよ。私、この名前、気に入ってるんですから」

「なに？　その時、たまたま近くにいたパイオツのでかいねーちゃんがミルフィーユ食ってたのが目に入ったから、適当に付けた名前なんだが」

「そんな下らない理由だったんですか！」

　声を張り上げるミルフィだったが、そこで──

「本当の理由を……知りたいか？」

「……え？」

　レッドの雰ふん囲い気きが一変した。

「これを聞いたら……お前の世界観がひっくり返るぞ」

　今までにない真しん剣けんな表情で、ミルフィを見み据すえる。

「な、なんなんですか……私の名前、何か秘密があるんですか？」

「聞くか聞かないかは……お前の自由だ」

「……き、聞きたいです」

「そうか……」

　ミルフィはごくり、と唾つばを飲み込み、レッドのセリフを待つ。

「ミルフィーユ食ってたお姉ちゃんのパイオツが……でかかったからだ」

「ひっくり返して言っただけじゃねえか！」

　思わずツッコミの口調が荒あらくなってしまう。

「はああああ……レッドさん、こんなふざけてる場合じゃないですよ。そろそろ依頼が無いと、本当にお金がマズいです。それに、私の記き憶おくに関する情報も全然──」




「ただいま～」




　そこで事務所のドアが開き、一人の女性が入ってきた。

「あ、浮うき世よさん！」

　それを見たミルフィは嬉うれしそうに、その人物に駆かけ寄っていく。

「おかえりなさいっ」

「あら、ミルフィちゃん。私がいない間、いい子にしてた？」

「はいっ！」

「ふふ、偉えらい偉い」

「えへへ」

　頭を撫なでられたミルフィの顔がだらしなく緩ゆるむ。

　さながら母親のように優やさしく微笑ほほえむ彼女の名は花はな舟ふね浮世。レッド、ミルフィと共に活動するフルハートお悩なやみ解決する所じよのメンバーである。

　その名前から分かる通り、極東の島国『邪繁愚ジヤパング』の出身であり、浮世はそこの伝統衣い装しようである着物を好んで着用している。

　しかし、それはあくまでベースが着物である、というだけだ。

　浮世が身につけているものは改造に改造を重ねられており、ほぼミニスカートのような状態で極きよく端たんに肌はだの露ろ出しゆつが多い。とてもレッドと同じ十八歳とは思えない本人の色気と相まって、エロい……とにかくエロい。

　なんていうかその……ありがとうございます！

　浮世は、まだソファーに寝そべったままのレッドに視線を向けた。

「レッド君、ただいま」

「ご苦労。で、首しゆ尾びはどうだった？」

　浮世は依頼の為ため、遠方まで約一週間の出張に出ていた。

「もちろんバッチリよ。依頼人さん、とっても喜んでて報ほう酬しゆうも弾はずんでくれちゃったわ」

　浮世は着物の中から小切手を取りだして、レッドに額面を見せる。

「ほう、契けい約やく時の比ではない金額だな」

　それを横から覗き込んだミルフィが、目を輝かがやかせる。

「か、神様仏様浮世様ですっ……」

「うむ。これで最新作の『デカパイスキー・ウイスキー』が買えるな」

「やめんか！」

「ミルフィお前、なんの為に働いてるんだ？」

「少なくとも『おっぱいに乾杯』の為ではないです！」

「ふふ、一つくらいだったらいいんじゃないかしら」

　浮世が微笑みながら間に入る。

「そうだぞ。ケチ臭くさい事を言うな、ミルフィ・アップルパイパイ」

「勝手に変な名字つけないでもらえますか！」

「ミルフィちゃん、そんなに興奮したら血圧が上がっておっぱい破は裂れつしちゃうわよ」

「しませんよ！　浮世さんまでレッドさんの悪ノリに付き合わなくていいですから！」

「ふふ、ミルフィちゃん、反応が可愛かわいいからついからかいたくなっちゃうんだもの」

「うう……そんな事言われても、これは自然に──」

　ぐううううう。

　そこでミルフィの腹が盛大に鳴った。

「う……あ……す、すみません……お腹なかすいちゃって……」

　顔を赤くしながら俯うつむくミルフィ。

「あら、もうお昼を大分過ぎてるわね。何か作りましょうか」

「あ、浮世さんは疲つかれてるでしょうからゆっくりしてて下さい。私がやりますから」

「いいのいいの。一週間ぶりだからお料理したい気分なの」

　浮世は軽快にキッチンへと向かい、エプロンを着用して鼻歌交じりで料理を開始した。

　そして、ものの十数分後。

　テーブルの上には、黄金こがね色の輝きを放つチャーハンが鎮ちん座ざしていた。

　おまけに、スープとサラダも完備。恐おそろしいまでの手て際ぎわの良さだった。

「はい、召めし上がれ」

「わあ……いただきますっ」

　それを口にしたミルフィは、

「ふ……はああ……」

　蕩とろけるような表情を浮うかべていた。

「急いで作ったから、ちょっと味付けが雑かもしれないけど」

　ミルフィはふるふる、と首を振ふり、浮世に抱だきついた。

「浮世さん……結けつ婚こんしてくださいっ」

「あらあら」

　頰ほおに手を当てて微笑む浮世。

　続けてレッドがチャーハンを口にする。

「浮世……結婚はしなくていいから、パイオツだけ揉もませろ」

「アンタ最低ですね！」

　ミルフィは軽けい蔑べつの眼まな差ざしをレッドに向けるが──

「はい、どうぞ」

「揉ませるんですか!?」

　もちろんレッドが実際にはできない事を見み越こしての冗じよう談だんだろうが、ツッコまずにはいられなかった。

「フフ……フワッハ！　フワアハハハハハハッ！」

「レッドさん……なんですか、その気持ち悪い笑い方……」

　レッドはニタリ、と顔を歪ゆがませる。

「浮世、たしかお前の国の言葉で『女子に二言は無い』というのがあったな。どうぞと言ったのはもう取り消せんぞ」

「ふふ、正確には『武士』だけどね。大だい丈じよう夫ぶよ、今いま更さら前言撤てつ回かいしたりしないから」

　浮世はレッドの前に歩み寄り、笑え顔がおを浮かべる。

「…………」

　ニコニコ。

「…………」

　ニコニコ。

「……………………………………クク、今日の所は勘かん弁べんしてやる」

（うわあ……ヘタレだなあ）

「ミルフィ……貴様、なんだその目は」

「あ、いえいえ。私はなーんにも思ってませんよ（ニヤニヤ）」

　ミルフィのその煽あおりを受けたレッドは──

「……前言撤回だ。やはり揉むぞ、浮世」

「はい、レッド君の好きにしていいわよ」

「…………」

　レッドは無言のまま、浮世の胸に手を近づけていった。

「…………」

　プルプル。

「…………」

　プルプル。

（な、なんか手が震ふるえておじいちゃんみたいになってる……）

　脂あぶら汗あせ全開のレッドだったが、もう後には引けないのだろう。

　プル……プルップル……

　その手が浮世の肌に触ふれる直前──

　ボブシュウウッ！

　もの凄すごい勢いで鼻血が噴ふき出した。

「ぐああああっ！…………お、おのれっ……」

「レッドさん……生身の女の子苦手なんだから、無理しない方がいいですよ」

　ふらつくレッドに言葉をかけるミルフィだったが、レッドは頑がんとして認めない。

「フ……フハハ、何を訳の分からん事を言っているんだこの馬ば鹿かは。今からお前の下らない疑いを払ふつ拭しよくしてやる。浮世、肩かた叩たたきだ。それもうんとエロいやつだ」

「はい、いいわよ」

　笑顔で了りよう承しようする浮世に背を向け、レッドはどっか、とソファーに腰こしをおろした。

「ふふ、それじゃあいくわね」

　トントン。

「…………」

　トントン。

「…………」

　それは別にエロくもなんともなく、本当にただの肩叩きだったが──

「……む……う」

　ソワソワしていた。レッドは誰だれがどう見ても明らかにソワソワしていた。

（女の子に触さわられてるだけでも落ち着かないんだ……）

　なんかもうちょっと憐あわれになってきたミルフィ。

「クク、どうだミルフィ」

「いや、これでそんなドヤ顔されましても……」

「貴様……まだ疑うか。ならば──」

　そこでレッドのセリフが途と中ちゆうで止まった。

「フア……フアッ……」

　どうやらくしゃみが出るようだ。

「フア……フアアッ！」

　噴ふん出しゆつ前の動作で、レッドの頭が後ろに傾かたむく。そこで──

「あら」「っ!?」

　浮世の胸がほんの僅わずか──ほんとにちょっとだけレッドの頭に触れてしまった。

「フエエエエックション！」ボブシュウウウウッ！

　くしゃみと鼻血、同時噴出。

「ぐ……くっ……うおおっ……」

　二度の大量出血により呻うめきをあげるレッド。

「レ、レッドさん、もう分かりましたから……」

　しかしレッドはよろよろと立ち上がり、ミルフィに向かって目を血走らせた。

「……黙だまれ。浮世、次は耳かきだ……とびっきりエロくだ」

「はい、いいわよ」

　にっこりと微笑んだ浮世は、今度は自分がソファーに腰こし掛かけた。

「レッド君、どうぞ」

　浮世は露あらわになった自分の太ももをぽんぽん、と叩く。

「…………」

　そう、耳かきをしてもらうならば、まずは膝ひざ枕まくらの体勢を作らなければならない。

「はい、どうぞ」

　浮世は、子をあやす母親のような表情でレッドを迎むかえ入れようとするが──

「…………ハヒュッ」

　レッドはそれを凝ぎよう視ししたまま固まり、妙みような声をあげた。

　そして、意を決したように浮世に近付いていく。

「ハア……ハアッ……ハアハアッ……」

　が、その息は荒あらく、なんか怪あやしいおクスリをキメているような感じになっていた。

「フウゥーッ！　フシュウゥゥーッ！」

「レ、レッドさん、もういいですから……ん？」

　なだめようとしたミルフィが何かに気付く。

「なんか風が強くなってきましたね。ちょっと閉めましょ──え？」

　しかし、その判断は少し遅おそかった。

　狙ねらったかのような一いち陣じんの突とつ風ぷうが、窓からミルフィのスカートに向けて吹き込み──

「あっ……」

　おパンツ様、ご開帳。

「────」「────」

　ミルフィとレッドは互たがいに顔を見合わせ──

「きゃああああああっ！」「ぐあああああああっ！」

　ブバッシュウウ！

　その鼻血が、ミルフィの顔面に直ちよく撃げきした。

「ぎゃああああああああああああっ！」




　それから約三十分後──

「はあ……」

　シャワーから上がったミルフィは、深いため息と共に応接ソファーの所まで戻もどる。

「あらミルフィちゃん、綺き麗れいになったわね」

「うう……まさかパンツ見られた上に、鼻血塗まみれになるとは思いませんでした」

　しかも洗せん濯たくローテーションの関係で、子供服みたいなデザインの部屋着しか残っておらず、それを着用しているのでかなり恥はずかしい。

　ミルフィは恨うらめしげにソファーの上のレッドを見やる。

「ぐおおー、ぐおおおー」

「ふふ、鼻血疲れて眠ねむっちゃったみたい」

「いや、泣き疲れてなら分かりますけど……」

　ミルフィはまたしても深いため息を吐つく。

「はあ……こうなるの分かってるんですから、変な見み栄え張らなければいいのに。女の子に耐たい性せい無いくせに下ネタは酷ひどいし……」

「あら、なんか背せ伸のびしてる感じがして、私はかわいいと思うわよ」

　浮世は基本的に他人を否定するような言葉を口にしない。聖母のような優やさしさとその包容力には、同性であるミルフィも癒いやされるばかりだった。

「それにね、レッド君がこんなに下品な事言うのにはちゃんと──」

「ちゃんと？」

「あ、これは私の口から言う事じゃないわね。ごめんね、忘れてちょうだい」

　何か含ふくみのある言い方が気になったが、浮世にはそれ以上語る気が無いようなので、ミルフィは話題を変えた。

「そういえばなんでレッドさんのジャケット脱ぬがせてるんですか？」

　先さき程ほどの鼻血で被ひ害がいを受けたのはミルフィだけで、張本人とその衣服は奇き跡せき的に綺麗なままだった。

「ちょっと裾すその所がほつれてるから、寝ねてる間に直しておいてあげようと思って」

　言われてみればたしかに僅かな綻ほころびが見えた。浮世のソーイング技術なら、この程度の修しゆう繕ぜんはお手の物だろう。

「あ、ミルフィちゃんのお洋服も、染しみが残らないようにちゃんと特別な処理してからクリーニングに出すから安心してね」

（て、天使すぎる……）

　ミルフィは浮世の完かん璧ぺき超ちよう人じんっぷりに、感動すらおぼえていた。

「……む」

　そこでレッドが目を覚ます。

「ワハハ、なんだミルフィ、そのガキみたいな衣い装しようは！」

「アンタの鼻血のせいですけど！」

（ク、クズすぎる……）

　ミルフィはレッドの身勝手っぷりに、軽い殺意すらおぼえていた。

「クク、まあそれはどうでもいい。これから俺は重要な作業に入るから邪じや魔まをするなよ」

　レッドはソファーから立ち上がり、ふらふらと奥の机に向かっていった。

「はああ……」

　ミルフィが深いため息を吐いたタイミングで──

「邪魔するぞ」

　やたらに低い声がして、事務所に一人の男が入ってきた。

「あ、いらっしゃいませっ」

　即そく営業モードに切り替かえるミルフィ。

「お客様、本日はどのような──うっ」

　来訪者の元へ小走りしていったミルフィは、思わず固まってしまう。

「…………」

　純白のスーツ、サングラス、頰ほおには深い切り傷の跡あと……男のビジュアルがもろにそっち系だったからだ。

「あ、あの……当事務所になにかご依い頼らいでしょうか？」

「当たり前だ。用も無しにこんな薄うす汚ぎたねえ場所に来るわけねえだろ」

　サングラスの奥から覗のぞく鋭するどい視線がミルフィを射い貫ぬいた。

「で、ですよね……い、今、お茶をお持ちしますから、かけてお待ちください」

　男を応接ソファーに促うながし、慌あわてた感じでお茶を準備するミルフィ。

「ど、どうぞ。よかったらこちらのお菓か子しも……」

　それは、先日の事件解決のお礼にと依頼人のアネスが持ち込んでくれた、猫ねこを象かたどったクッキーだった。

「なめてんのかテメエ！　俺がそんなふざけたもん食うように見えんのか！」

「ひいいっ！」

　完全に萎い縮しゆくしてしまったミルフィと男の間に割り込む人ひと影かげがあった。

「ミルフィちゃん、後は私が」

　浮世はにっこりと笑って、男に名めい刺しを差し出す。

「当事務所調査員の花舟浮世と申します」

「……ゴクド・バイオレだ。まあ俺個人の名前よりも、ガラゴルム・ファミリーつった方が分かりやすいかもしれねえな」

　それはリベルタ合衆国全土に根を張る巨きよ大だいなマフィアグループの名だった。

「ゴクド様ですね。本日はどのようなご相談でしょうか」

「……女はすっこんでろ。ここの頭はそこの赤あか髪がみだろ。さっさとこっち来いや」

「…………」

　しかし、指名されたレッドはそれには反応せず、何か真しん剣けんな表情で筆記していた。

「所長はただいま、重大な統計作業中です。私で勘かん弁べんしていただけないでしょうか」

　再びにっこりと微笑ほほえむ浮世。

「レ、レッドさん……いいんですか？」

　逃にげるようにその場から離はなれたミルフィが、レッドにそっと耳打ちする。

「問題ない。ほっとけ」

　レッドはペンを走らせながら、逆の左手では具現化させた赤いダイスをいじくっている。能力を発動させない時でも半ば無意識にやっている癖くせのようなものだった。

「で、でも……」

　二人のやりとりを不安そうに眺ながめるミルフィ。

「ところで……レッドさんは何を書いてるんですか？」

「ああ、ＡＶにおけるバストのサイズと喘あえぎ声のデカさが比例するかの統計中だ」

「クズか！」

　ミルフィが小声でツッコむ中、応接テーブルではゴクドが口を開こうとしていた。浮世の要よう請せいに、渋しぶ々しぶながら応じる形になったらしい。

「まあ依頼は単純だ。ウチのもんが半殺しの目に遭あってな……その犯人を見つけたい」

「お仲間の方が……それは大変でしたね。でも、失礼ですがどうして当事務所にご依頼を？　組織的な調査力でいうと、あなた方、ガラゴルム・ファミリーとは比べものにならないと思いますが」

「ここは……顧こ客きやくの事情を詮せん索さくすんのか？」

　先程、ミルフィに見せたもの以上に睨にらみをきかせるゴクド。

　しかし、浮世は全く意に介かいさずに、にこやかに言葉を返す。

「いえいえ。では、現場に能力者の痕こん跡せきがあったと受けとっておきますね」

「ちっ……」

　ゴクドの舌打ちとその後の沈ちん黙もくが答えだった。フルハートお悩なやみ解決する所は、能力絡がらみのトラブル解決には定評がある……ほんの一部の人間の間で。

　ファミリーの中にも当然能力者はいるだろうが、その中に捜そう索さく・探査に長たけた者がいるとは限らない。

「まあいい……で、だ。テメエらに依頼するにあたって、条件が一つある」

「なんでしょうか？」

「仮に犯人を見つけたとしても、報告だけして手を出すな。サツにも絶対連れん絡らくするな」

「それは、自分たちの手で制裁を加える、という事でしょうか」

「テメエらは黙だまって見つけりゃいいんだよ！」

　ゴクドは苛いらついた様子で声を荒らげた。

「解決した暁あかつきには報ほう酬しゆうは弾はずんでやる……で、契けい約やくはどうすんだ、判が必要なら押してやるからさっさと書類をよこせ」

「少々お待ちください。最終的な判断は所長がいたしますので」

　浮世はそう言って、レッドに視線を向けた。

「却きやつ下かだ」

　即答して、机の前から立ち上がるレッド。

「うちは一度受けた依頼はどんな事があっても解決する。必ずだ。だが、お前の依頼は受けられない」

「……あ？」

「お前はこの犯人を見つける事を望んでいない」

「んだと？　テメエ……ふざけてんのか？」

「お前が裏社会の人間だから、などという生なま温ぬるい理由で断る気はない。が、心の底から解決を望んでいない奴やつの依頼は受けん。目を見れば分かる、大方上から命じられて渋々捜さがしているだけだろう」

　レッドはそれだけ言うと、再び腰こしを下ろし、例の統計へ戻った。

「という事でお客様、申し訳ありませんが、今回はお受けできません」

　浮世のその言葉に対し、ゴクドは──

「っざけんなコラァ！」

　テーブルを破は壊かいせんばかりの勢いで拳こぶしを叩たたきつけ、立ち上がる。

「ごめんなさい。当事務所において、所長の決定は絶対なんです」

「んな事は関係ねえんだよ！　俺が捜せっつってんだからさっさとそうしやがれ！　テメエら、この俺の顔を潰つぶすってのがどういう事か……分かってんだろうな」

　座ったままのレッドに、血走った目を向けるゴクド。

　そしてそのままレッドの元に歩み寄ろうとする。

　そこへ──

「お客様、暴力はいけません」

　笑え顔がおの浮世が間へ割って入った。

「うるせえ、どけ」

「申し訳ありませんが、できかねます」

「どけっつってんだ！」

　そのまま浮世の胸むなぐらを摑つかみあげる。

「俺はな……テメエみてえなヘラヘラしてるだけの無知な女が一番嫌きれえなんだよ！　女如ごときが男の話に口出しすんじゃねえ！」

「…………『ムチ』？」

「あんま舐なめた真似まねしやがるとこのまま剝むいちまうぞコラ！」

「ふふ……」

「あ？」

「そうね……『鞭むち』ね」

「おい、テメエ一体何言って──」

「あなたを鞭で叩いたら……いい声で鳴きそうね」

　浮世のその態度は、ゴクドの神経を逆さか撫なでした。

　何を言っているのかは意味不明だが、この女は自分がこれだけ凄すごんでいるのに怯ひるむ素そ振ぶりも見せない。服を摑んだのはただの脅おどしのつもりだったが、こういう奴には体で分からせてやるしかないだろう。

「俺に逆らうとこうなるんだよこのクソアマ！」

　そのまま力を込め、浮世の衣服をはだけさせようとした。が、

「ぐはっ……」

　次の瞬しゆん間かんには、ゴクドの視線は天てん井じように向けられていた。

「あ？……あ？」

　何が起こったか理解出来ず、困こん惑わくするゴクド。

「クソアマ……ね」

　自分を見下ろす浮世を認にん識しきし、投げられたらしいと気付くゴクド。

　そして次の瞬間──

　ドゴム！

　浮世の足が振ふり下ろされた。

「な……なっ……」

　それは、ゴクドの股こ間かんスレスレを通過し、踏ふみ抜ぬかんばかりの勢いで床ゆかに叩たたきつけられる。

　あまりの展開に声の出ないゴクドに向かって、浮世は満面の笑みで言い放った。

「あんまり舐めた事言ってると、キンタ○踏み潰すわよ♥」
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「あー、やっぱりこうなっちゃいましたね……」

　ミルフィは額に手を当てて、天を仰あおぐ。

　先さき程ほどのレッドに対する『いいんですか？』は、浮世ではなく、ゴクドの身を心配してのものだった。

　浮世は優やさしい。常に笑みを絶やさず、貞てい淑しゆくである。頭も切れ、運動能力にも秀ひいでていながら決してでしゃばらない。容よう姿し端たん麗れい、スタイル抜ばつ群ぐん、加えて家事スキルも完かん璧ぺきで、まるで男の理想像をそのまま実体化したような人物である。

　しかし彼女は、ある条件下において豹ひよう変へんする。ドＳに。

　その条件はある特定のワードを耳にする事。

　そのワードとは『自分がＳ的と感じるもの』という、完全に浮世の主観に拠よったものだ。今回は『ムチ』。

　ゴクドは『無知』という意味合いで使い、浮世ももちろんその事は承知していたが、彼女の脳内では無意識的に『鞭』と変へん換かんされ、ドＳモードが発動した。

　ともあれこうなってしまっては、ただのマフィアであるゴクドに、抗あらがう術すべはない。

「な……んだと」

　最初は戸と惑まどいがゴクドの脳を支配していたが、やがてそれは怒いかりに塗ぬり替かえられていく。

「テ……メエ！」

　すぐさま身を起こすゴクド。

「調子に乗ってんじゃね──あ？」

　ガギリ。

　何か金属が破壊されるような音と共に、ゴクドのズボンが床に落ちる。

「剝くっていうのは、こういう事よね」

　パンツを晒さらす羽目になったゴクドの顔面が、羞しゆう恥ちと憤ふん怒ぬで赤く染まり切って──

「ぶっ……殺してやる！」

　懐ふところから大おお振ぶりのナイフを取り出すゴクド。

「殺す……殺してやんぞテメエ！」

　プライドをズタズタにされたゴクドに、理性はほぼ残っていなかった。自身の言葉通り、殺意の籠こもった視線を浮世に向け、

「う、おおおおおおおっ！」

　ナイフを躊ちゆう躇ちよ無く突つき出した。

　──が。

「なっ!?」

　ゴクドの体が再度、宙を舞まった。

「ぐっ……くそがっ……テメエこんな事してただで済むと思っ──っ!?」

「こんな事して──ただで済むとは思ってないわよね♥」

　ゴクドは自分の置かれた状じよう況きようを理解して、息を吞のむ。

「はい、じゃあ許してほしかったらごめんなさいしましょうね」

　浮世の足は高々と掲かかげられ、その照準はゴクドの股間に合わせられていた。

「女にワビ入れろだと？……ざけんな！　そんな事すんだったら死んだほうがマシだ！」

「……そう」

「っ!?」

　その表情を目にした瞬間、ゴクドの全身に戦せん慄りつが走った。

（なんだ……なんなんだこの女は……）

「じゃあ……さよならね」

　そして浮世の足が、躊躇なく踏み降ろさ──

「お、俺が悪かった許してくれええええええっ！」

　標的に触ふれる直前で、ピタリと止まる。

「はっ……はっ……」

　顔面を蒼そう白はくにして、過呼吸状態になるゴクド。

　浮世はそんな彼の頭に手を載のせ、菩ぼ薩さつのような笑みで言い放った。

「はい、よくできました♥」




「ち、畜ちく生しよう、おぼえてやがれええええええっ！」

「なんか……申し訳無いです」

　ほうほうの体ていで事務所から逃にげ出すゴクドの背中を、気の毒そうに眺ながめるミルフィ。

「ミルフィちゃん」

　そこで背後から浮世の声がして、振り返るミルフィ。

「どうしました？」

「ちょっとひっぱたきたいから、お尻しり出してくれないかしら？」

「嫌いやですけど!?」

「じゃあ、特別に鞭使ってあげるから」

「道具の問題じゃないですよ！」

「あら残念。じゃあミルフィちゃんが寝ねてる間にこっそりお尻に○○○しておくわね」

「エグすぎますけど！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、いつもやってる事だから」

「マジかよ!?」

「おい、ミルフィ」

　そこでレッドから声がかかる。

「あ、レッドさんなんとかしてください。浮世さんがドＳモード入っちゃいましたよ……」

「そんな事よりまだサンプルが足りん……お前、ちょっと飛び込みでＡＶに出演してこい」

「するか！　いつまで下らない統計とってんですか！」

「あら、レッド君」

　そこで浮世がレッドに視線を向ける。

「なにか、自分は関係無い、みたいな顔してるわね」

「む……」

　若じやつ干かんたじろいだ様子のレッドに、にっこりと近寄っていく浮世。

「私ね、ちょっと体が火ほ照てっちゃったの。ねえレッド君……鎮しずめてくれないかしら」

　自ら衣服をはだけさせながら、レッドにしなだれかかる浮世。

「よ、よせ……それ以上くっつくな」

「あらあらごめんね。レッド君、女の子苦手だもんね」

「な、何を言う、バカめ！　この俺に苦手なものなど無い！」

「そうよね（にっこり）」

　ぴと。

「ぐおおおおおおおおっ！」

　鼻血を噴ふん出しゆつさせるレッド。

「あら、やっぱりレッド君にはまだ早かったかしら」

「ふ……ふざけるな……この程度、屁へでもないわ！」

「そうよね（にっこり）」

　ぴと。

「ぐわああああああああああっ！」

　再び大噴出。

「う、浮世さん、出血多量で死んじゃいますよ……」

　見かねてミルフィが止めに入る。

「大丈夫よ、ギリギリで止めるから♥」

（ド、ドＳすぎる……）

「それに、鼻血で死亡っていうのもなんかレッド君らしくていいんじゃないかしら♥」

「は……はは……」

　ミルフィは最も早はや、引き攣つった笑いしか返せなかった。

「ふふ……」

　その笑え顔がおがいつもの浮世と変わらないのもまた、より一層の恐きよう怖ふを駆かり立てる。

「さあ……次はミルフィちゃんの番かしらね」

「ひっ……」

　音も無くミルフィに近寄ってくる浮世。

「あ、あの……私なんか虐いじめても、た、たたた、楽しくないと思いますけど……」

「それは違ちがうわ。虐められれば誰だれでもいいのよ」

「最低だなこの人！」

「ああ……ついに起きてるミルフィちゃんのお尻に○○○できるのね」

「いい加減お尻から離はなれてくださいよ！」

　叫さけびつつ、ミルフィはじりじりと後退していく。

「う……」

　しかし、机にぶつかり、追い詰つめられる。

「大丈夫よ、痛くしないから……そんなには♥」

「ひいいっ！」

　ミルフィは半ば無意識に、机の上にあった雑誌を手に取って丸め、ぶんぶんと振ふり回した。

「ふふ、おイタは駄だ目めよ」

「うっ……」

　しかし即そく時じに見切られ、手首を摑つかまれた。

「や、やめてください……」

「ミルフィちゃん、そんなそそる顔されてやめられる訳が……あら？」

　浮世の視線が、ミルフィの握にぎった雑誌に向けられる。

　それは、先程までレッドが統計の参考にしていたエロ本だった。そして、そこに書かれていた見出しは──

『必見！　あなただけのメス豚ぶた特集！』

「…………」

　そこで、浮世の動きがピタリと止まった。

「…………『メス豚』？」

「あっ……」

　ミルフィはそこで、自分が命拾いした事を察した。

「あの……ミルフィちゃん」

　しかし──

「……なんでしょう？」

「ちょっと思いっきり顔面グーで殴なぐってもらっていいかしら？」

「嫌ですけど!?」

「だったらグローブつけていいから、顔面グーで殴って」

「道具の問題じゃないですよ！」

「手が嫌なら……顔面サッカーボールキックでもいいから♡」

「エグすぎるわ！」

　ツッコミつつ、頭を抱かかえるミルフィ。

（今度は……ドＭモードが出ちゃった）

　浮世は、ある条件下において豹ひよう変へんする。ドＭに。

　その条件はある特定のワードを耳にする事。

　そのワードとは『自分がＭ的と感じるもの』という、完全に浮世の主観に拠よったものだ。

　今回は同音異義語ではなく、分かりやすく『メス豚』だった。

（天は二物を与あたえないってよく言うけど……浮世さんの場合、五物も六物も持ってて、そこにさらに余計なものがついてるんだよなあ……）

「ぐ、おお……」

　そこへ出血多量のレッドが、ふらつきながら近付いてきた。

「ああ、レッド君……そんなにふらふらになって……」

（いや、全部浮世さんのせいですけど……）

「羨うらやましいわ♡」

（駄目だ、この人もう手て遅おくれだ……）

「あれ？　浮世さん、なんでいきなり寝っ転がってるんですか？」

「ふふ、このままレッド君があと三歩動けば、顔面踏ふんでもらえるなーって♡」

「ドＭってレベルじゃねーぞ！」

「く……血が……血が足りん」

　朦もう朧ろうとしているレッドは、自分の進路に浮世が寝そべっている事に気付かない。

「あと一歩よ、頑がん張ばって、レッド君」

（なんかもう……いいや）

　最早止める気にもならないミルフィ。

　このままレッドが一歩踏み出せば、めでたしめでたし（？）になるはずだった。が、

「く……おお……」

　レッドがよろめき、足の着地点が微び妙みようにズレた。その結果──

　ふよん。

　パイ踏み、炸さく裂れつ。

「ああん♡」

　踏まれればどこでもよかったらしく、恍こう惚こつの表情を浮うかべる浮世。

　一方レッドは、まだ事態を理解出来ていないようだった。

「ん？……なんだ？」

「レ、レッドさん、下見ちゃだめですっ！」

　ミルフィが慌あわてて駆け寄るが──時既すでに遅おそし。

「こ、これはっ……」

　レッドは驚きよう愕がくに目を見開き──

「ぐ……ぐわああああああっ！」

　思いっきり鼻血を噴ふき出した。

「え？　ちょっ……なんでこっち向い──ぎゃああああああああああっ!!」

　ミルフィの顔面に。







　事務所からほど近い路地で。

「くそっ……くそがっ！」

　悪態を吐つきながら歩くゴクド。

「あの女……絶対に許さねえ」

　ゴクドの頭は怒いかりに支配されていた。

　が、正直な所、まともに戦って勝てるとは思えなかった。とはいえ、女にやりこめられたなどと仲間に言う事ができるはずもなく、助力は期待できない。

「仕方ねえ……まずはあの弱っちそうな白い髪かみの女でも攫さらって──」

「キャッハア！」

　不意に妙な声があがり、ゴクドの前方から若い女が現れた。

「なんだ……テメエは」

　やたらに派手な格好をした女だった。

「ごめんねえ、つい嬉うれしくなっちゃって。やっぱりあの事務所にいるんだ、キャッハア！」

「おい、なんの話だ一体」

「ちょっとさあ、その白い髪の女の子について教えてもらえる？　キャハ！」

　女は答えずに、質問で返した。

「テメエ……こっちは今、イラついてんだ。あんま舐なめてっとブチのめすぞコラ」

「うっわー。なにその雑魚ざこ丸出しのセリフ。ウケるわ、キャッハハ！」

「……死にてえらしいな」

　ただでさえ低いゴクドの沸ふつ点てんは、浮世の件で更さらに低下していた。ナイフを取り出し、女にその切っ先を突つきつける。

　そして、

「くたばれやコラアッ！」




　僅わずか十数秒後。

「か……かはっ……」

　ゴクドは血を吐き、虫の息状態で地面に転がっていた。

「テメエ……こんな……事して……ただで済む──っ!?」

　ぐしゃり、と嫌いやな音がして、ゴクドの顔面が思いっきり踏みつけられた。

「キャハラァ！」

　女は意識を失ったゴクドの体を蹴け飛とばし、事務所の方向へ視線を向けながら、口の端はしを大きく歪ゆがめた。

「みぃーつけた」
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　鼻血の顔面直ちよく撃げきから約三十分後。

「はああ……」

　この日二度目のシャワーから上がったミルフィは、深いため息を吐つきながらソファーを見み据すえた。

「ぐ……ぐおお……」

　そこには苦しそうなレッドが横たわっており、その反対側には──

「はあっ……はあっ……♡」

　別の意味で苦しそうな浮うき世よが横たわっていた。

　どうやらパイオツを踏まれたのが相当ツボだったらしい。

「はあああああ……」

　ミルフィは盛大なため息をついた。

　主に実働を担になう二名がこんな感じなので、フォロー担当のミルフィの胃は慢まん性せい的に荒あれていた。レッドも浮世も最終的には依い頼らいを解決はするのだが、その過程におけるミルフィの心理的負担がハンパじゃなかった。

「二人とも、スペックは高いのに行動が残念すぎ──」

「あ、あの……」

　そこへ、なにやら幼い声が響ひびいてきた。

　視線を向けてみると、事務所の入り口に一人の少女がぽつん、と立っている。

　大体六～七歳といった所であろうか。不安そうな眼まな差ざしでミルフィを見つめていた。

　ミルフィが駆かけ寄っていき、にこやかに話しかける。

「どうしたのかな？　お父さんお母さんとはぐれちゃった？」

　その問いに、少女はふるふる、と首を横に振った。

「なにか困ったら、ここに来れば解決してくれるってききましたので……」

　少女は迷い込んだ訳では無く、元々この事務所が目当ての模様だ。

「そうなんだ。じゃ、お話きかせてもらうからまずは座ろっか」

「……はい」

　ミルフィは女の子をソファーへ促うながそうとして──

「ぐはっ……ぐはっ……」

「はあ……はあ……おっぱい……最高♡」

　それを目にした少女は、困ったような視線をミルフィに向ける。

「あの……えっと……」

「あ、あはは、ちょっとあっちに座ろうね」

　ミルフィは少女の目を塞ふさぐようにして、キッチン側のテーブルへと誘ゆう導どうしていった。

　そしてお茶とお菓か子しを用意し、少女に笑いかけた。

「はい、お姉ちゃんはミルフィって言います。あなたのお名前は？」

「……メアリーです。メアリー・キューティクル」

「そっか。よろしくね、メアリーちゃん。何があったかお姉ちゃんに教えてくれるかな？」

「あの……その……」

「うんうん、ゆっくりでいいからね」

「えっと……じつは……」

　人見知りなのか、下を向いてモジモジしており中々本題に入る事ができない。

「あの……やっぱりいいです……ごめんなさい」

「ん？　どうしたの？」

「だって……」

　どうやら性格的な部分以外にも、何か気がかりがあるようだ。

「うん、それじゃーとりあえずお菓子食べよっか」

　ミルフィはぽん、と手を叩たたいて、先さき程ほどの猫ねこクッキーをメアリーに差し出した。

「……でも、悪いですし」

「あはは、そんなの気にしないで食べよ、ね？」

「………………はい」

　それでも躊躇ためらっていたメアリーだったが、ミルフィの笑え顔がおに押されて口にする。

「……あ、おいしいです」

「でしょ？　これね、可愛かわいいしおいしいし、最強なんだよ！」

　メアリーはこくこく、とうなずきながらクッキーを咀そ嚼しやくしていく。

「……ふう」

　食べ終えたメアリーはまだ笑顔こそ見えないものの、先程までよりは表情が緩ゆるんだように見えた。

　そして、彼女はゆっくりと口を開く。

「……あの……わたしのおともだちが、かわいそうな事されちゃったんです」

「お友達？」

　メアリーはこくん、と頷うなずいて背負ったリュックからあるものを取り出した。

「こ、これは……」

　それは、ズタズタに切り裂さかれたクマのぬいぐるみだった。

「……ベアリー君です」

　メアリーは悲しそうにぬいぐるみを抱だきしめる。

「あの……どうしたの、ベアリー君」

「はい。なんにちか前に、お父さんとお母さんとベアリー君とわたしでおでかけしたんです。そのとちゅうでベアリー君とはぐれちゃって……」

　メアリーはたどたどしい感じで言葉を続ける。

「ずっとさがしたんですけどどこにもいなくて……でも、今日のあさ、やっとみつかったんです……ベアリー君、ごみすて場で寝ねてて……たくさんけがしてるんです」

　そのぬいぐるみは、怪け我がという表現では生なま温ぬるい程の損傷具合だった。辛かろうじて原形を保っている、というレベルだ。

「ベアリー君、とってもいい子なのに……こんな事した人に…………一言、ベアリー君にあやまってほしいんです」

　話している途と中ちゆうで感情が昂たかぶったのか、目め尻じりに涙なみだを溜ため、唇くちびるを嚙かむメアリー。

「でも……やっぱりいいです」

　そこで、すっ、と席を立つメアリー。

「え？　どうしたの、メアリーちゃん」

「おとなのひとにたのみ事をする時には、おかねがいるんですよね。わたしのおこづかい、ちょっとしか無いですし……」

「いやいや、そんなのは気にしないで──」

「ああ、そうだな」

　その背後から、レッドの声が響く。

「あ、レッドさん、もう大だい丈じよう夫ぶなんですか」

「クク、俺の超ちよう絶ぜつ回復力をもってすれば、あの程度の怪我なぞなんて事ないわ」

「怪我って──いや、やっぱりいいです」

　ツッコもうとしたミルフィだったが、脱だつ線せんしそうだったので我が慢まんする。

「メアリーと言ったな。これはビジネスだ。お前の言う通り、今握にぎりしめている二百チャリーぽっちでは全く足りん」

「そ、そうですよね……」

　しゅん、とうなだれるメアリー。

「だが俺は、異様なまでのクマ好きでな。休日にはわざわざ金を払はらってクマとふれあいに行く程だ。だからな、そのベアリーと握あく手しゆするのを契けい約やく金の代わりにしてやらん事もない」

「え、えっと……」

　戸と惑まどうメアリーをよそに、レッドはベアリーの方へ視線を向ける。

「どうだクマ公、俺と握手するのかしないのか？」

「あ、は、はいっ、します。するよね、ベアリー君」

　メアリーはベアリーの手を取って、おずおずとレッドに向かって差し出す。

　レッドはその手をメアリーのものごと、しっかりと握った。

「ベアリー及および、メアリー・キューティクル」

「は、はい」

「契約成立だ。お前らを傷つけた奴やつは、俺達が見つけて謝らせる。必ずだ」

　レッドの真しん剣けんな眼差しを受けたメアリーは、深々と頭を下げた。

「お、おねがいします」

「レッドさん」

「ん？　どうした」

　そこでミルフィがレッドの服をちょいちょい、と引っ張り、少し離はなれた所まで誘さそう。

「わ、私、見直しました。レッドさんがこんなに子供の心を考えられる人だったなんて……メアリーちゃん、ほんとに嬉うれしそうです」

「フハハ、当然だ、バカめ」

「あんな噓うそついてまで、お金の心配を消してあげるなんて……さすがのレッドさんも子供には優やさしいんですね」

「噓？　なんの話だ？」

「え？　だって、お金を払ってクマさんと触ふれ合ってるって……別に動物園とか行ってませんよね？」

「何を言う。クマのコスプレしたおねーちゃんに有料で触さわりまくってるぞ俺は」

「いい話が台無しじゃないですか！」

「クク……俺があんなガキの為ためにわざわざ作り話なぞするか」

（思わずツッコんじゃったけど、ほんとにおねーさんに触ったら鼻血出しちゃうんだろうなあ……）

　ミルフィがそんな事を思った所で、浮世の声が聞こえた。

「ねえ、メアリーちゃん」

「あ、浮世さんも通常モードに戻もどったんですね」

　浮世は微笑ほほえみながら頷き、メアリーに歩み寄っていった。

「ベアリー君、ちょっとうちに預けてみない？」

「……え？」

「実は私、クマちゃん専門のお医者さんとお友達なの。そこに何日か入院すれば、ベアリー君、元気になると思うわ」

「でも……お父さんもお母さんも、ベアリー君はもう元に戻らないって……」

「大丈夫よ」

　浮世はメアリーを優しく抱きとめ、その頭を撫なでた。

「メアリーちゃんがこんなに心配してるんだもの。ベアリー君、絶対によくなるわ」

「ほ、ほんとですか……」

「ええ。約束するわ」

　浮世の裁さい縫ほう技術をもってすれば、この状態からでもなんとか修しゆう繕ぜんは可能であろう。

「よ、よろしくおねがいしますっ」

　メアリーはまた、深々と頭を下げる。

「で、でも……おいしゃさんはさすがにお金、かかりますよね……」

　それを受けた浮世は、メアリーの頭を撫でながらにっこりと笑う。

「そんなの気にしなくていいのよ」

「でも、商売はも『うけ』が無いとやってられないってお父さんもよく言ってますし……」

「……『受け』？」

　カチリ。

「あっ……」

　浮世のスイッチが入った音がして、ミルフィが思わず声をあげる。

「メアリーちゃん」

「え？……あ、あの……お姉さん、どうしたんですか？」

　急に抱きしめられ、戸惑うメアリー。

「メアリーちゃん、そこでちょっと上を向いてもらっていいかしら」

「は、はい……」

　メアリーが上を向くと、そこには浮世の豊かな胸が広がっていた。

「ふふ、それじゃあもう一回前を向いて……そのまま思いっきりジャンプしておっぱいに頭ず突つきしてもらっていいかしら♡」

「子供に何させてんですかアンタ！」




　そして数十分後。

　メアリーを家まで送り届けたミルフィが事務所内に戻ると、

「遅おそいぞミルフィ。手がかりを入手したので早さつ速そく調査に出る」

　レッドが机の前から立ち上がる。

「え？　手がかりって……何か分かったんですか？」

「これを見ろ」

　そう言ってレッドが指し示したパソコンのディスプレイには──

「うっ……」

　全身に切り傷を負い、血ち塗まみれの男が映し出されていた。

「警察の捜そう査さ情報にハッキングして入手した画像だ。こいつが先程のゴクドとかいうチンピラの仲間だろう」

「こ、これって……」

「ええ、最近ニュースになっている切り裂き魔まの仕し業わざでしょうね」

　ベアリーを胸に抱いた浮世が口を開く。どうやらノーマルモードに戻ったらしい。

「それでね、このベアリー君のここと写真のここを見比べてほしいの」

　浮世はベアリーの右みぎ肩かた部と、画像の被ひ害がい者しやの腹部を続けて指差す。

「あ、傷が……似てます」

「そうなの」

　ベアリー、マフィア共に無数の傷があったが、それらの傷の形状は一定ではなく、異なる複数の刃は物ものが犯行に使用された事が窺うかがえる。その中で、両者に共通する類るい似じした傷きず跡あとが存在した。それはまるで三本の爪つめで引っ搔かいたような、特とく徴ちよう的な痕こん跡せき。

「えっと……もしかしてベアリー君をこんなにした犯人も、例の切り裂き魔って事ですか」

「その可能性は十分にあると思うわ」

「お、思いっきり危険な相手じゃないですか……」

「クク、問題無い」

　レッドが自信満々に、不敵な笑みを浮うかべた。

「いざとなったらミルフィが盾たてになるからな」

「な、何言ってるんですか、嫌いやですよ……」

「所長のこの俺がこんなにも血を流しているんだ。下っ端ぱのお前はもっと血塗れになるべきだろうが」

「いや、レッドさんのはただの鼻血ですよね……女子を盾にするとか鬼おにですか」

「……『鬼』？」

　カチリ。

「ハア……ハア……ミルフィちゃん、私の国では鬼に豆をぶつける習慣があるの……ハア……ちょっとおっぱいの形が変わるくらいまで……豆をぶつけてもらっていいかしら♡」

「いやスイッチ無む理り矢や理りすぎるでしょ！」




　浮世のドＭモードが治まるのを待って事務所外に調査に出た三人だが、

「で、何か他ほかの手がかりはあるんですか？」

「無いな」「無いわ」

「……ですよねー」

　フルハートお悩なやみ解決する所じよの調査手順は大体決まっている。

　まずミルフィが【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】を発動させる。

　が、それで有力な情報が手に入る確率は、余よ裕ゆうで一割を切っている。

　しかしながら、事件に微び妙みように──本当に微妙に関係のありそうな情報が出る場合もあるので、それを足を使って検証するという原始的な方法だ。

　そして、本日の【千分の一里眼】。

「きた……きましたよっ！」

　ミルフィの脳のう裏りに、情報が湧わき上がる。

　それは決して外れる事のない、唯ゆい一いつ無二の絶対的な真実だ。

「うっ……」

「どうした？」

「い、いえ……あの……」

「なんだ？」

「こ、今回は……何も分かりませんでした」

　妙に歯切れの悪いミルフィ。

「お前、何か隠かくしてるな」

「…………い、言いたくありません」

　認めつつも、口にする事を拒きよ否ひするミルフィ。

「いいから言え。この前だって、あの宝石泥どろ棒ぼうのチンピク情報が役に立っただろうが」

「い、いや、今回のは絶対関係ありませんから……」

「ほう、お前が情報を出し渋しぶった事によって、俺や浮世が戦せん闘とうで危機に陥おちいってもいいという訳だな」

「う……」

　そう言われてしまっては、黙だまっている訳にはいかなかった。

「み、耳貸してください」

「どれ」

　ミルフィは、顔を赤くしながらレッドに耳打ちする。

「なに？　そいつの方が俺より○○○が小さい？　ワハハ、当然だ!!」

「耳打ちの意味無いじゃないですか！」

「おい、聞いたか？」「ああ……あの子、あんな可愛かわいい顔してアレのデカさがどうとか言ってんのかよ……」「うわ、とんだビッチね……」

「わーっ！　ち、違ちがいますっ！　こ、これには訳がっ……」

　通行人に誤解され、更さらに顔を真っ赤にして否定するミルフィだったが、皆みなドン引いた様子で足早に立ち去ってしまった。

「ミルフィ、お前は馬ば鹿かか。あんな情報が役に立つはずないだろうが」

「マジで顔面殴なぐらせてもらっていいですかね！」

　声を張り上げるミルフィを、浮世がなだめる。

「まあまあ。ミルフィちゃんのおかげで犯人像がほぼ特定できたわ」

「え？」

「まず犯人は男性よね。そして、比ひ較かく対象にレッド君があがっていた事からしてレッド君も犯人ではありえない。と、いう事は──」

「と、いう事は？」

「私達三人の中に、犯人はいないわ」

「いや分かってるわ！　なんでドヤ顔で言ったし！」

　全力でツッコむミルフィに、レッドが馬鹿にしたような視線を向ける。

「クク……やはりお前の能力はカス中のカスだな」

「う……そ、そんな事言うんだったら、レッドさんがなんとかしてくださいよ」

「フハハ、俺の超ちよう絶ぜつに天才的な能力を使えば朝飯前だ」

「え？　ちょ、ちょっと、だから街中で使うのは──」

「さあ、俺頼だのみの時間だ」

　ミルフィが止める間も無く、レッドはその手を天高く掲かかげた。

「【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

[image: ]

　放ほうり投げられたダイスが示した目は…………一。

「よ、よりによって……これはマズいですよ。何が起こ──ぎゃあああああああああっ！」

　セリフの途と中ちゆうで絶ぜつ叫きようするミルフィ。

　だがそれは無理もない話だった。彼女の目の前には、すっ裸ぱだかのレッドが立っていたのだから。

「フハハ！　今回の能力名は【全裸日和本日は快晴なり】だ」

「か、隠して！　悠ゆう長ちように説明してないで隠してえええええっ！」

「うむ、爽そう快かい爽快！」

「なんでアンタ腕うで組ぐみで仁に王おう立ちしてんですか！」

「俺は見られて困るような、ヤワなブツは所持していない」

「そういう問題じゃないでしょ！　う、浮世さんも何とか言ってください！」

「ふふ、言うだけの事はある大きさだと思うわ」

「いや感想は聞いてませんから！」

「フ……いい風だな」

「何キメ顔で言ってんですか！　揺ゆれてる……揺れてますから！」

　ミルフィが声を張り上げる中、通行人達からも悲鳴じみた声が出始めた。

「きゃああああああっ！　へ、変態いいいいっ！」「な、なんだあいつ！」「ヤ、ヤベえぞ、通報しろ！」

「だ、駄だ目めだ……もう付き合ってられない」

　げんなりして、その場から立ち去ろうとするミルフィだったが──

「おいミルフィ、お前何勝手にいなくなろうとしてる！」

「ちょっ、なんで追いかけてくるんですか！」

「お前が逃にげるからだろうが！」

「あなたが全ぜん裸らだからですよ！」

「お前もフルチンになればいいだろうが！」

「無いわ！」

「じゃあ付けろ！」

「意味分かりませんけど！」

「とにかく待て！」

「い、嫌です！」

「待てえ！」

「全裸で追いかけてこないでくださいってばあああ！」

「断る！　俺はいつでもフルチンットルだからな！」

「フルスロットルみたいな感じで言わないでください！」

「とにかく待てえええええええええっ！」

「こ、こないでえええええええええっ！」




　それから数分後。

「はあっ……はあっ……」

　人通りの無い路地裏に逃げ込んだミルフィは、息を切らしながらレッドにジト目を向けた。

「こんな事して……楽しいですか？」

「死ぬほど楽しいぞ！」

（……お母さん……私は、小学生みたいに顔を輝かがやかせて股こ間かんを見せてくる上司の下で働いています……いや、お母さんの記き憶おく無いけども）

「フハハ、安心しろ。既すでに持続時間は切れている」

　その言葉通り、レッドはいつの間にか衣服を着用していた。

「はあ……レッドさんの能力の方がよっぽど役に立たないじゃないですか」

「クク……そうでもなさそうだぞ」

「え？」

　ミルフィは、レッドの視線の先を追った。

「ん？　何もありませんけど？」

　そこにはなんの変へん哲てつも無い柱が一本立っているだけだった。地面には捨てられたゴミが散乱しているが、特筆すべきものが落ちているわけでもない。

「おい、隠れてないで出てきたらどうだ？」

　レッドのそのセリフの直後、

「おや、見つかってしまいましたね」

　柱の陰かげから、一人の男が姿を現した。

　高級そうなビジネススーツに、黒くろ縁ぶちのメガネ、そしてぴっちりと分けられた前まえ髪がみ……さながら一流企き業ぎようの堅かた物ぶつ社員といった風ふう体ていだ。

　しかし、その印象を一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばすような異様な要素が一つ。

（な、なんでこの人……血だらけなの？）

　ミルフィは、ごくりと喉のどを鳴らした。

「フウ……今まではこんな返り血を浴びるような事はなかったんですがね……ハアアア…楽しすぎて………もう細かい調整が……ハア……利きかなくなってきてまして」

　男がべろり、と舌を出して、頰ほおに付着した血を舐なめとった。

（へ、変態だ……）

　ミルフィが前方の変態に戦せん慄りつする中、すぐ脇わきにいる変態が口を開いた。

「お前が例の切り裂さき魔まか？」

「おや、警察には見えませんが……もしかして事件の関係者なのでしょうか……ええ、そうですよ。こんな姿を見られてしまっては、言い訳できませんよねえ」

「き、今日は誰だれを襲おそったんですか！　被ひ害がい者しやがいるなら助けないと」

　ミルフィの問いに、男は目を見開いて笑えみを浮うかべる。

「ご心配なく。ここから少し離はなれた場所でもう既に発見されて騒さわぎになっています。命までは奪うばってませんから、病院送りで済みますよ」

「な、なんでそんな酷ひどい事するんですか」

　男はそこでまた、笑う。

「私はねえ……悲鳴が好きなんですよ」

「え？」

「あれは芸術ですよ、一種の芸術！　肉が裂ける瞬間の感かん触しよくと悲鳴……思い出しただけでたまりませんねえ」

（だ、駄目だ……）

　ミルフィは理解した。これは話が通じる類たぐいの人間ではない。頭のネジがぶっとんでいる。

「今日はもう満足していたんですがねえ……何やら心地ここちよい悲鳴が聞こえたので、それにつられてやってきたら、あなた方と遭そう遇ぐうしたという次し第だいですよ」

（レ、レッドさんのあの能力で、結果的に犯人が炙あぶり出せてる……）

　レッドの能力は基本的に、その時その時に直面している問題を解決するようなものになるが、サイコロの目が一や二の小さいものだった場合、大たい抵ていパターンが二通りある。

　あまりに効果が低くてなんの解決にも至らない場合と、レッド自身にデメリットがあるが、最終的には解決してしまう場合だ。

　今回は典型的な後者のパターンである。

（まあレッドさんにというか、主に私にとってのデメリットだったけど……）

「おや、あなた……」

　ミルフィは、男の何かに気付いたようなその言葉で思考から引き戻もどされる。

「その白い髪かみ……もしかして、あの人が捜さがしていた──ぐっ」

　男は言葉の途中で、胸を押さえて苦しみ出した。

「フ、フフ……少しお喋しやべりが過ぎたようです」

（私を……誰かが捜していた？）

　その事について質問しようとしたミルフィだったが、それに先さき駆がけてレッドが口を開く。

「クマ公をあんな風にしたのはお前か？」

「クマ公？……ああ、もしかしてあのぬいぐるみですか。フフ、そうです、私ですよ」

　男は、今までで一番の笑みを浮かべる。

「子供はねえ……ちょっと特とく殊しゆなんですよ。悲鳴より泣き顔の方が美しい。でも、あいつらは普ふ段だんから簡単に泣きますからね、ただ痛めつけて普通に泣かせたのでは面おも白しろくない。だから……奪ってやったんですよ！」

　目を見開いて、興奮気味にまくし立てる。

「大事そうにしていたぬいぐるみをねぇ。そして、散々捜し回らせて、もう駄目だと思うだろう頃ころ合あいに再会させてあげたんです。私は物陰からそっと見ていました。ああ、あなたにも見せてあげたかったですよ……あの女の子の最高の泣き顔を！」

「なんで……なんでそんな酷い事ができるんですか！」

　ミルフィが声を張り上げるが、男は笑みを浮かべるだけだった。

「なんで？……愚ぐ問もんですね。さっきから言っているでしょう。幼女の泣き顔は最高なんで──ぴぎゃああああっ!?」

　セリフの途中で男の顔面が歪ゆがみ、その体が思い切り後方に吹き飛ぶ。

　拳こぶしを振ふり抜ぬいたレッドは、地に転がった男を睨にらみ付けた。

「お前も思う存分泣かせてやるよ。あのガキの前でな」




「ク……クフフ……」




　直後、男は薄うす気き味みの悪い笑顔と共に立ち上がる。

　拳がクリーンヒットしたはずなのに、ダメージはほとんど無いように見受けられた。

「ちっ……」

　それと同期して、レッドの拳から血が噴ふん出しゆつした。

「レ、レッドさん！」

「よかった……なんとか間に合いましたねえ」

　そう言って微笑ほほえむ男の頰には、無数のトゲのようなものがびっしりと生えていた。

「私はねえ……刃は物ものを操あやつれるんですよ。無から生成して飛ばしたり、このように体と一体化させる事もお手の物です」

　その言葉を裏付けるように、何も無い空間にナイフを出現させる男。

「あなた、レッドというお名前なんですね……私はジャック・キールマンと申します」

　ジャックと名乗った男は舌を出し、顔に付着した血をべろり、と舐めとる。

「悲鳴をあげる前に……私の名前を胸に刻みなさいっ！」

　セリフの終しゆう了りようと同時に、ナイフがレッドに向かって飛来する。ジャック本人が投とう擲てきした訳では無く、宙に浮いたナイフが自動的に射出されたような形だ。

「むっ……」

　レッドは辛かろうじてそれを避よけるが、僅わずかにかすり、右みぎ腕うでから出血する。

「ハアア……出血しましたね。いいですよお……これからどんどんと傷を増やしてあげますからねぇ」

（う、うう……）

　生理的嫌けん悪お感かんから、ミルフィの背筋に悪お寒かんが走る。

「レ、レッドさん、怪け我が、大だい丈じよう夫ぶですか」

「クク。お前が俺の心配なぞ百年早いわ……【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

　レッドが能力を発動させ、その手にダイスが出現する。そして今回の出目は…………二。

　その結果、レッドの前に出現したのは──

「レ、レッドさん、これは……」

「…………む」

　厚紙でできた、子供の工作のような盾たてだった。その表面にはクレヨンで、『ぼくのかんがえたさいきょうのたて』との文字が。

「フ……ハハハハハハッ！　なんですか、その全く役に立たない能力は！　私を泣かせる？　それは笑い泣きという事でしょうか？」

「ちっ……」

「どうやら何か隠かくし球がある、という訳ではなさそうですねえ」

　ジャックはニタリ、と笑い、指をパチンと鳴らした。

「どうですか？　今からこの子達があなたを切り刻みますよ」

　ジャックの前方に、十を超こえるナイフが出現し、空中でピタリと停止した。その刃先は全すべてレッドに向けられている。

「ハアア……あなたも他ほかの人間と同じです。最終的には私に泣いて許しを請こうでしょう」

「バカが、泣くのはお前だ」

　しかし、レッドは自信満々に言い放つ。

「レ、レッドさん、次の能力発動までの時間は？」

「三時間だ」

「だ、駄だ目めじゃないですか……」

「いや、問題無い」

「そうら……泣き叫さけびなさいっ！」

　ジャックによって無数のナイフが射出される。

「クク……」

　しかし、レッドは腕組みをしたまま微び動どうだにしなかった。

「レ、レッドさん危ないっ！」

　ナイフの群れがレッドに直ちよく撃げきする直前──




「はい、お待たせ」




　小気味よい金属音と共に、ナイフが全て地に叩たたき落とされる。

「遅おそいぞ、浮世」

「ふふ、ごめんなさい」

　元はといえば、フルチンダッシュしていたレッドが全面的に悪いのだが、浮世は文句を言うでもなく、微笑みを見せる。

　その手には、二振りの刀が握にぎられていた。

「雰ふん囲い気き的に、あの人が切り裂き魔って事なのかしら？」

「そ、そうです。ベアリー君をわざとあんなにしてメアリーちゃんを泣かせて楽しんでるような、最低の人です！」

「あら……それはお仕置きが必要ね」

　浮世は笑顔のまま、ジャックに視線を向けた。

「これはまた……切り甲が斐いがある方がいらっしゃいましたね」

　ジャックは浮世の露ろ出しゆつ部分を凝ぎよう視ししながら、べろり、と舌なめずり。

「フハハ……その白い肌はだ、たまりませんねえ。そこから流れ出る鮮せん血けつが私を新たな興奮の境地へ誘いざなっ──え？」

　次の瞬間──

「ぐ……はっ」

　ジャックが苦く悶もんの表情を浮かべて、膝ひざをつく。

　その後ろで浮世がにっこりと微笑んだ。

「はい、おしまい」

「は、速い……」

　ミルフィから感かん嘆たんの声が漏もれる。今目の前にいたと思っていた浮世が、ほんの一いつ瞬しゆんの間にジャックの位置まで達し、斬り付けていた。

（浮世さんの実家が有名な武門一族っていうのは聞いてたけど……邪繁愚ジヤパングの武士ってみんなこんな動きができるの？）

　ミルフィが極東の島国について想像を膨ふくらませていた所で、ジャックがよろよろと立ち上がる。

「お、おの……れ！」

　そして、血走った目で浮世を睨み付けた。

「これが邪繁愚の峰みね打うちというやつですか……刃を逆向きにしていれば一瞬で勝負は決まっていた……随ずい分ぶんと馬ば鹿かにされたものです」

「あら、そういう事じゃないわ。私の家は『無血』が信条なの」

「そうですか……ですが、私を一いち撃げきで仕留めなかった事……後こう悔かいさせてあげますよ！」

　言い放ったジャックは、再び自分の周囲にナイフの群れを出現させた。

「あ、あんなに沢たく山さん……」

　ミルフィの驚おどろきも無理からぬ話だった。その総数は先さき程ほどの約五倍。五十を超す刃が一いつ斉せいに浮世に矛ほこ先さきを向けた。

「さあ……血に塗まみれて踊おどりなさいっ！」

　それが一斉に浮世に襲おそいかかり──

「はい、じゃあリクエストに応こたえて」

「なっ……」

　後には、完全に無傷の浮世が笑え顔がおで佇たたずんでいた。

「な、なんなんですか……その馬鹿げた身体能力はっ！」

　五十本以上あったナイフ。その半分は刀によって叩き落とされ、もう半分はかわされていた。

　ナイフの群れを避ける浮世の挙動は流りゆう麗れいにして優ゆう雅が。戦せん闘とう中であるにもかかわらず、まるで舞ぶ踏とうに興じているようでもあった。

「く……こ、こんなのは反則で──ぐっ！」

　浮世は刀を回転させ、その柄つかをジャックの鳩尾みぞおちに叩き込んだ。

「ぐ……はあっ！」

「さあ、大人しく捕つかまってちょうだいね」

　浮世はあくまでも笑顔のまま、ジャックに語りかけるが、

「それは……お断りします！」

　次の瞬しゆん間かん、ジャックの前方に人の身の丈たけ以上ある巨きよ大だいな三日月状のギロチンが出現した。それも一つではない。二、三、四……その数は加速度的に増えていき──

「あらあら……これはちょっと厄やつ介かいね」

　ジャックの周囲には全方位に刃、刃、刃。総数百に届こうかという数のギロチンが組み合わさり、融ゆう合ごうし、刃で構成された要よう塞さいと化していた。

「フ……フフ！　これであなたは私に攻こう撃げきを加える事ができない！」

「そうなの？　じゃあ、ちょっと試ためしてみようかしら」

　浮世は刀を携たずさえ、ジャックを取り囲む刃に向かって斬り付けた。

　ガギン！

「フフ……無む駄だです！」

　ガガギン！

「この刃は私の生成できる最大硬こう度どで創つくり出しています。そんななまくらでは傷一つつきませんよ！」

　ガギ！　ガギギン！

「フ……ハハ……ハ─────ハッハ！」

　ジャックの言葉通り、ギロチンは刃は毀こぼれ一つおこしていない。

「あら、これじゃあちょっと……無理みたいね」

「そうです！　あなたの刀ではどうやってもこの鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよは崩くずせません！　フ……ハハ！　ではそろそろ私の最大の攻撃を──」

「でも大丈夫、もう溜まったから」

「は？　溜たまった？　一体何の話ですか？」

「ふふ……」

　浮世は二振りの内、右手に携えた方の刀を目の前に突つきだした。

「【黒くろ花ばな】」

　そのセリフの直後、透すき通るようだった刀身が、ドス黒いものへと様変わりしていった。

「ほう……それが貴女あなたの能力ですか。ですが無駄です。どんな力を付ふ与よしようと、刃物である限り私のこれは破れな──」

　パッ……キイイイイイイイイン！

「………………………………え？」

　ギロチンが、砕くだけ散った。

　まるでガラスにハンマーを叩きつけたかのように、粉々に。

　パキ！　パッキイ！　パキイイイイイイン！

　小気味よい音をたてて粉ふん砕さいされていくギロチン達。

　ジャックが丸まる裸はだかになるのに、数秒とかからなかった。

「ば、馬鹿な馬鹿な！……一体どうなっているのですかっ……」

　浮世は答える代わりに微笑ほほえみ、刀の名を口にした。

「【黒花】よ。この子はね、相手に攻撃をすればするほど力が増していくの」

「クク、出たな、ドＳ刀」

「いや、そのネーミングはどうかと思いますけど……」

　ミルフィがツッコミを入れるが、レッドの形容はある程度的を射ていた。加か虐ぎやく性を具現化したかのようなその刀は、浮世の内面を如によ実じつに反映している。

「お、おのれ……防げないのだったら……最大の攻撃で切り裂さくのみですっ！」

　ジャックは歯は嚙がみしながら指を鳴らした。

「あら」

　またしても出現する多数のナイフ。しかし、先程までと違ちがっているのはその数と向きだ。

　二百……いや三百には達しているだろうその刃は、三百六十度、ぐるりと浮世を包囲して浮うかんでいた。

「これは……どうあがいても防げませんよ！　弾はじいても避よけても、どれかが必ず貴女を切り裂きます！」

　ジャックは得意気に声を張り上げ、ナイフの群れに指示を発する。

「さあ、行きなさい！」

　取り囲んだ全ての刃が浮世に一斉に襲いかかり──

「なっ……」

　その全てが、同時に弾かれて地面に落下した。

「こ、今度は……なんなのですかっ……」

　浮世の周囲は、純白の輝かがやきを放つ球体で覆おおわれていた。

「はい、ありがとうね。戻もどっていいわよ」

　浮世のその声と共に球体は急激に縮小していき、最終的に刀の形に戻った。

「あなたも溜まっててよかったわ、【白しら舟ふね】」

「クク、今日は大おお盤ばん振ぶる舞まいだな。今度はドＭ刀か」

「いや、レッドさん。だからそれ、やめましょうって……」

　しかし、今回のこれも言い得えて妙みようである。

　先程の【黒花】とは真逆に、攻撃を受ければ受ける程防御力を増す刀【白舟】。

　伸しん縮しゆく性を有した刀であり、その形状は自由自在。今回のように球体にする事もできれば、密度を上げ、強固な盾たてのようにする事も可能である。

「さあ、そろそろ降参してくれるかしら」

　浮世は笑顔を浮かべながら、【黒花】の漆しつ黒こくの切っ先をジャックの喉のど元もとに突きつけた。

「………………はい、もう万ばん策さく尽つきました」

「ふふ、いい子ね」

　がっくりとうなだれるジャックに、保護者のような口調で語りかける浮世。

「すぐに警察に引き渡わたしたい所だけど、依い頼らいの件もあるし、ちょっと聞きたい事もあるのよね。たとえば消失事件の犯人もあなたなのかしら──とかね」

　切り裂きと行方ゆくえ不明。ほぼ同時期に始まった両者の関連性については、メディアでも様々な憶おく測そくが飛び交かっていたが、今の所二つを結びつける証しよう拠こや証言は出てきていない。

「…………いえ、私はそちらの方には全く関かん与よしていませんよ」

「あら？　答えまでにちょっと間があったわね。何か隠かくしているんなら、話しちゃった方がすっきりすると思うわよ」

「本当に関係ありませんし、その他ほかの事に関しても私は自分に不利になるような事は何も喋しやべりませんよ。たとえ『拷ごう問もん』されたとしても」

「……『拷問』？」

　カチリ。

　そして、浮世の首がだらん、と下がる。

「あ」「お」

　ミルフィとレッドの声が被かぶる。

「今……入りましたよね？」

「……ああ、このタイミングでとはな」

　戸と惑まどい気味のミルフィ・レッドとは対照的に、ジャックの顔には笑みが浮かんでいた。

（この女……馬鹿なのですか、至近距きよ離りでこんな隙すきを見せるとは！）

「あ、ちょっと……」

「お前……よせ！」

（仲間が止めようとしてますね……ですがもう手て遅おくれです！）

　ジャックは垂れ下がった浮世の頭部に向かって、ナイフを射出し──

「あら、随分楽しそうな事してるわね」

「なっ……」

　それを容易たやすく避けたＳ世──もとい浮世は、にこり、と微笑んだ。

「お望みのようだから──殺してあげるわね♥」

「…………え？」

　一いつ閃せん。

　ブシュウウウウウウッ！

　瞬間的に、ジャックの全身から血が噴ふき出した。

「え？……お？……おあああああああああっ！」

　一瞬遅れて、自分の身に起きた事を理解するジャック。

「ごめんなさいお父様。無血の信条……また破っちゃったわ♥」

「血が……血があああああああああっ！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、大事な血管は傷つけてないから。ほんとに殺しちゃったら……楽しめないし」

　浮世の言葉など耳に入っていない様子で見苦しく叫さけぶジャック。

「ぐ……ああっ……があああああっ！……くそっ……くそおおおっ……こんなはずじゃ……私は……こんな事される側じゃなくて……する側だ！　私は……人の泣き叫ぶ姿を見るのが大好きなんだ！」

「あら、奇き遇ぐうね」

　そこで浮世が頰ほおに手を当てて、にっこりと微笑む。

「私もなの♥」

「くそおおおおおお！　舐なめやがって……舐めやがってええええええっ！」

　その手に、鉤かぎ爪づめのようなものを出現させるジャック。それは、マフィアとベアリーに特とく徴ちよう的な傷を残した凶きよう器きだった。

　最も早はや遠えん隔かく操作する余よ裕ゆうは無いらしく、そのまま浮世に斬きりかかる。

「死……ねええええええええっ！」

　浮世はそれを柳やなぎのような動作で淀よどみなくかわし、その流れのまま納刀。

　鞘さやの部分に手を当てて──

「ぐ……ぎゃあああああああああっ！」

　ジャックの顔面に向かって思いっきりカチ上げた。

　ブシュウウウウウウウッ！

「あ………がっ……」

　半ば意識を失いかけたジャックの鼻からは、勢いよく鮮せん血けつが噴き出した。

　浮世はそれを観察するように眺ながめてから、笑え顔がおで一言。

「残念、レッド君の鼻血の方が綺き麗れいな赤だったわ♥」







　約一時間後、フルハートお悩なやみ解決する所にて。

「──んなさ……ああっ！」

「今、なんて言ったのかしら？」

「──めんなさ……あああっ！」

「はい、聞こえなかったからもう一回言ってもらえるかしら」

「ごめんなさ……ああああっ!!」

「惜おしい……もう一回いきましょうか♥」

　浮世は、半はん裸ら状態で雁がん字じ搦がらめに縛しばられたジャックに向かって、蠟ろう燭そくを傾かたむけた。

「も、もう許してくださ……ああああああっ！」

　その雫しずくが落とされる度たび、ジャックの体がビクンビクンする。

「はい、ちゃんと謝れたら許してあげるからね」

　そう言いつつ、また一いつ滴てき。

「あ……はあああああっ！」

　ちなみにこの蠟燭、浮世が自分で成分調整し、体感温度を極限まで上げたオリジナルだ。そして、痛めつけるだけつけておいて、跡あとは残らないという優すぐれもの（？）である。

「あ、あの……ちょっといいですか」

　そこでミルフィが、ジャックに声をかける。

「さっき……私の事捜さがしてる人がいる、って言ってましたよね？」

　それは、ミルフィの失った記き憶おくの手がかりになるかもしれない情報だった。

「誰だれだか……教えてください」

「あら、じゃあそれに答える間は蠟燭ストップしてあげるわね」

　浮世が微笑みながら、ジャックに猶ゆう予よを与あたえる。

「……ああ、その事ですか。無む駄だですよ、それは絶対に答えられな……ああああっ！」

　蠟燭、再開。

「あっ！……やめっ……ち、違うんです……ああっ！　喋りたくてもそう出来ないようにされ……あああっ！」

　浮世が更さらに蠟燭を傾けるも、ジャックは口を割らない。

「の、能力で口止めされてて……あ、ああっ！　やめてえええええっ！」

「駄だ目めみたいね。じゃあ……その能力よりも強い刺し激げきを与えてあげましょうか♥」

　浮世は胸むな元もとから、極ごく太ぶとの蠟燭を取り出した。

「や、やめ……あ、ひゃあああああああっ！」

　ビクビクビクン！

「い、言いますっ……そ、その女は……笑い方がとても下品で……ああああっ！」

「なんだ、頑がん張ばればちゃんと言えるじゃない。具体的にはどんな笑い方なのかしら」

「こ、こんな感じです……キャハ！　キャ──ぐあああああああっ！」

　そこでジャックは苦しみの声をあげる。それは今までの蠟燭によるものとは明らかに異なった叫びだった。

「ぐ……あああっ！　こ、これ以上は、無理……ですううっ！」

「残念。ミルフィちゃん、ここが限界みたい」

「い、いえ、十分です。ありがとうございます」

　ミルフィは記憶を辿たどるが、そんな笑い方をする人物に心当たりはなかった。

　となるとやはり、その女性はミルフィがここに来る前の知り合いの可能性が高い。

「まあ、これ以上の尋じん問もんは警察に任せるしかないわね」

「た、助かった……」

　ジャックがほっ、と息を吐ついた所で。

「じゃあ謝罪タイムに戻りましょうか♥」

　悪あく魔まが微笑ほほえんだ。

「ちょっ……い、いくらでも謝りますからやめ……あああああっ！　だ、だから謝りますって！　ごめんなさ──ああああああああっ！」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで垂らされる蠟燭が、ジャックの謝罪を阻はばむ。

「あ、あの……もういいですから」

　そこで見かねたメアリーが止めに入る。

「…………え？」

「いや、浮世さん、なんでそこで捨てられた子犬みたいな表情なんですか……」

　ミルフィが呆あきれた様子で声をあげる。

「ごめん……なさい」

　その隙に、ジャックがついにメアリーに謝罪を告げた。

「し、しまったわ……」

「はい、これで依頼達成ですから浮世さんは下がってください」

　ミルフィが無む理り矢や理り浮世とジャックの間に割って入った。

「この人はもう、警察に引き渡しますからね」

　ミルフィの言葉に、ジャックが目を輝かがやかせた。

「お願いします……早く連れて行ってくださいっ」

　警察に引き渡される事を全力で望む犯罪者……浮世の責め苦が余よ程ほど怖こわかったのだろう。

「じゃあ、最低限残して紐ひもを解ほどきますけど……抵てい抗こうしないでくださいね」

「しませんともっ……こんな地じ獄ごくが続くくらいだったら、素す直なおにお『縄なわ』についた方がよっぽどマシです」

「……『縄』？」

　カチリ。

「あっ……」

　ジャックが不用意に発した一言で、浮世のスイッチが切り替かわった。

「……ごめんね、ちょっと失礼するわ」

　浮世は笑顔を浮うかべて、トイレへと向かっていった。

　そして、数分後──

「……ミルフィちゃん」

　個室の中から、ミルフィを呼ぶ声がした。

「浮世さん、どうしました？」

　ドアの前まで歩いて行き、浮世に呼びかける。

「……ちょっと……開けてもらっていいかしら♡」

「？」

　疑問に思いつつも、言われた通りドアを開けるミルフィ。

「何やってんですか!?」

　そこに横たわっていたのは、ジャック以上に縄で雁字搦めになった浮世だった。

「ほら……縄といえば……亀かめじゃない？」

「意味分かりませんけど！　というか一人でどうやったんですかそれ!?」

「あら……私の国では花はな嫁よめ修しゆ業ぎようでみんな習うわよ」

「どんな国だよ！　そんなわけないでしょ！」

　浮世はミルフィに、艶つやっぽい上うわ目め遣づかいを向ける。

「ちょっと……蠟燭垂らしてもらっていいかしら？」

「嫌いやですよ！」

「じゃあ……唾つば垂らしてもらっていいかしら？」

「上級者すぎるでしょ！」

「なら……釣つり針垂らしてもらっていいかしら？」

「食いつく気かよ！　ドＭの度合いが異次元すぎるわ！」

「ハア……ハア……」

　ミルフィのツッコミにも構わず、浮世は恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

「あの……花はな舟ふねさん、どうしたんですか？」

「わーっ！　メアリーちゃんは見ちゃ駄目ーっ！」

　自らの体を盾たてにして、浮世の姿を隠かくすミルフィ。

　そこへ唐とう突とつに割り込んでくる男が一人。

「どれ」

「レッドさんはもっと駄目です！　てか見たらまた鼻血噴くでしょうが！」

「あの……ほんとに大だい丈じよう夫ぶですか？　花舟さん……こえがくるしそうですけど」

「メアリーちゃん……大人になるとね……痛いのが気持ちよくなるのよ」

「それはアンタだけだよ！」

「そんな事はないぞ。お前もたまに洗せん濯たくばさみで自分のビーチク挟はさんでるだろうが」

「捏ねつ造ぞうってレベルじゃねーぞ！」

　ミルフィが声を張り上げる横で、メアリーがレッドにおずおずと話しかける。

「あ、あの……フルハートさん」

「なんだ？」

　そして、ミルフィ（とその陰かげで喘あえいでいる浮世）にも視線を向ける。

「ミルフィさんと花舟さん……ほんとうにありがとうございました」

　メアリーは子供とは思えない程恭うやうやしく、深々と頭を下げた。

「はんにんを見つけてくれて、本当にかんしゃしています」

「フン、今回の犯人捕ほ獲かくはほぼ浮世一人の仕事だ。表には出さなかったが、一番怒いかりを覚えていたのもあいつだろう。礼ならまともに戻もどってから、面と向かって言え」

「でも、フルハートさんも怪け我がしてますし……わたし、ここまでしてもらったのに何もお返しできなくて──」

「くだらん」

　レッドはどこか不ふ機き嫌げんそうにメアリーのセリフを切って捨てた。

「そんな辛しん気きくさい顔で礼されても何も嬉うれしくないわ」

　そのまま、メアリーに背を向けてしまうレッド。

「あ、あの……わたし、どうすれば……」

　メアリーは助けを求めるようにミルフィを見上げる。

「簡単だよ、メアリーちゃん」

　ミルフィは微笑みながら答えを返す。

「あの人ね、ちょっとひねくれてるの。せっかく事件が解決したんだから、メアリーちゃんにもっと喜んでほしいんだって」

「ミルフィ！　余計な事を言うな！」

「で、でもわたし……どうすれば」

「ふふ、メアリーちゃんは事件が解決して嬉しい？」

「は、はい」

「さっきお医者さんに預けてきたんだけど、ベアリー君、一週間くらいで元気になるって言ってたよ。嬉しい？」

「は、はい、とっても……」

「じゃあ、それを伝えようね」

「で、でも……お母さんに家の外で他ほかの人とはなす時は、きちんとした言こと葉ば遣づかいをしろっていわれてますし……」

「だいじょぶだよ、お母さんには黙だまってるから」

「ほ、本当ですか……」

　ミルフィは頷うなずき、メアリーの背中をぽん、と押した。

「…………」

　メアリーは無言のままレッドの元まで歩み寄っていき、

「あ、あの……フルハートさん」

　おずおずした様子で、レッドに話しかけた。

「……なんだ？」

「…………」

　メアリーはしばらくの間顔を伏ふせていたが……やがて意を決したようにレッドを見上げた。

　そして──

「レッドお兄ちゃん、ありがとうっ！」

　満面の笑えみで言い放った。

「う、うむ……」

　メアリーから目を逸そらし、落ち着かない様子のレッド。

（喜んでる……レッドさんめっちゃ喜んでる！）

　おそらくはこちらが本来の性格なのであろう。メアリーは太陽のような輝く笑顔をレッドに向ける。

「メアリーね、犯人もつかまって、ベアリー君も元気になって、とーっても嬉しい！　レッドお兄ちゃんもミルフィお姉ちゃんも浮世お姉ちゃんも、みーんな大好きっ！」

　そして、レッドの足にぎゅっ、と抱だきついた。

「お、おう……よ、よかったな」

（こ、子供相手に本気で照れてる……）

　天てん井じようを見上げるレッドの顔は、微び妙みように赤くなっていた。

（ふ、不覚にもちょっとかわいいと思ってしまった……）

　先の事件の際、思わず抱きついてしまったアネスの気持ちが少し理解できた。

「も、もういいだろ、離はなれろ！」

「やーだ。もっとくっつくの！　ねえレッドお兄ちゃん、なんかして欲しい事ない？　メアリー、お礼になんでもするよ！」

「ガ、ガキの礼などいらないと言っているだろ！　とりあえず離れて、十年後にパイオツでも揉もませにこい！」

　それは、苦し紛まぎれの照れ隠しだったのだが──

「うん！　じゃあ十年後に、メアリーのおっぱい揉ませてあげるね！」

「ぐ……おおおおっ！」

　レッドはよろめき、鼻を押さえた。

「レ、レッドさん堪こらえて！　そこは……越こえちゃいけないラインだと思います！」

「わ、分かってるわ！」

　しかし、悪気のないメアリーの猛もう攻こうが続く。

「男の人っておっぱい大きいのが好きなんでしょ？　ママおっぱい大きいからメアリーも絶対そうなるよ！」

「も、もうよせ……」

「なんで？　ねえ想像してみて……メアリーの大きいおっぱい、レッドお兄ちゃんの好きに揉んでいいからね！」

「ぐ……ああああああっ！」

　ブッッシュウウウウ！

　この日、レッド・フルハートは未来形○リコンの称しよう号ごうを得た。







　事務所から少し離れた高層ビルの屋上で。

『────』

「キャッハハ！　そう、あの刃は物ものバカ、捕つかまっちゃったわよ」

　派手な服装に身を包んだ女が、携けい帯たい端たん末まつで何者かと通信をしていた。

「まあもうちょっと利用できるかと思ったけどねえ……弱っちいからしょうがないわね。キャハ！」

『────』

「そっちの方はビンゴよ。所長の男の能力はカスみたいなもんだけど、邪繁愚人の女の戦せん闘とう能力は相当なもんだから大分吸えるだろうし……本命の方、やっぱりあのミルフィとかいうので間ま違ちがい無いみたいよ、キャッハラ！」

『────』

「オッケーイ、それじゃあ早いとこ……ヤッちゃいましょうかぁ」
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「た、助けてくれえええええっ！」

　その男は、全速力で逃とう走そうしていた。

「止まりなさい」

　その後ろから声を発したのは女性だった。先を行く男が息も絶え絶えなのに対し、女は表情を微び動どうだにせずに追走していた。

　身体能力の差は歴然。両者の距きよ離りはみるみる間に縮まっていく。

「く、そおおおおっ！」

　叫さけぶ男に対し、女は感情の籠こもらない平へい坦たんな声で言い放った。

「私は止まりなさいと言いました」

　その直後──

「ぐっ……」

　男の動きが一いつ瞬しゆんにして止まった。

「なっ……」

　その両足は氷こおり漬づけにされ、地面に固定されていた。

「畜ちく生しよう……こうなったらっ……」

　男は歯は嚙がみし、能力を発動させる。

「【華麗土カレイド巣虚有噴スコープ】！」

　直後、地面が盛り上がり、アスファルトを突つき破って大量の土が噴ふん出しゆつしてきた。

　男の能力は土の操作。まるで意思を有しているかのような土達は集合し、人ひと形がたの固まりになっていった。

「いけえええっ！」

　男の命を受けた土人間は、迫せまる女に一直線に向かっていった。

　だが、

「児じ戯ぎですね」

　それは一瞬にして氷漬けにされる。

「なっ……」

　そして、女が軽く指を弾はじくと──

「う、噓うそだろ……」

　跡あと形かたも無く砕くだけ散った。

「ひっ……く、来るなっ……」

　男の怖こわがりようは異常だった。

　それはさながら凶きよう悪あく犯罪者に怯おびえる善良な市民だが──

「ゴミー・モブマン。能力使用による窃せつ盗とうの容疑で逮たい捕ほします」

　現実は逆で、罪を犯おかしたのはゴミーと呼ばれた男の方だった。

　女は、感情の籠もらない声で淡たん々たんと言い放つ。

「貴男あなた、何をそんなに恐おそれているのですか」

「し、知ってるぞ！　お前に捕まったら拷ごう問もんの末にある事無い事自白させられるって……レイン・フロストに捕まったら一巻の終わりだって……」

　レインと呼ばれたその女性は無機的な調子で否定の言葉を返す。

「どうやら噂うわさが一人歩きしているようですね。たしかに私は犯罪者に対しては一いつ切さいの慈じ悲ひを与あたえませんが、そのような非道な行いを働いた事は、一度としてありません」

　レイン・フロスト。能力犯罪特別対策局のＡ級捜そう査さ官であり、その圧あつ倒とう的な実力と検挙率、それに類たぐい希まれなる容姿が加わり、市民からの絶大な人気を得ている。

　笑顔など欠片かけらも見せず、愛あい嬌きようも皆かい無むだが、そこがクールだと好意的に捉とらえられていた。

「なっ、なあ……た、頼たのむから見み逃のがしてくれよ。盗ぬすんだものは全部返すからよ。ちょっと魔まが差しただけじゃねえか。別に誰だれも怪け我がさせた訳じゃねえし、俺、そんなに悪い事してねえだろ、な？」
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「……そんなに？」

　そこで、レインの雰ふん囲い気きが変わった。

「犯罪に大も小もありません」

　その手に、氷の巨きよ大だいな槍やりが生成されていく。

「犯罪者は皆みな……等しく悪です」

　その表情は、変わらず感情の籠もらないものだったが、彼女の体の内側からは何か憎ぞう悪おのようなものが滲にじみ出ているように感じられた。

「貴男もあの男と同じ……犯罪者です」

「あの男？　なんの話だよ？」

「……貴男がそれを知る必要はありません」

「ま、まさか……こ、このまま俺を始末しようってんじゃねえだろうな……」

　それに対してレインは肯こう定ていも否定もせずに、一歩一歩ゴミーに近付いていく。

　そして無言のまま槍をすっ、と引いた。

「お、おい……冗じよう談だん……だよな」

「…………」

「よ、よせっ……」

　その照準が、ゴミーの胸に合わせられる。

「理解しなさい。罪を犯した者には、相応の罰ばつが与えられるのです」

「や、やめろ……やめてくれええっ！」

「滅ほろびろ、犯罪者」

　その槍が、躊躇ためらいなく突き出され──

「ぎ、ぎゃあああああああっ！」

　ゴミーの胸に達する寸前、彼は泡あわを吹ふいて失神してしまった。

「……本気で刺さす訳がないでしょう」

　レインは無表情のまま独りごちると、ゴミーの足を縫ぬい留めていた氷を消した。

　支えを失ったゴミーは、どさり、と地面に倒たおれ込む。

「十三時十七分、確保」

　レインは腕うで時ど計けいを確かく認にんし、ゴミーに手て錠じようをかける。

　そこへ──

「フハハハ！　流石さすがの手並みだな！」

　脇わきの建物から、バッ、と飛び降りてくる影かげがあった。

「そして相変わらずえげつない追い込み方だ、レイン・フロスト」

　レインは冷れい淡たんな目でその男を見み据すえた。

「また貴男ですか、レッド・フルハート」

　名を呼ばれたレッドは、ニヤリ、と口の端はしを歪ゆがめる。

「クク、お互たがいフルネームで呼び合っていると何やら硬かたい感じがするな」

「当然です。私と貴男は別に親密な間あいだ柄がらではありませんから」

　しかし、レッドはその言葉は無視して、勝手に話を進める。

「よし、特別に俺が愛あい称しようを考えてやろう。そうだな、レイン・フロストだから……『ＩＮ・風ふ呂ろでストッキング』とかはどうだ？」

「貴男が私達の様子を見下ろしていたのは把は握あくしていましたが……一体何の用でしょうか」

　今度はレインがレッドのボケを完全スルー。

「そして、俺の事はレッド・プルパーイオツと呼ばせてやろう」

「特に目的が無いのなら、どいてほしいのですが」

「そうはいかん。ここを通りたくば、このプルパーイオツを揉もんでからにしてもらおうか」

「では、力ちから尽ずくで通らせてもらいます」

　絶望的に嚙かみ合わない二人の会話。

　ミルフィの重要性が少し、お分かりいただけただろうか。

「クク、そういきり立つな。今日はお前に用があってきた。実は、ある情報が欲し──」

「お断りします」

　にべもなくシャットアウトするレイン。

「おい、お前ら警察が無能だから切り裂さき魔ま逮たい捕ほに協力してやっただろ。その恩に報むくいて少しくらい情報をよこしてもバチは当たらんだろうが」

「逮捕協力には感謝していますが、それとこれとは別問題です。ただの民間人である貴男に教える事はありません」

「ちっ、相変わらず固い奴やつめ……では仕方ない、こちらも交こう換かん条件として情報をやろう」

「必要ありません」

　相変わらず、とりつく島も無い様子のレインだったが、

「それが、あの切り裂き魔の背後にいた奴の話だとしても、か？」

「…………どうしてそれを？」

　そこで少しだけ様子が変わった。

「クク、興味が出てきたか？　俺は、そいつの正体の特定に役立つ重要な情報を持っている。お前はこっちの質問に一つ答えればいいだけだ。本当に教えられないものだった場合は拒きよ否ひしてもかまわん──どうだ、悪い条件ではないと思うが？」

「…………私達も、人道的な範はん囲い内で尋じん問もんは行っています。貴男の所持している情報がそこで得たものと重複している可能性もあります」

「クク、お前が監かん視ししている以上、どうせ温ぬるい尋問しかやっていないんだろう？　あいつは何者かの能力で言動を制限されているようだった。俺達の前で一度ゲロッてしまったあの情報は、生半可な事ではもう一度は口にできないはずだ」

「………………」

　レインは暫しばしの間黙もつ考こうしてから口を開いた。

「それで、貴男は何を知りたいのですか？」

　レッドはニイ、と笑ってレインに問いかける。

「お前の把握している犯罪者の中で、キャハ！　と下品な声で笑う女はいるか？」

「下品な笑い声の女性犯罪者？　唐とう突とつすぎて質問の意図が摑つかめませんね」

「どうやらうちの居い候そうろうを捜さがしている奴がいるらしくてな。そいつの素す性じようを探さぐりたい」

「居候とは、ミルフィ嬢じようの事ですか？」

「ああ。記き憶おくを失う前のただの知り合いであれば問題ないが、どうにもキナ臭くさくてな。犯罪者マニアであるお前に情報を聞きに来た、という訳だ」

「その呼ばれ方は心外です。私は犯罪者を根絶やしにする為ために、定期的な情報収集を行っているだけです。決して個人的趣しゆ味みではありません」

　今の本人の言葉通り、レインは犯罪者撲ぼく滅めつを公言し、不ふ眠みん不休に近い勢いで街を駆かけ回っている。己おのれの人生から『私』を完全に切り捨てたようなその働きぶりは、人々から称しよう賛さんを浴び、犯罪者からは大いに恐れられている。

「クク、まあ理由はどうでもいい。で、どうなんだ？」

「残念ながら、そのような笑い方をする前科者に心当たりはありません」

「ま、そうだろうな。まあいい、今日は念の為に確認しにきただけだからな」

　レッドは片手を上げて、レインに背を向けた。

「じゃあな」

「待ちなさい」

「ぐおっ!?」

　先さき程ほどのゴミーよろしく、レッドの足が氷漬けにされる。

「何をする！」

「聞くだけ聞いておいて、何を普ふ通つうに帰ろうとしているのですか。ジャック・キールマンの協力者についての情報を話してもらいます」

「なんだその事か。クク、馬ば鹿かめ。俺の方の情報ならもう伝えただろう」

「それはどういう意味でしょうか」

「そのまんまだ。ミルフィを捜してるのと、その協力者が同じ奴なんだよ」

　そこでレインの表情が少しだけ動く。

「それは、本当の話ですか」

「噓をついてどうする。そんな奴があいつを捜してるから厄やつ介かいなんだろうが」

「……分かりました。今後の捜査の参考にさせてもらいます」

　レインは、レッドの足を拘こう束そくしていた氷を解除させた。

「クク、まあせいぜい働いて、俺達市民の安全を守るがいい」

「……何故なぜそんなに上から目線なので──何をしているのです？」

　レッドは、倒れているゴミーの胸むな元もとをまさぐっていた。

「クク。実はここに来たのはもう一つ目的があってな……お、見つけたぞ」

　レッドは片手を上げて、レインに背を向けた。

「じゃあな」

「待ちなさい」

「ぐおっ!?」

　再びの氷こおり漬づけ。

「何をする！」

「今、その男の胸から何を抜ぬき出したのですか」

「クク、こいつだ」

　レッドは何故か偉えらそうに、爪つめ程の大きさのデータカードを見せつけた。

「実は先程、こいつにこれをスられてな。俺のものを取り戻もどして何が悪い」

「それが貴男あなたの所有物だという証しよう拠こは？」

「十分三十五秒と、三十一分十五秒と、五十分二秒に絶ぜつ妙みようのシーンが映っている。疑うなら、携けい帯たい端たん末まつで再生してみろ」

　レインは自信満々のレッドからカードを受け取り、自分の携帯端末に挿そう入にゆうした。

　そして再生が開始され──

『あっは～あん♡』

「…………」

　バギャッ！

「何をする！」

　地面に叩たたきつけられたカードは、レッドのすぐ足あし下もとまで滑すべってきた。

「失礼、あまりに低てい俗ぞくな画像だったもので、反射的に手が出てしまいました」

　レインは淡たん々たんと言い放った。

「クク、まあ許してやろう。これは象が踏ふんでも壊こわれない堅けん牢ろう仕様だからな」

　レッドは腰こしを曲げて、足下のカードを回収する。

「本当に貴男の持ち物だという事は理解しました。ですが、それは今件の証拠品となりますので一度預からせてもらいます。然しかるべき調査を終えた後に、貴男に返へん却きやくされます」

「誰だれが渡わたすか、これは今夜のお楽しみ用なんだよ」

「それは認められません」

「嫌いやだと言ったら？」

「力尽くで奪うばうだけです。どうしてもそのカードを持ち帰るというのなら、逆に私を力尽くでどうにかする事です」

　それを受けたレッドは──

「ク……ククク……ワーハッハッハ！」

　唐突に高笑いを始めた。

「どうやら自信があるようですね。ならば──」

「できるか、バーカ！」

　レッドは氷で縫い留められたまま、偉そうに言い放った。

「誰がお前みたいな化け物に勝てるか！」

「では、その証拠品を返却してください」

「それはできないと言っているだろうが、このペチャパイが！」

「…………ぺちゃぱい？」

　無表情のままであるが、微かすかに首を傾かしげるレイン。

「ちっ……こっち方面の揺ゆさぶりも効かんか……ならば仕方あるまい」

　次の瞬しゆん間かん、レッドの手にはダイスが握にぎられていた。

「さあ、俺頼だのみの時間だ」

　そして、高らかにその能力名を叫さけぶ。

「【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

　地面を転がったダイスが示した目は、五。

「クク、俺の勝ちだ」

　レッドが自信満々な笑えみを浮うかべたその瞬間──

「……お？」

　ゴオオオオオオオオオオ！

　もの凄すごい音がして、レッドの体を縫ぬい留めていた氷が融ゆう解かいした。

「ワーッハッハッハ！　これはいい！　これはいいぞ！」

　そして、レッドの体がそのまま宙に浮いた。

　その足は、何やら機械のパーツで覆おおわれ、その下部からはもの凄い勢いで炎ほのおが吹ふき出ていた。その様はまるで──

「見たか！　この【噴射男ロケツトマン】の力を！」

　今回の能力は、ロケットの推進力を付ふ与よするものだったようだ。

「さあ離り陸りくの時だ！　ワハハ、さらばだレイン！　この俺を拘束するなど誰にも──」

「待ちなさい」

「ぬおっ!?」

　レッドの下半身が、炎ごと凍とう結けつさせられた。

「な、なんという力だ……これがＡ級捜そう査さ官という事か」

　捜査官ランクは最低のＦから最高のＳまで、七段階に分かれている。

　捜査官に任命される時点で既すでにエリートであるのだが、その中でもＡ以上は特異な存在とされている。半生を捧ささげてもＡに上がれない者が殆ほとんどで、多くの捜査官達がＢはおろかＣやＤランクのまま退官していく。

　弱じやつ冠かん十九歳にしてＡ級に到とう達たつしたレイン・フロストはレッドの評通り、怪かい物ぶつと呼んでも差し支つかえが無く、更さらに彼女は、全世界で十人しか存在しないＳ級捜査官に、目下一番近い存在であるとも囁ささやかれている。

「さあ、そのカードを返しなさい」

　レインは相変わらずの冷れい淡たんな調子で言い放つ。

「く……くそっ……これでも駄だ目めとは……万ばん策さく尽つきたか……」

「自分の無力さがようやく理解できましたか。でしたら──」

「なーんてな！」

　そこでレッドが会心の笑みを浮かべ──

「行くぞ！　胴どう体たい切り離はなし！」

　ボッシュウウウウウ！

　氷漬けになっていた部分が分離され、レッドの体は天高く舞まい上がっていく。

「ワ─────ッハッハッハ！　俺の勝ちだな！　ウワ───ッハッハッハ！」

「…………」

　レインは無言のまま、遠ざかっていくレッドの姿を見上げていた。

　正直、氷ひよう塊かいを射出して撃うち落とす事など造作も無かったのだが、あまりの下らなさに攻こう撃げきする気持ちが失うせてしまった。

　各人の能力は、本人の深層心理が反映されると言われている。あんなものが能力として現れるとは、一体どんな精神構造をしているのだろうか。

「あの男……全くもって理解不能です」

　レインは独りごちながら業務に戻ろうとして、ふと動きを止める。

（……そういえば）

　先程、レッドが言っていた言葉で意味の分からないものがあった。

（少し、検けん索さくしてみましょうか）

　ふとした好こう奇き心しんから、レインは携帯端末に手を伸のばした。







「あ、レッドさん、おかえりなさい！」

　事務所に戻ったレッドを、笑顔のミルフィが出で迎むかえた。

「どうした、えらくご機き嫌げんだな。む……依い頼らい人か」

「はいっ」

　レッドの視線の先、応接ソファーには十代と思おぼしき二人の人物が腰こし掛かけていた。

「ちょうど今、来てもらった所なんです。こちらがうちの所長のレッド・フルハートです」

　ミルフィの言葉に反応して、腰掛けていた女性が立ち上がった。

「す、すみません！　私はティアー・ローレンスと申します。こ、今回は変な依頼を持ち込んでしまってすみません！」

「変な依頼だと？」

「ご、ごめんなさい！　ほ、ほんとにごめんなさいっ！」

　レッドがただ聞き返しただけなのに、異様にテンパるティアー。どうやら彼女は謝るのが癖くせのようだった。

「じ、実は、家族の事で相談がありまして……」

　ティアーはそこで、自分の隣となりに座っている男性に視線を向けた。

「…………」

　長身瘦そう軀くで相当整った顔立ちをしているが、その表情には生気が見られない。

「ええと……私の兄なんですけど……」

「あ、お兄さんなんですか。そういえば、どことなく似てますねっ」

「…………」

　ミルフィが笑顔を向けるも、男は全く反応を見せない。

「あ……ご、ごめんなさい！　に、兄さん、失礼でしょ、ちゃんと御ご挨あい拶さつして」

「ノワール・ローレンスだ」

　ティアーの催さい促そくを受け、兄は自分の名前だけを端たん的てきに告げた。

「あ、あわわ……すみません、こんな風ですけど悪気はないんです……」

「いえいえ、お気になさらずにー」

　事務所へ依頼に来る人間が一癖も二癖もあるのは珍めずらしい事ではない。先日のゴクドのように暴れ出すような輩やからもいるし、多少無愛想なくらいはかわいいものである。

「それで、お兄さんに関する相談っていうのは？」

「はい……こちらに頼たのんでいいものなのかは分からないのですが……」

　ティアーは心底困ったような視線をミルフィに向ける。

「兄に……感情を教えてあげたいんです」

「え？」

「兄はこの通り、感情が全く表に出ないんです。少なくても私が物心ついて以後……一度も笑ったり怒おこったりした所を見た事がありません」

「ええっ」

　ミルフィは思わず大きめの声で反応してしまった。創作物の中でならそういったキャラクターは目にした事があるが、そんな事が実際にあるのだろうか。

「す、すみませんっ！　そんなのありえないと思いますよね……でも本当なんです。どうやら兄は脳の感情を司つかさどる部位の働きが、著いちじるしく低いようなんです。ただ、医い療りよう的な観点でみると治ち療りよう法は無いらしく……実際の生活の中で刺し激げきを与あたえるしかない、と」

　ティアーは噓うそを言っている様子ではないし、何より隣に座るノワールの微び動どうだにしない表情を見ていると話の信しん憑ぴよう性せいが俄が然ぜん増してくる。

「ノワールさん、本当に笑ったり怒ったりした事ないんですか？」

「記き憶おくにある限り、無い」

「泣いた事も？」

「無いな」

「お笑い番組とか観みて、笑ったりしないんですか？」

「故意に的外れな事を言い、それに的確な指し摘てきを入れる事で滑こつ稽けいさを際きわ立だたせているのは理解できるが、それによって可笑おかしさを感じた事はない」

「ひどい事言われたりされたりしたら、うがー！　ってなりません？」

「俺に対して攻撃的行動をとるのは、何らかの意味があっての事だろう。そこに価値観の相そう違いを感じる事こそあれ、怒いかりという感情が沸わき上がった事は無い」

「き、綺き麗れいな景色とかみると、感動しませんか？　たとえばすっごい透すき通った海とか、キラッキラの星空とか……」

「海は海、空は空としてただそこに存在している。そこにそれ以上の意味合いがあるとは思えない」

「う……」

　ミルフィは思わず呻うめいて、ティアーに視線を戻もどす。

「これは……重じゆう症しようですね」

「ご、ごめんなさいっ……」

「あ、いや、全然責めてる訳じゃないんですけど……ノワールさんご自身はどう思っているんですか？」

　この調子だと、本人は別段今の状じよう況きように不満を感じていないのではないだろうか。

「俺は、感情を知りたい」

　しかし、ノワールから返ってきたのは肯こう定ていの言葉だった。

「周りの人間が一喜一いち憂ゆうしているのを見ても何も思わない。無愛想、無表情と言われても、何も気にならない。俺にとってはそれが普ふ通つうだからな。ただ──」

　ノワールはそこで一いつ旦たん言葉を切って、ミルフィの目を見み据すえた。

「このままでは、死んだ時に何も残らない気がする」

「ノワールさん……」

「俺は今、日常生活において何も思う所が無い。今までも、そしてこれからも。おそらくは死ぬ間際に至っても『今から俺は死ぬな』としか感じないのではないかと思う」

　淡たん々たんと、無表情のまま言葉を続けるノワール。

「それは生き物として、妥だ当とうな反応ではないと思われる。良い人生だったと満足して逝ゆくか、最悪の人生だったと呪のろいながら死ぬか、あるいは最さい期ごの瞬しゆん間かんまで死にたくないともがき続けるか……そのどれか、あるいはもっと別の反応でもいい。俺は、生きたという実感がほしい。その為ためには感情を知らなければならない気がする」

　ノワールのその言葉は相変わらずの棒読み口調ではあったが、噓うそ偽いつわらざる本心であろう事はひしひしと伝わってきた。

「兄さん……」

　ティアーはノワールの方を窺うかがった後、ミルフィに縋すがるような視線を向けた。

「ごめんなさい……無む茶ちやなお願いなのは分かっているんですけど……もう他ほかに頼たよる所がないんですっ」

　二人の思いが切実なのは分かる。でも、だからこそ安やす請うけ合いはできない気がした。

　身内であるティアーや医者が散々手を尽つくして解決しないものが、部外者の介かい入にゆうでどうこう出来るとは思えなかった。

「レッドさん、どうしま──」

「クク、当然受けるに決まっているだろうが」

　自信満々に即そく答とうし、どっか、と腰掛けるレッド。

「俺が依頼を受ける基準は一つ。そいつが心の底からその願いを叶かなえたいと思っているか、その一点だけだ。依頼の内容や難易度は関係無い」

　そして、ノワールを見据える。

「ノワール・ローレンス。お前が感情を知りたいという思いは間ま違ちがい無く本物だ。フルハートお悩なやみ解決する所じよが全力でその願い、叶えてやる」

　不敵な笑えみを浮うかべ、手を差し出す。

「そうか、ではよろしく頼む」

　ノワールは相変わらずの無表情でそれを握にぎり返した。

「あ、ありがとうございますっ」

　感極きわまった様子のティアーに、レッドが声をかける。

「それで報ほう酬しゆうの話だがな」

「は、はいっ」

「体で払はらってもらう」

「え？」

「クク……うちはニコニコ現金払ばらいではなく、モミモミパイオツ払いしか認めていない!!」

（そのくだり、またやるんだ……）

「あの……それはどういう」

「ワハハ！　金の代わりにお前のパイオツを揉もませてもらうという事だ！」

（そんな事したら鼻血出すくせに……）

　呆あきれたミルフィが（両者に）助け船を出そうとした所で──

「ご、ごめんなさい、無理です！」

「あ？」

「お、お金なら払いますけど、そ、そういうのは無理です、ごめんなさいっ！」

「クク、お前の意思は聞いていない。これはもう決定事こ──」

「本気で無理ですっ！」

「あのな……これはちょっとした冗じようだ──」

「ごめんなさいっ。兄さんの為だから他の人なら考えますけど、所長さんは生理的にどうしても無理ですっ！」

「いや、だからな──」

「無理無理無理！　死んでも無理ですっ！」
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「…………………」

　レッドはミルフィの肩かたをぽん、と叩たたき、

「後は……任せた」

　ふらふら、と隅すみっこまで歩いていき、体育座りを始めた。

（じょ、冗談にマジレスされてガチで落ち込んでる……）

「あれ？……えっと……あの……」

　ミルフィは、戸と惑まどうティアーに状況を説明した。

「ええっ、じょ、冗談だったんですかっ……す、すすす、すみませんっ！」

　ずううううん。

（意外にメンタルも弱いんだよなあ……）

「ど、どうしましょう……」

「あ、自じ業ごう自得なんでほっといていいです」

「すみません……ほんとにすみませんっ……」

　しきりに恐きよう縮しゆくするティアーに、お茶を運んできた浮うき世よが微笑ほほえみかける。

「ちょっとすればすぐに元気になるから大だい丈じよう夫ぶよ。はい、どうぞ」

「あ、すみません、ありがとうございます……えっと」

「花はな舟ふね浮世、この事務所の調査員よ」

　浮世はティアーににっこりと笑顔を向ける。

「はああ……お綺麗ですね……」

　ティアーは感かん嘆たんの声をあげる。

「あら、お上手ね」

「いえいえ、お世辞じゃありません。わ、私なんかが同じ空気を吸っていいのかっていうくらいに」

　また変な方向に自じ虐ぎやくするティアー。彼女も相当な美少女であるのに、何故なぜこんなマイナス思考なのだろうか。

　浮世は、ノワールへも笑顔を向けた。

「ノワールさんも、よろしくお願いしますね」

「ああ」

　ノワールのその淡たん泊ぱくな反応を見て、ミルフィはふと疑問に思う。

「あの、ノワールさん、ちなみに今までに恋れん愛あい経験とかは？」

「無い」

「そうですか……じゃあ、どんなに綺麗な女性を見ても、何とも思わないんですか？」

「顔の造作が整っているとは思うが、それだけだ」

（うーん、こっち方面から感情を揺ゆさぶるのは無理っぽいなあ……）

「クク、ここは恋愛マスターであるこの俺に任せてもらおうか」

　その声にミルフィが振ふり返ると、背後にはドヤ顔のレッドが腕うで組ぐみをしていた。

「あ、意外に早く復活しましたね、レッドさん」

「クク、ここは恋愛マスターであるこの俺に任せてもらおうか」

（なんで二回言ったんだろう……）

「おい、ノワール」

「なんだ」

「ちょっと浮世を意中の相手と見立てて、告白シーンをやってみろ」

「なぜだ」

「それが感情を知る一番手っ取り早い方法だからだ。人間にとって、恋愛以上に心を揺さぶられるものなど存在しない」

（言ってる事はもっともだけど、レッドさんが言うとなんか薄うすっぺらいなあ……）

「なるほど、承知した。少しでも可能性があるのならやってみよう」

　ミルフィの心配をよそに、納なつ得とくした様子のノワール。

「よし、ではお互たがいに向かい合って……スタートだ！」




「おい」

「あら、何かしら」

「好きだ」

「……え？」

「じゃあな」

「終わっちゃったよ！」




　ミルフィがたまらずツッコミを入れ、中断。

「ノワールお前……ふざけているのか」

「俺は至って真しん剣けんだが」

「淡泊すぎるわ！　もっと溜ためろ！　溜めて溜めて溜めて……その想おもいをぶちまけろ！」

「承知した。やってみよう」




　take 2

「おい」

「あら、何かしら」

「俺はお前が好きで、溜まっているからぶちまけたいのだが」

「なんかエロくなってますけど!?」




　ミルフィがたまらずツッコミを入れ、中断。

「ノワールお前……わざとやってるのか」

「なんの話だ？」

「ちっ、まあいい……告白はあっさりでいいから、その後をもう少し続けてみろ。いいか、ちゃんと相手に合わせて会話するんだぞ」

「承知した。やってみよう」




　take 3

「おい」

「あら、何かしら」

「好きだ」

「……え？　ほんとなの？」

「ああ」

「……嬉うれしいわ」

「俺も……嬉しいわ」

「なんかオカマみたいになってますけど！」




　ミルフィがたまらずツッコミを入れ、中断。

「ノワールお前……いい加減にしろよ」

「なにがいけない。俺は言われた通り、相手に合わせただけだ」

「こ、こいつ……」

「では、手本を見せてくれ」

「……なに？」

「告白によって胸が高鳴るという状じよう況きようが全くイメージできない。実例を目まの当たりにすれば変わってくるかもしれん。レッド、お前は恋愛マスターなのだろう」

「お、おう……」

　急に目が泳ぎ始めるレッド。

「どうした？　できないのか？」

「ク、クク……貴様、誰だれに物を言っている。浮世、スタンバイだ！」

「はい、私はいつでもオッケーよ」

（大丈夫かなあ……）

　ミルフィが心配する中、後に引けなくなったレッドは寸劇を開始する。




「……おい」

「あら、何かしら」

「その……なんだ」

「どうしたの？」

「…………………………ちょっと待て」

　そこで、劇を中断してミルフィの傍そばに寄っていくレッド。

「どうしたんですか？」

「……いくら芝しば居いとはいえ、軽々しく好きなどと言うのは浮世に対して失礼な気が……」

「ピュアかよ！」

　ミルフィは思わず大声でツッコんでしまった。

「大丈夫ですから……お仕事ですから割り切りましょうよ」

「む……そうか」




　take 2

「……おい」

「あら、何かしら」

「その……なんだ」

「どうしたの？」

「…………………………ちょっと待て」

　そこで、劇を中断してミルフィの傍に寄っていくレッド。

「どうしたんですか？」

「……あそこでよく知らない奴やつが見てて集中できない」

「あの人に見せてんだよ！」

「む……そうだったな」




　take 3

「……おい」

「あら、何かしら」

「その……なんだ」

「どうしたの？」

「………………………ちょっと待て」

　そこで、劇を中断してミルフィの傍に寄っていくレッド。

「どうしたんですか？」

「……駄だ目めだ、恥はずかしくてできない」

「乙女おとめかよ！」

　そこで、それまで黙だまって見ていたノワールが口を開いた。

「恋愛に関する感情は欠片かけらも理解できなかったが、レッドが恋愛のれの字も知らない大ボラ吹ふきだという事は理解した」

「ぐああああああっ！」

　そしてティアーも、

「ご、ごめんなさいっ……こんな中学生みたいな恋愛レベルの人に、生理的に無理とか言っちゃってごめんなさいっ！」

「ぐああああああああっ！」

　力なく、その場に崩くずれ落ちるレッド。

「ふふ、レッド君が恋愛指南なんてできるわけないわよね」

「……はは、ですよねー」

　微笑ほほえむ浮世と、苦笑いのミルフィ。

「ノワールさん、ティアーちゃん、ごめんなさいね。ふざけてるように見えるかもしれないけど、これでもレッド君なりに真ま面じ目めにやってるの」

「大だい丈じよう夫ぶです。依い頼らいを受けてくれた時の所長さんの目、とっても真剣でしたから。私達は信じてお任せします。ね、兄さん」

「そうだな」

　二人の信しん頼らいが伝わってきて、ミルフィは勢い込んで両手の拳こぶしを握にぎる。

「私達、ノワールさんの笑え顔がおが見られるように頑がん張ばりますねっ」

「ああ、頼たのむ」

　話が綺き麗れいに纏まとまりかけた時──

「ク………クククククククッ！」

　レッドが不気味な笑い方をしながら、ぬらりと立ち上がる。

「貴様ら……俺が恋れん愛あいに慣れてないとか疑っちゃってる口だろ」

「いや、疑うというか、確信を抱いだいてますけど……」

「ワハハ！　見ていろ、すぐにその舐なめた口をきけなくしてやる。くらえ【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

　出現した瞬しゆん間かんに投とう擲てきされたダイスが示したのは──一。

「うわっ……ノワールさん、ティアーさん、注意してください。何かこっちにも被ひ害がいがくるかもしれません」

　ミルフィのその予想は幸いにも外れる事になった。

「う……ああ……」

　レッドの顔面がみるみるうちに青ざめていき──

「ぎゃあああああああああああっ！」

　レッドの脳内には、能力によって幼い日の記き憶おくがフラッシュバックしていた。

「や、やめろおおおおおおおっ！」

　それは、夏のある日。

「く、来るなあああああああああっ！」

　海に来ていたレッドは、不覚にも足が攣つって溺おぼれた。

「よ、止よせ……よせえええええええっ！」

　それを救出し、人工呼吸を丹たん念ねんに行ったのは、筋肉ゴリッゴリの中年ライフセーバー。

　その髭ひげ面づらと、ネチョネチョ粘ねばつく口が眼前に迫せまり──

「お、俺の……俺の初めてがああああああああっ！」

　それがレッドのファーストキスだった。

「ああっ！　らめっ……らめええええええええっ！」

　頭を抱かかえ、叫さけびながら床ゆかをのたうち回るレッド。

「「…………」」

　それを眺ながめるティアーとミルフィ。

「しゅ、しゅごい！　しゅんごおおおおおおおおおおいっ!!」

「信じて……いいんですよね？」

「ええ……多分」




　ひとまずノワールとティアーが帰宅した後の事務所で。

「くそ……ろくでもない目にあった」

「いや、だからレッドさんの能力はあんなにホイホイ使っちゃ駄目ですって……」

　悪態をつくレッドに、呆あきれ顔を向けるミルフィ。

「クク、そんな事はない。能力が無ければ、アレを持ち帰る事はできなかったからな」

　レッドはＰＣに差し込んだデータカードに視線を向けながら笑う。

「まあレインの奴が邪じや魔ましなければ、能力を使わずともよかったんだがな」

「レインって……あのレイン捜そう査さ官ですよね。私、そんなに話した事はないですけど、すっごくかっこいいですよね。なんかクールビューティーって感じで……あ」

　そこで何か思いついた様子のミルフィ。

「そう言えば、レインさんとノワールさんってなんか雰ふん囲い気きが似てませんか？　ノワールさんもクールですし」

「クク、馬ば鹿かめ」

「え？」

「あいつらのはクールではなくてただの無愛想だろうが。それに見た目は近いかも知れんが中身は全然違ちがうぞ。ノワールの奴はガチで感情が死んでいるようだが、レインは──」




　ピキイッ！




　その時、ドアの所で何やら妙みような音がした。

　そして──

　パッキイイイイイイイン！

　直後、ドアが粉々に砕くだけ散った。

「な、ななな、何事ですかっ！」

「失礼します」

　慌あわてまくるミルフィと対照的に、平然と事務所内に入ってきたのは──

「レ、レイン捜査官……」

　ミルフィが驚おどろきに目を丸くする。

「ミルフィ嬢じよう。突とつ然ぜんの来訪、申し訳ありません」

　レインはミルフィに向かって、恭うやうやしく礼をしてみせた。

「どうした。データカードを取り返しに来たのか？　だったらいくらでも持って帰るがいい。既すでにバックアップは万ばん全ぜんだからな、ワハハ！」

　ソファーにふんぞり返りながら高笑いするレッド。

「ではそうさせてもらいます。が、私がここに来たのはそれが目的ではありません」

「ほう、ではこんなクソみたいな場所になんの用だ？」

「いや、自分で言わないで下さいよ……」

　ミルフィがげんなりした視線を向ける。

「検けん索さくしました」

「何をだ？」

「ぺちゃぱいです」

「ぶふうっ！」

　会話をしている二人ではなく、ミルフィが吹き出した。

「えーっと……レインさん、今、なんて？」

「ぺちゃぱいです」

「えっと……その……」

「先さき程ほど、そこのレッド・フルハートに言われた言葉です」

「レッドさん…………」

　ミルフィは軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けるが、レッドは一向に意に介かいさず、レインに笑いかける。

「ワハハ、で、どうだった？」

「胸が豊かでは無い女性に対する蔑べつ称しようのようですね」

「クク、蔑称というのは賛否がある所だろうが、まあ今は言げん及きゆうするまい。で、どうした？　もしかして文句を言いに来たのか？」

「いえ、別に。私は親から授さずかった自分の体に誇ほこりを持っていますし、コンプレックス等もありません。ですから、貴男あなたに対して怒いかりをおぼえているような事もありません。ここに来たのは全くの別件です」

　レインはフラットな表情のまま淡たん々たんと言葉を続け、レッドの前まで歩み寄って行った。

「お、どうした、こんなに接近するとはまさか俺に対する愛の告は──ぴぎゃん!?」

　瞬間、レッドの体が宙を舞まった。

　あまりにも動作が速すぎてミルフィの目では追いきれなかったが、氷のグローブを纏まとったレインの拳がレッドを殴なぐり上げた……という事らしい。

「ぐ……はあっ……」

　悶もだえながら落下してくるレッド。そして──

「ぎゃん！」

　再び冷製アッパーで殴られる。

　更さらにまた落ちてきて──

「ぐひゃ！」

　殴られる。

　落ちる。

「アヒョ！」

　殴。

　落。

「ひゃらば！」

　以下略。

　まあ要約すると、レッドは力の限りフルボッコにされた。

　そして──




　ぶらーん。




　レッドの体は、天てん井じようからぶらーん、していた。

　レインの能力で首から上だけ氷こおり漬づけにされ、その氷の上部は天井に縫ぬい付けられている。よって、ぶらーん。

　見上げたレインは相変わらずの無表情で、しかし心なしか満足そうな感じで口を開いた。

「今回は、Ａ級捜査官として性的犯罪者を断罪しに来ました。これは公務であり、私の個人的感情とは一いつ切さい関係がありません」

「あ、あの……」

　そこへ、おずおずと話しかけるミルフィ。

「心から同情します、ミルフィ嬢。貴女あなたも普ふ段だんからこの男の奇き行こうに悩なやまされているのでしょう？　このレッド・フルハートが少しでも変な素そ振ぶりを見せたら遠えん慮りよ無く呼んでください。私はどんな些さ細さいな犯罪も許しませんから」

「いやあの……これ自体が暴行罪なんじゃ……」

　Ａ級捜査官ともなれば様々な特権が与あたえられているが、その中に個人の裁量で犯罪者を裁いて良い、という項こう目もくは存在しない。

「……今、何か？」

「い、いえいえ！」

　レインの射殺すような視線に、慌てて首をブンブンと横に振ふるミルフィ。

（どうせ他ほかにもセクハラ発言したんだろうし、レッドさんは自じ業ごう自得だけど……レインさん、よっぽど気にしてるんだなあ）

「……私の胸に、何か付いていますか？」

「い、いえいえ！」

　再び首をブンブンするミルフィ。

「【転上転下チートフル……唯我独賽ダイス】」

　そこへ、ほぼ聞き取れないくらいのか細い声が聞こえてきた。

　ミルフィとレインが目を向けると、レッドの手にはダイスが握にぎられていた。力を振り絞しぼって能力を発動させたらしい。

　コロンッ。

　レッドの手を離はなれたダイスは事務所の床を勢いよく転がっていき、やがて動きを止めた。

　その目は……一。




　ブシャアアアアアアアッ！




　突とつ如じよ、レッドの下半身から液体が噴ふき出した。

「なっ……」

　ミルフィは反射的にその場から飛び退のく。

「ちょっ、まさか……これっておもら──うわあっ！　飛沫しぶきが飛んでき──あ、熱っ!?」

　幸いながら、ミルフィの予想は外れていた。

　レッドの下半身から溢あふれていたのは、超ちよう高温の熱湯。たしかにここまでの温度であれば氷を溶とかす事も可能だろう……それがちゃんとターゲットに当たっていたのならば。

　下半身から湧わき出る熱湯は重力に従い、その全すべてが床方向に流れ落ちていく。当然、レッドの頭部を覆おおっている氷には掠かすりもしない。

　そしてレッドの不運はそれだけではなかった。

　その熱湯は、レッドの体を伝って流れ落ちている。当然……もの凄すごく熱い。

「うぎゃあああああああっ！」

　氷の中から、レッドの絶ぜつ叫きようが聞こえて来た。

　下半身をジタバタさせているが、頭部をがっちりとロックしている氷はびくともしない。

　そこへもう一発熱湯ブシャアアアアアアアッ！

「うぎゃあああああああっ！」

「ミルフィ嬢、断罪はもう終しゆう了りようしましたので、救出するのなら止めませんよ」

「……いえ、お灸きゆうを据すえる意味で、もうちょっと放ほうっておこうかと思います」

「そうですか。では私はこの辺りで失礼しますが……扉とびらの件は申し訳ありませんでした。断じて……決して……神に誓ちかって怒おこっていた訳ではないのですが、迅じん速そくに犯罪者を断罪しようという思いが強すぎて、つい破は壊かいしてしまいました」

　そして深々と頭を下げる。

　このように、普段のレインは生き真ま面じ目めで礼れい儀ぎ正しい人物である。彼女が冷れい酷こくさや苛か烈れつさを見せるのは犯罪者（とレッド）に対してのみだ。

「修しゆう繕ぜん費ひは局に請せい求きゆうしていただいて構いませんので──ああ、それと」

　事務所を去ろうとしたレインは、ピタリと足を止めた。

「ミルフィ嬢、一つお伝えしておきます」

「はい、なんでしょうか？」

「あなた達の尽じん力りよくで無事に切り裂さき魔まは逮たい捕ほされましたが、能力者消失事件の方はまだ収束していません」

「やっぱりそうなんですか……」

「うぎゃあああああああっ！」

「はい、そしてこれはまだ確定情報ではないのですが『セグンド・ファミリア』が絡からんでいる可能性があります」

「えっ……『セグンド・ファミリア』ですか？」

　その単語に、ミルフィは目を見開く。

　それは、世界最悪の能力者犯罪組織の名前である。

　この集団の異常性はその構成人数にある。他の名のある犯罪集団が数百人単位であるのに対して、『セグンド・ファミリア』の正規メンバーは僅わずか十数人。

　にもかかわらず、集団としての総合戦力は他を圧あつ倒とうしている──それはつまり、構成員個々の能力が異様に高い事を示している。

　その目的は不明だが、世界規模で強力・稀き少しような能力者を収集しているという専もつぱらの噂うわさだ。

「この事務所は三人ともが能力者ですので、十分にお気を付けください。何かありましたら連れん絡らくをもらえれば駆かけつけますので」

「うぎゃあああああああっ！」

「ほんとですか？　こ、心強いです」

「もっとも、本当に『セグンド・ファミリア』なのだとすれば、私一人では太刀たち打ち出来ない可能性もありますが」

「レ、レインさんでも駄だ目めって……そんな人達が襲おそってきたら、いくら気をつけても無む駄だなんじゃ……」

「ええ。おそらくはすぐに殺されるでしょうね」

「無表情で怖こわい事言ったよこの人！」

「あるいは、花舟嬢じようなら対たい抗こうできるかもしれません」

「え？　浮世さんですか？　まあたしかにすごく強いですけど……そこまでなんですか？」

　戦せん闘とう手段を持たないミルフィにとっては、ある程度以上の実力を持った人間は皆みな『すごく強い』にカテゴライズされてしまい、優ゆう劣れつがいまいち判別できない。

「いえ。現状では私の方が遥はるかに上の戦闘能力を有しています。ただ彼女は──」

「うぎゃあああああああっ！」

「先程から五月蠅うるさいですよ、レッド・フルハート」

「ごふうっ！」

　レインの放った氷ひよう塊かいがレッドの腹に直ちよく撃げきした。

（さ、さすがにちょっとかわいそうかも……）

　そこで、レインの携けい帯たい端たん末まつに着信があった。

「本部からですね。おそらく何かあったのでしょう。それでは私はこれで失礼します。花舟嬢にもよろしくお伝えください」

　レインはそう言い残すと、足早に事務所を去っていった。

　後に残されたのは、気絶したままぶらーんしているレッド。どうやら呼吸はできているようだが、さすがにそろそろ助けた方がいいだろう。

（でもこれ……どうすればいいんだろう）

　レインの氷はレッドと天井をがっちり縫い付けている。

（とりあえずお湯を沸わかして……かけてあげればいいのかな？）

「ただいま～」

　そこへ、夕飯の買い物へ出ていた浮世が戻もどってきた。

「あら」

　浮世は天井から宙づりになったレッドを見て──

「…………気持ち良さそう♡」

「既すでにドＭモードになってる!?」

　うっとりしながらレッドにふらふら～、と寄っていく浮世。

「あ、浮世さん危ないですよ！　その人いま、定期的に下半身から熱湯が出ますから」

「…………気持ち良さそう♡」

「もう好きにすればいいと思うよ！」




　そして約五分後──

「あの……相談があるんですけ──」

　壊こわれたドアに戸と惑まどいつつも、事務所内に入った依い頼らい人の目に飛び込んできたのは──

　ブシャアアアアッツ！

　天井にぶら下がりながら、股こ間かんから液体を噴ふん射しやする男と、

「あ、はあああああああんっ♡」

　それを浴びて、恍こう惚こつの表情を浮うかべる女。

「……………………失礼しました」

「ま、待ってくださああああああああああいっ！」
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　それから数日後。

「ワーハッハッハ！　やっと着いたな！」

「すごいです！　大きい乗り物がたくさんですっ！」

「ふふ、楽しそうね」

「す、すみません……私なんかがこんな華はなやかな所に来ちゃってすみません」

「……………」

　五人は、連れ立って国内最大のアミューズメントパークにやってきていた。

「どうですかノワールさん、ワクワクしますよねっ！」

　ミルフィが目を輝かがやかせながらノワールに話しかけるが、

「いや。日差しが強くて若じやつ干かんクラクラはするが、気分的な昂こう揚ようは微み塵じんも感じていない」

「クク、このもやし野や郎ろうめ。まあ入場した程度でお前がどうこうなるとは思っていない。今日は嫌いやというまで連れ回してやるから覚かく悟ごしておけ」

「移動が主たる目的でない乗り物の存在意義か。俺には理解できそうにないな」

　そんなノワールの様子を見て、ティアーがため息を吐つく。

「ああ、ごめんなさい。兄さんがまた的外れな事を……」

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶよティアーちゃん。ここにはほら、色々あるから。一つくらいはノワールさんの琴きん線せんに触ふれるものがあるんじゃないかしら」

　その隣となりで、浮うき世よがパンフレットを広げてみせた。

　観覧車、コースター、お化け屋や敷しき等の基本的なものはもちろんとして、その他ほかにもシアターやゲームセンター、温泉施し設せつ、巨きよ大だいフードコート、動物とのふれあいゾーン、ショッピングモールなどが取りそろえられており、総合レジャー施設として人気を博している。

　歓かん喜き、恐きよう怖ふ、感動。人間の様々な感情を喚かん起きさせるようなものが勢せい揃ぞろいしているこの場所は、ノワールを連れ出すのにうってつけの場所と言えた。

「そうですよ。頑がん張ばってノワールさんをワクワクさせちゃいましょう！」

「浮世さん、ミルフィさん……ありがとうございます」

「クク、礼なら結果が出てからにするんだな。よし、最初から全開でいくぞ……あれだ！」

　レッドが指差したのは、国内のみならず、世界で最大の落差を誇ほこるという絶叫系コースターだった。

「これに乗ってノーリアクションでいられるものはいないという話だ。クク、ノワール、もう少しでお前の恐怖に歪ゆがむ顔が見られそうだなぁ」

「それは無理だろう。いくら世界一を謳うたってはいても、所しよ詮せんは安全性が確保されているわけだ。こんな遊具で俺が恐怖を感じる訳が無い」

　そのセリフを聞いたミルフィと浮世が顔を見合わせる。

「これって……普ふ通つうならフラグですよね」

「ええ。どうなるかちょっと楽しみね」

　結果──

「きゃああああああああああああああああああああああああああああっ!!」

　スタンダード系絶叫のミルフィ。

「ごめんなさいごめんなさい生まれてきてごめんなさいおろしてくださいいいいいいっ!!」

　卑ひ屈くつ系絶叫のティアー。

「もっと……もっとおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！♡」

　ドＭ系絶叫の浮世。

「………………………………………………………………………………………………………」

　開始二十秒で気絶した無言系絶叫のレッド。

　そして──

「やはり無理だったな」
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　見事にフラグを折って、終始ノーリアクションだったノワール。

「ノ、ノワールさん、なんでそんなに平然としてられるんですか」

「逆に問いたい。なぜあの程度の事でそこまで乱れる事ができる」

　ノワールは、ベンチでグロッキー状態のミルフィ達三人を見下ろしながら言う。

　そして、ノワールの横で偉えらそうに腕うで組ぐみをする男が一人。

「クク、早く立て、このチキン女共が」

「アンタいの一番に失神してたでしょうが！」

　レッドはコースターの上じよう昇しよう時に予期恐怖で既に意識を失っていたので、落下を一度も味わっていない。

「失神？　知らんな、なんの話だ？……ところでミルフィ」

「なんですか？」

　すっとぼけるレッドに、ジト目を向けるミルフィ。

「たしか……ショッピングモールに下着を売っている店があったな」

「失神どころかちょっと失禁してるよこの人!?」




　レッドが無事に買い物を済ませた後。

「クク、物理的で駄だ目めなら精神的恐怖だ。次はゴーストハウスに行くぞ！……ここは実際に出ると、専もつぱらの評判だ」

「俺は心しん霊れい現象の類たぐいは一いつ切さい信じていない。中に人間が入っている事が分かりきっている以上、どう恐怖を感じろというのだ」

「ま、また兄さんはそんな身も蓋ふたもない事を……」

　今回も顔を見合わせるミルフィと浮世。

「そう言ってても意外にそっち系は駄目って事、あると思います？」

「さあ、行ってみてのお楽しみね」

　結果──

「で、でたああああああああああああああっ！」

　スタンダード系悲鳴のミルフィ。

「ごめんなさいここで死んだら私絶対化けて出ますからもうやめてくださいいいいいい！」

　自らお化け宣言系悲鳴のティアー。

『も、もう許してください！　あひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ！』

　ドＳ化し自らお化けに悲鳴をあげさせる系の浮世。

「……………うご…………うごご……………………ごが」

　なんかガチの霊に遭そう遇ぐうして絶賛金かな縛しばり中のレッド。

　そして──

「やはり無理だったな」

　相も変わらず、平然としたまま出口まで辿たどりついたノワール。

「兄さん……ほんとになにも感じなかったの？」

「ああ、この種の恐きよう怖ふ感かんも俺には理解できそうにないな」

　そして、ノワールの横で痛そうに腰こしを押さえる男が一人。

「のう、そこのお嬢じようさんや……ちょっと腰をさすってくれんかのう」

「なんかレッドさんの顔がおじいちゃんみたいになってる!?」

「は？　悪いがもうちょっと大きな声で言ってもらえんか？」

「取り憑つかれてる！　おじいちゃんの霊に取り憑かれてますよこれ！」

「のう、婆ばあさんや」

「私お婆ちゃんじゃありませんけど！」

「ちょっとパイオツ揉もませてもらえんかのう」

「とんだエロジジイじゃねえか！」

「あ、なんか急に……成じよう仏ぶつしたくなってきたわい」

「わああああああ！　なんかレッドさんごと逝いこうとしてるうううううう！」




　結局、謎なぞのジジイの霊は単独で成仏（？）し、レッドはなんとか現世に留とどまる事ができた。

「もう恐怖系はこりごりだ！　映画だ！　映画を観みるぞ！」

　ここのシアターは規模も大きく、常時十本以上の上映を行っていた。

　一同がチョイスしたのは、ここ十年で一番の感動作との呼び声が高い『忠犬ポチポチ』だ。飼い主とポチポチの絆きずなを丹たん念ねんに描えがいた物語が老ろう若にやく男なん女によに受け、異例のロングヒットとなっている。

「クク、これを観ればいかな冷血漢でも感動にむせび泣くらしいぞ」

「実話を基もとにしているらしいが、実際は様々な脚きやく色しよくが加えられているのだろう。それに、いくら頭が良いいとはいえ、犬は犬だ。人間と分かり合う事などできはしない」

「に、兄さん、もしそんな事デートで言ったら、女の子帰っちゃうよ……」

「そうか。俺は同じ人間とも分かり合えないという事だな」

　三み度たび顔を見合わせるミルフィと浮世。

「浮世さん、今回はどう思います？」

「ふふ、さっきまでとは方向性が違ちがうから十分可能性はあると思うわ」

　結果──

「う、うう……ポチポチ、なんていい子なんでしょう……」

　スタンダード系感動のミルフィ。

「ぐ、ぐすっ……ご、ごめんなさい……私なんかが泣いたせいで、限りある水分の無む駄だ遣づかいをしてしまってすみません……」

　再び卑屈系感動のティアー。

「あらあら……あら？……あらあら大変！」

　あらあら言ってる内に結局はらはら泣いちゃった系の浮世。

「はっ」

　馬ば鹿かにしたように鼻で笑うレッド。

　そして──

「どこがどう泣けたのか、誰だれか説明してくれ」

　今回もノワールは一いつ貫かんして無表情だった。

「ぐっ……ぐっ……ぐううっ……」

「そして教えてくれ」

「あっ……ぐっ……ああああううっ」

「何故なぜお前が一番泣いている、レッド」

「ぐふっ……ぐふしゅう……ポヂボヂィ！……よがっだ……よがっだなああああ！」

「あーあー、やっぱりこうなっちゃいましたね」

　ミルフィが苦笑いしながらレッドにハンカチを手て渡わたし、浮世も微笑ほほえむ。

「ふふ、感動系の映画とかドラマ観るといつも最後はこれなの。レッド君、涙るい腺せん緩ゆるいくせに意地っ張りだから泣くの我が慢まんしてて」

　ノワールはその様子を見て、傍かたわらのティアーに向かって言葉を漏もらす。

「分からん。全くもって理解不能だが……おそらくはこれが俺の目指すべき所なのだろう」

「兄さん……」

「レッド・フルハート……不思議な奴やつだ。この男と共にいれば、俺は感情を理解できるかもしれない」

「そうね。ちょっと極きよく端たんだけど、兄さんはレッドさんをお手本にすればいいと思うわ」

「そうか、では今日のレッドの行動を模してみよう」

「……え？」

「鼻水を垂れ流しながら失禁して、パイオツを揉みながら昇しよう天てんすればいいのだな」

「兄さんやめてえええええええええええっ！」




　その後、名物の絶品料理を食したり、生の動物と触ふれ合ったり、激痛マッサージを体験したりと、様々な角度からの刺し激げきを試ためしたが、ノワールは一切感情の揺ゆらぎをみせなかった。

「はあ……」

　カフェのオープンテラスで椅い子すに腰こし掛かけたティアーは、深いため息を吐ついた。

「はい、どうぞ」

　二人分のジュースを運んできたミルフィがその隣となりに腰掛ける。

「す、すみません、ありがとうございます……はあ」

　そこでまた、深いため息。

「どうしたんですか、ティアーさん」

「だって……皆みなさんがこんなに頑がん張ばってくれているのに、兄さんときたら……」

　隣のテーブルではレッドと浮世が、ノワールを笑わせる為ために徹てつ夜やで仕込んできた渾こん身しんのコントを披ひ露ろうしていた。だが──

「悪いが、笑うべきタイミングになったら合図をもらえるか」

「はあああああ……」

　兄の様子を見て、妹は更さらに憂ゆう鬱うつを深めていた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。まだ回っていない場所もありますし、今日が駄目なら明日あしたも明後日あさつてもあります！」

「……きっと、ミルフィさんみたいな天真爛らん漫まんな人が妹だったら、兄も感情を抱いだいてくれたりしたんでしょうね」

　卑ひ屈くつモードに入ってしまうティアー。

「いいなあ……私もミルフィさんみたいな女の子になりたいです。私、いっつもお父さんに『そんなにウジウジしてないで、もっと女らしく朗ほがらかになれ！』って怒おこられるんです。ミルフィさんはそんな事ないでしょう？　きっとご両親にとって自じ慢まんの娘むすめでしょうから」

「あ、私、両親いないんです」

「……え？」

「正確には、分からないんです。記き憶おく喪そう失しつなんで」

「記憶……喪失？」

「はい、ここ一年より前の記憶はさっぱりなんです」

「ご、ごめんなさいっ！　わ、私、事情も知らずに……それに自分の話ばっかり……本当にごめんなさいっ！」

　顔面を蒼そう白はくにして、平謝りするティアー。

「あはは、全然気にしなくていいですよ。お二人が──レッドさんと浮世さんがとってもよくしてくれてますから。ちょっと……いえ、色々と問題のある二人ですけど、そのおかげで落ち込んでる暇ひまなんかありませんし」

「そうなんですか……よかった、触れちゃいけない話だったかと……」

「大丈夫ですよ。あ、でもやっぱり自分の記憶が気にならない訳じゃないんですけどね……こういう話になったんで、ついでに聞いちゃいますけど……あの、変な笑い方の女の人、知りませんか？」

「え？　変な笑い方……ですか？」

「あ、いきなり言われても分かりませんよね。実は、笑い方に特とく徴ちようのある女の人が、私の事を捜さがしていたらしいんです。なんか『キャハ！』みたいな感じで笑う人らしくて……それしか情報が無いんですけど、もしかしたら私が記憶を失う前の知り合いかなー、なんて思ってて、会う人会う人に手当たり次し第だい聞いてるんです。でもなかなか反応が──」

「…………ちょっと待ってください」

　ティアーはそこで、何か考え込むような仕草を見せた。

「私……もしかしてその人、知ってるかもしれません」

「……え？」

「私、親しん戚せきが経営してる喫きつ茶さ店てんでバイトしてるんですけど……そんな笑い方の人、何回か見た事があります」

「ほ、ほんとですかっ！」

「え、ええ……そんなに頻ひん度どは高くないんですけど、すごく派手な格好の人だったからよく覚えてて……それがミルフィさんを捜している人かは分かりませんけど」

「か、構いません！　今度その人見かけたら、すぐに教えてもらえませんか！」

　思いがけない所から手がかりが見つかり、目を輝かがやかせるミルフィ。

「分かりました。それで、ミルフィさんの記憶が戻もどるお手伝いが出来るなら」

「ありがとうございます、ティアーちゃん！……あ」

　そこで、はっとなって口を押さえるミルフィ。

「す、すみません、嬉うれしくてつい、馴なれ馴れしく呼んじゃって……」

「い、いえいえ、全然構いませんよ！…………あ、でも……」

「でも……なんですか？」

「あの……代わりに……私もミルフィちゃんって呼んでいいですか？」

「……え？」

「あ……やっぱり駄だ目めですよね。私みたいな卑屈な人間、友達にしたくないですよね」

　ティアーのその言葉に、手と首をブンブンと振ふるミルフィ。

「ち、違うんです！　私、ここ一年、自分の事と事務所の仕事の手伝いだけで精せい一いつ杯ぱいで、お友達なんていなかったんでびっくりしちゃって……是ぜ非ひ呼んでくださいっ！」

「……ほんとですか？」

「はい、ティアーちゃん」

「………じゃあ、ミルフィちゃん」

「はいっ！」

「……よかった」

　そうして同年代の二人は、笑え顔がおを向け合った。




　その時、隣のテーブルでは。

「あらあら、ミルフィちゃんにお友達が出来たみたいね」

　浮世がにこにこしながら二人を見つめていた。

「ちっ……」

「あらレッド君、嫉しつ妬とかしら？」

「うるさい……」

「そうよねー。レッド君、外に出る時は極力一人にさせないようにしてたもんねー。それじゃーお友達なんてできないわよねー」

「黙だまれ……」

「ふふ、分かってるわ。ミルフィちゃんの事が心配なのよね」

「そ、そんな事はない……」

「あの子がうちに来た経けい緯いが経緯だからね。まあでも、これまで以上に私達が気をつければいいんじゃないかしら」

「ああ、そうだ──って、俺は別に心配してないと言っているだろうが！」

「ふふ、じゃあそういう事にしておくわね」

「……ふん。例の胸への仕込み、欠かすなよ」

　レッドは不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向いてしまった。

「でも真ま面じ目めな話、ミルフィちゃんを捜しているその女の人、可能ならば向こうが気付いていない内に見つけたいわね。相手から何かされる前に動けるかもしれないし」

「…………」

　返事はしなかったが、その話にはレッドも同意する所だった。情報化社会のこの時代、事務所内に匿かくまっていたからといって、その存在が隠かくし通せる訳では無い。

　ミルフィを捜している者の目的が分からない以上、こちらから先手を打っておいた方がいいのは間ま違ちがい無い。

「どうした、そんなに難しい顔をして」

　そこへ、ゴミを捨てに行っていたノワールが戻ってくる。

「……別になんでもない。ただ、お前の妹とミルフィにくだらん友情が生まれたようで、目め障ざわりにも二人でキャピキャピはしゃいでいるだけだ」

「そうか、では俺達もそうするか」

「ぶふうっ!?」

　レッドは思わず口に含ふくんでいた炭酸飲料を噴ふき出した。

「なんだ？　友情は時に様々な感情を呼び起こすと、とある書物に書いてあったので模も倣ほうしてみようと思っただけだが、何かおかしかっただろうか」

「そ、そういう事か……なんという紛まぎらわしい言い方をする奴だ……」

「レッド。俺はお前と一つになりたい」

「ガホオッ！」

　再び炭酸飲料を撒まき散らすレッド。

「あらあら、これは薄うすい本みたいな展開ね」

　浮世の嬉しそうなその反応に、ノワールが疑問の声をあげる。

「なんだ？　模倣で思い出したのだが、先さき程ほど妹にお前の模倣をしてみろと言われたのでそうしたまでだが。究極の模倣は、その対象と同一の存在になる事だろう。何かおかしかっただろうか」

「貴様……絶対わざとやってるだろ」

「分からんな。どういう事か詳しよう細さいに説明してくれるか？」

「あら、じゃあここで実演を──」

「するか！」




「ク…………ククク……キキキ……キャッハア！」

　その女は我が慢まんの限界を迎むかえ、下品な笑い声をあげた。

（あいつら、マジで傑けつ作さくだわ。まだアタシが気付いてないと思ってんだもん）

　女は既すでにミルフィの居所を把は握あくし、いつでも攫さらってしまえる状態にある。

　だが、それはまだしない。別の目的があるからだ。

（キャハァ……あー、マジで楽しみすぎるわ）

　遊園地の一件で、ミルフィとティアー・ローレンスの間には友情が芽生えた。

（もう少し時間がかかるかと思ってたけど……）

　女は、自分の内側から湧わき上がってくる衝しよう動どうを抑おさえるのに必死だった。

（でもまだよ……まだもう少し熟うれさせないとねぇ）

　そして、来たるべきその時を想像し、更に下品な声を高らかに発した。

「その友情がブチ壊こわされた時の顔……想像しただけでたまんないわぁ……ギャッハハハ！」
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　アミューズメントパーク作戦が不発に終わった翌日。

「これを見ろ」

　事務所にやってきた兄妹きようだいに、レッドは得意気にあるものを差し出してみせた。

「これは何だ？」

「笑い袋ぶくろだ」

「あ、押すと笑い声が聞こえて、つられて笑ってしまうようなものですね。すみません……兄の為ためにわざわざ準備してもらって」

「クク、これは通常の笑い袋とは訳が違うぞ。様々な笑い声を収録したスペシャルエディションだそうだ。ノワール、早さつ速そく押してみろ」

「ああ」

　促うながされたノワールは、袋の表面を押し込んだ。

『あひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！』

　聞こえて来たのはけたたましい笑い声。

「ふむ。これぞ笑い袋、という感じだな。誘さそい笑いの為には繰くり返しが重要だ。ノワール、もう一回だ」

「承知した」

『うわっは！　うわっは！　うわっは！』

　先程とは大分違った感じの笑い声が響ひびく。

　ノワールは更さらにもう一回押し込んだ。

『ふ、ははははははげほっ……げほっ！　げほん！』

「いや、ミスったんなら録とり直しましょうよ！」

　横で聞いていたミルフィがたまらずツッコんだ。

『げほおっ……げほおえっ！……おええええええっ！』

「本格的にむせてるよ！　これいつまで録音してんですか！」

『う、産まれる……』

「つわりだったのかよ！　設定おかしいでしょ！　これどう聞いてもオッサンの声じゃねえか！」

『ヒッ、ヒッ、フー。ヒッ、ヒッ、フー。ヒッ、ヒッ、フー』

「だからなんでオッサンがラマーズしてんですか！」

『ヒッ、ヒッ、ブウウウ！　あっ……産まれた』

「ただ単にオッサンがオナラしただけでしょこれ！」

『あっ……これは双ふた子ごの予感』

「まだ出るのかよ！」

　笑い袋作戦、失敗。




　その翌日。

「これを見てね」

　事務所にやってきたノワールとティアーに、浮うき世よが一冊の本を差し出した。

「これは何だ？」

「今、一部の人の間で話題沸ふつ騰とうらしいの。何かの参考にならないかと思って」

「す、すみません、連日お手数をおかけして……」

「ふふ、実は私もまだ中身は見てないの。ノワールさん、読んでみて」

「ああ」

　促されたノワールは、本のページに手をかけた。

　そのタイトルは『クールなあの娘この気持ちを揺ゆさぶる為の十の方法～これで君もユサユサキングだ～』。

「へえ、揺さぶる対象は女の子みたいですけど、何かきっかけが摑つかめるかもしれませんね」

　ミルフィも興味津しん々しんで脇わきから覗のぞき込む。

《①　おっぱいを摑んで揺さぶる》

「いきなり何いってんの!?」

《解説　いきなり意中の子にするのはハードルが高いので、まずは自分のオカンで予行練習しましょう》

「ある意味もっとヤバいわ！　この本大だい丈じよう夫ぶですか!?」

《②　告白する》

「おお、なんかストレートなのがきましたね」

《解説　いきなり意中の子にするのはハードルが高いので、まずはその辺にいる幼女で予行練習しましょう》

「事案発生キタコレ！」

《③　幼女に告白する》

「なんか目的変わってますけど!?」

《④　クールな看守のお姉さんに告白する》

「捕つかまってるよこの人！」

《解説　いきなりそれはハードルが高いので、まずは同室のサブで予行練習しましょう》

「もうなんでもアリだな！」

《⑤　お尻しりが痛いです》

「掘ほられちゃったよ！」

《⑥　やがて釈しやく放ほうされたあなたは、あてもなく街をさまよいます》

「気持ちを揺さぶる方法どこいった！　もうただの犯罪者の記録でしょこれ！」

《⑦　そしてあなたは偶ぐう然ぜん、かつて想おもいを抱いだいていたクールなあの娘と再会します》

「お、一応繫つながるんですね」

《⑧　しかし、彼女の横には別の男性の姿がありました》

「ちょ、ちょっと気になる展開になってきましたよ……」

《⑨　その男性は、あなたのオトンでした》

「超ちよう展開すぎるだろ！」

《解説　怒いかり狂くるったあなたは、家に帰ってオカンのおっぱいを揺さぶってやりました》

「どんな仕返し方法だよ！　あと一個しかないけどどうやってまとめるんですかこれ！」

《⑩　俺達の戦いはこれからだ！》

「打ち切りマンガかよ！」

　ミルフィは思わず、本をテーブルに叩たたきつけた。

「あらあら、これはあんまり役に立ちそうにないわね」

「いや、あんまりというか全然だと思いますけど……」

　苦笑いの浮世と、げんなりした様子のミルフィ。

「だが、俺の為に用意してくれた本だ。何らかの成果は見つけたい所だな」

　そこで、沈ちん黙もくを保っていたノワールが口を開く。

「とりあえず、サブという人物に告白すればいいのだろうか」

「なんでそこ拾った!?」

　ノウハウ本作戦、失敗。




　次の日も、その次の日も、更にその次の日も……レッド達は手を替かえ品を替え、ノワールの感情を呼び起こそうとしたが、残念ながら彼の表情はぴくりとも動かなかった。

　そして、更なる試行錯さく誤ごが続いたある日。

「ノワールさん、ティアーちゃん！　良さそうなものを見つけましたよ！」

　いつも通り事務所にやってきた二人を、ミルフィが笑え顔がおで出で迎むかえた。

「これ見てください。二日前、ティアーちゃんと私でお茶しにいったカフェがありましたよね？　その近くの劇場で今度、大規模な公演をやるらしいんです。なんでも笑いと感動が入り交じった究極のエンターテイメントらしくて──って、なんかティアーちゃん、元気なさそうですけど、どうしました？」

　ノワールの無表情はいつもの事だが、ティアーの顔が暗く沈しずんでいた。元から潑はつ剌らつとしたタイプではないが、それを差し引いても様子がおかしい。

「あの……非常に言い辛づらいんですけど……」

　ティアーは消え入りそうな声で、ミルフィに告げた。

「依い頼らいを……取りやめようかと思いまして」

「えっ……」

「ご、ごめんなさい！　本当にごめんなさいっ！」

　思いっきり頭を下げるティアーに、浮世が微笑ほほえみかける。

「あらあら、まずは理由を教えて貰もらえるかしら。私達では力不足だった？」

「い、いえいえ！　とんでもありません！　むしろその逆です！　皆みなさんがこんなによくしてくれてるのに兄さんは全然反応できなくて……昨日、二人で話したんですけど、もう二週間近くもご迷めい惑わくをおかけしていますし……申し訳ないんですが、依頼はキャンセルさせていただければと。あ、もちろんここまでの報ほう酬しゆうはお支し払はらいしま──」

「断る」

「え？」

　それまで黙だまってきいていたレッドが口を開いた。

「そんな勝手が許されると思っているのか。フルハートお悩なやみ解決する所じよは、一度受けた依頼は必ず遂すい行こうする」

「で、でも……」

「ふふ、私達も一生懸けん命めい頑がん張ばるから、もうちょっと任せてもらえないかしら」

「浮世さん……」

「そうですよ！　せっかくお友達になれたのに、そんな悲しい事言わないでください」

「ミルフィちゃん……」

「安心しろ。お前の兄貴の感情は、俺達が必ず呼び起こしてやる」

「レッドさん……」

　三人からの言葉を受けたティアーの瞳ひとみからは──

「うっ……ううっ……」

　涙なみだがこぼれ落ちた。

「ど、どうしたんですか、ティアーちゃん」

「ご、ごめんなさい……私、昔っから暗くて卑ひ屈くつだったから友達もいなくて、イジメみたいなのにもあったりしてて……こんなに優やさしくしてもらった事ないからつい……」

「ティアーちゃん……」

「兄さんの事もこんなに真しん剣けんに考えてくれて……うう、ありがとうございます……」

　そこで浮世がノワールに微笑みかける。

「ノワールさん、いい妹さんですね」

「ああ。妹にも……それに、お前達にも感謝している」

　そこでレッドが、ノワールの肩かたにぽん、と手を置いた。

「クク、そういうのはもっと笑顔で言うもんだがな」

「今はまだ無理だ。だが、お前達と共に過ごしていれば、もしかしたらそういう奇き跡せきも起こるかもしれんな」

「……あれ？」

　そこでミルフィが声をあげる。

「なんだ？」

「ノワールさん、今、ちょっとだけ唇くちびるが上がってませんでした？」

「そうか？」

「はい！　一いつ瞬しゆんだけでしたけどたしかに見えました！」

「分からん。意識的な行動では無いな」

「む、無意識に笑顔になりかけたって事ですよ！　ティアーちゃんやりましたね！　一歩前進ですよ！」

「ミルフィちゃん……」

「みんなで一いつ緒しよに頑張りましょう！」

「ありがとうございます……本当にありがとうございます……」

　ティアーは、差し出されたミルフィの手を取り、涙を流し続けた。




　それから十数分後。

「はい、どうぞ」

「す、すみません」

　浮世が、ティアーに紅茶の入ったカップを手て渡わたした。

「ノワールさんも、はい」

「いただこう」

「あの……もしよかったらなんですけど」

　そこでティアーは、持参していた袋ふくろから、おずおずと何かの箱を差し出した。

「あら、これはケーキかしら」

「はい、本当は今までのお礼にって事で持ってきたんですけど……やっぱりこれからもよろしくお願いしますという事で……よろしかったら召めし上がってください」

「ほう、中々気がきくな」

　甘い物大好きなレッドは、差し出された箱を遠えん慮りよ無く開かい封ふうした。

「お」「あら」「すごいですっ！」

　中を確かく認にんした事務所メンバー三人は、感かん嘆たんの声をあげた。

　シンプルな三つのショートケーキの上には、それぞれレッド、浮世、ミルフィを象かたどった人形が載のっていた。

「私、お菓か子し作りが趣しゆ味みでして……もちろんこの人形も食べられますので」

「ほう、これは中々のクオリティーだな」

「ええ。もうお店で出せるレベルだと思うわ。じゃあ、遠慮無くいただくわね」

「お、おいしーですっ！」

　顔を綻ほころばせる三人を見て、ティアーはほっとした様子だった。

「よかった……あっ！」

　そこでティアーは何かを思い出したように声をあげた。

「そ、そうだ。安心して、一番大事な事を伝えるのを忘れてました」

「どうしたんです？」

「ミルフィちゃん。私のバイト先に、ミルフィちゃんを捜さがしてる人が来てるかもって話……しましたよね」

「あ、そうですね」

「実は……昨日も店に来たんです」

「えっ!?」

　ミルフィの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「私、その時の当番がキッチンでのお仕事だったんで……その人がいるのに気付いたのは、私が丁度帰ろうとした時で、その人はもうお会計に入ってました。だから、ミルフィちゃんを呼ぶのも間に合わなくて……」

「そ、そうなんですか……」

　落らく胆たんするミルフィだったが、ティアーは笑顔をみせる。

「だから私、思い切ってその人の跡あと、つけてみたんです」

「えっ！」

「ほんとはいけない事だって分かってたんですけど……少しでもミルフィちゃんの力になりたくて」

「ティアーちゃん……」

「そしたらその人、とある場所に入っていったんです。そこの中にいる人達ともとても仲が良さそうで……多分、結構な頻ひん度どで訪おとずれていると思うんです」

「そ、その場所って……」

「知りたいですか？」

「は、はい！　教えてください」

　そこで、

「じゃあ、言いますね」

　ティアーの表情が、

「その場所というのは」

　歪ゆがんだ。

「ここです」

「……え？」

　その直後。

　後ろから、何かが割れたような音が聞こえた。

　そして──

「か……はっ……」

「………………え？」

　ミルフィが振ふり返った先では──

「浮世……さん？」

　浮世のその口から血が溢あふれていた。

「……あら？……私……どうしたの……かし…………ら」

　どさり。

「う、浮世さんっ！」

　力なく床ゆかに倒たおれ込む浮世。

「浮世さん、しっかりしてください！　浮世さん！」

　何が起きたのか分からずに、半ばパニック状態になるミルフィ。

「レ、レッドさん大変です！　浮世さんがっ！」

「…………」

　しかし、レッドからの返答はなかった。

　その代わりに──

　どさり。

「え？……レッド……さん？」

「……ご……はっ……」

　床に、その髪かみの色よりも鮮せん明めいな赤が拡ひろがっていく。

　ティアーはそんな二人の様子を眺ながめながら──

「キャッハハ！」

　笑った。

「ティ、ティアーちゃん……一体何がどうなって──」

「キャッハハ！　どうなっても何も、見たまんまだよ！　毒だよ毒！　アタシの能力で生成した毒をさっきの人形に仕込んでやったんだよ！」
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　ティアーは先さき程ほどまでとは雰ふん囲い気きが一変していた。

「能力って……それにその笑い方……」

「そーだよ！　今までのは演技だよ演技！　どーもぉ、アンタを捜してた下品な笑い声の女でぇーす！　キャハァ！」

　口調のみならずその形相までも変化し、最も早はや別人だった。

「え？……え？……」

　あまりに唐とう突とつな展開に、理解が追いつかない。

「どんだけマヌケ面づらしてんだよ。分っかんないかなあ。アタシは敵！　アンタの敵なんだよキャキャ！」

「そ、そんな……どうして──」

　問い質ただそうとしたミルフィは思い留とどまる。それよりも優先すべきは──

「はあっ……はあっ……」

「…………げほっ！」

「浮世さん……レッドさんっ！」

　ミルフィは救急車を手配する為ため、携けい帯たい端たん末まつへ手を伸のばした。

「それは遠慮してもらおうか」

　その声が聞こえた直後──

「ああっ！」

　ミルフィの体は吹ふき飛び、壁かべに叩たたきつけられた。

「な、なんですか……これっ……」

　しかし、その体はそのままずり落ちる事なく、正体不明の黒い霧きりの様なものによって壁に固定されていた。

「この段階で外部の介かい入にゆうを許す訳にはいかない」

「ノワールさん……あなたも……私達を騙だましてたんですかっ！」

「そうだ。俺は妹と違ちがって性格を偽いつわったりはしていなかったがな」

　先程までと変わらず、淡たん々たんとそう言い放つ。

「くっ……は、放してくださいっ！　早く救急車を呼ばないと二人が……二人がっ！」

　ミルフィが力の限り暴れても、黒い霧はびくともしない。

「キャッハ！　そんなに心配しなくても大だい丈じよう夫ぶだっての。すぐには死なない程度に加減してやってるからさあ！」

　ティアーが愉ゆ悦えつを湛たたえながらミルフィに近寄ってくる。その体には何か、茨いばらの鞭むちのようなものが纏まとわり付いていた。

「む、鞭が……動いてる？」

「キャハラン！　蛇へびみたいでかわいーでしょ、アタシの【毒蛇ポイズン滅多打ちヘビーメタル】。まあ言うなれば、意思を持った毒ってとこかしらね。そこの二人みたいに、体内に仕込んだ毒を発動させるタイミングも任意だし、アタシがいない場所でも一定の条件をつけて、自動で発動させる事もできんのよ。ほら、おぼえてないかしら？　あの切り裂さき犯のジャックとかいう奴やつ」

　ミルフィの脳のう裏りに、その時の光景が蘇よみがえる。




『……ああ、その事ですか。無む駄だですよ、それは絶対に答えられな……ああああっ！』

『あっ！……やめっ……ち、違うんです……ああっ！　喋しやべりたくてもそう出来ないようにされ……あああっ！』

『の、能力で口止めされてて……あ、ああっ！　やめてえええええっ！』




「……あの人も、あなた達の差し金だったんですか」

「キャッハ！　違うっての。アイツが通り魔ましてたのは完全に個人的趣味！　アイツが暴れてくれた方がアタシ達も動きやすくなるから、ちょっと手助けしてやったんだよ。まあ、それぞれの目的の為の相そう互ご協力ってヤツ？」

　ミルフィは床の浮世とレッドに視線を向ける。

「はあっ……はあっ」

「……ぐ……う」

「目的って……なんの為にこんな酷ひどい事するんですかっ！」

　それを受けたティアーは、ニイ、と笑いミルフィの首筋に手を這はわせた。

「一番の目的はさあ……アンタだよキャッハア！」

「え？……私？」

「そう。アンタの事、喉のどから手が出る程欲しがっている人らがいんのよねえ」

「私をって……い、一体誰だれが……」

「キャハ！　『セグンド・ファミリア』ってきいた事ない？」

「そ、それって……」

　そう、先日レインの口から出た、世界最悪の能力者集団だ。

「まあとにかく、アタシはアンタを攫さらいにきたってワケ」

　自分が狙ねらわれる理由に全く心当たりはなかったが、今はそれを考えてもしょうがない。

「だ、だったら二人は関係ないはずですっ！　お願いですから治ち療りようさせてください！」

「やだよ、バーキャハ！」

　そしてティアーは浮世の傍そばまで歩み寄っていき、

「キャハラアアアアアッ！」

　体に巻き付いていた鞭を手に持ち、思い切り叩きつけた。

「あ、あああああああああっ！」

　大小無数の突とつ起きがついたその鞭は服を貫つらぬき、浮世の皮ひ膚ふを切り裂いた。

「や、やめてっ！」

「やだっつってんでしょーが！」

　そしてティアーはレッドにも同じ事を繰くり返した。

「ぐ……うっ！」

「ヒャハアッ！　あんたは男の子だからもうちょっとやっても大丈夫よねええっ！」

　ティアーは口の端はしを吊つり上げながら、鞭を乱打する。

「ぐ……あああああああああああああああっ！」

　ミルフィはその様を、ただ見ている事しか出来なかった。

「お、お願いだから……やめてくださいっ！」

「おー、いい顔だねえ、ミルフィちゃんよ。アタシはそれが見たかったんだよ、ヒャハアアアアアッ！」

「と、友達だと……思ってたのに」

　ミルフィの目め尻じりには、うっすらと涙なみだが浮うかんでいた。

「ヴァーカ！　誰がアンタみたいなのと友達やるかっての！」

　嘲ちよう笑しようを浮かべたティアーは、静観していたノワールに視線を向ける。

「アニキ、そろそろどうよ？」

「上出来だ」

　そしてノワールは、ミルフィに向かって手の平をかざした。

　次の瞬しゆん間かん──

「な、なに……これ……」

　ミルフィの体から、何か黒い気体が発生した。

　そしてそれは、ノワールの方へと向かって行き、手の平に吸い込まれていった。

「これは予想通り──いや、予想以上の収しゆう穫かくだ。わざわざ芝しば居いを打って偽りの友好関係を築いた甲か斐いがあるな」

「い、今のは一体──え？」

　瞬間的に、異様な脱だつ力りよく感が襲おそってきた。

「ち、力が……」

　今までに感じた事のない強きよう烈れつな虚きよ脱だつ状態。黒い霧によって体を固定されていなければ、おそらくは立っている事すらままならないだろう。

「ヒャッハァ！　力入んないって？　そりゃーそうだろうよ！　アンタの体からエネルギー抜ぬけてんの、今見ただろうが！」

「エネルギー……さっきの黒いのが？」

「そうだよ！　アンタが悲しめば悲しむ程──」

「ティアー、あまり余計な事は喋るな」

「キャッハ！　そんな固い事言うなよアニキ。もうこいつらに何か出来る訳ねーじゃん！」

「はあっ……はあっ……」

「ぐ……ううっ……」

　毒に加えて、鞭の突起による物理的痛手。二人は戦せん闘とうはおろか、立ち上がる事すら困難な状じよう況きようだった。

「この二人からも搾さく取しゆする予定だったが、お前がやりすぎたせいで虫の息だ。痛めつけたように見せるだけでいいと言っておいただろう。これでは大した収穫が見込めない」

「ヒャッハ！　悪い悪い。だったらポジティブに考えてさ……コイツらは更さらに痛めつけてアイツからもっと取ればいいじゃん！」

「その方向性でいくしかあるまい」

　そして、ノワールは淡々とした表情のまま、浮世の傍まで歩み寄っていき──

「ご……ふっ！」

　その腹を躊ちゆう躇ちよなく蹴けり飛ばした。

「浮世さんっ！」

「なかなかいい反応だ」

　そして今度はレッドに向かっていき──

「ご……ああっ！」

　その顔面を蹴り飛ばす。

「レッドさん！」

　事務所の床ゆかを転がっていき、浮世の体にぶつかってようやく止まるレッド。

「も、もうやめてください！　私が目的なら抵てい抗こうしませんから、これ以上二人に酷い事しないで！」

「だってさ。どうするアニキ？」

「却きやつ下かだ。続けろ、ティアー」

「キャハ！　りょーかい」

「あ、ああああああああああああっ！」

「ぐ…………あああああああああああああああああああっ！」

　再び鞭で打ち据すえられる二人。

「や、やめてくださいっ！」

「命令だからやめられませーん。アニキってさあ、何気にアタシよりずっとエグイよね、キャハ！」

「やめて……お願いだから……やめてください……」

　ミルフィの瞳ひとみからは、大おお粒つぶの涙がこぼれ落ちていた。

「うおお、これは今日一のナイス表情！　キャッハハ！　サイコー！」

「ああ。これは期待出来そうだ」

　ノワールは淡々と告げ、ミルフィに向けて手をかざした。

「う……あ……ああっ……」

　抜けていく……黒い気体と共に、自分の体から何かが抜けていく。

　そして、先さき程ほどよりも更に強い虚脱感が襲ってきた。

「む、一人からの摂せつ取しゆ量としては過去最高値だ。余程この二人に対する思い入れが強いようだな」

「レッドさんと浮世さんから……離れてくださいっ！」

　しかし、その叫さけびも空むなしく──

「ぐああああああああっ！」

「あ、あああああああああっ！」

　ティアーによる滅めつ多た打うちは終わる事がなかった。

「そこで見ていろ、仲間の命が消えるのをな」

（レッドさん！　浮世さん！）

　涙が溢あふれた。

　何もできない自分が悔くやしくて、どうしようもなかった。

（私は……私はどうなってもいいから二人だけは──うっ……）

　想おもいとは裏腹に、体は全く言う事をきいてくれない。

（だ、駄だ目め……もう……意識が……）

　気を抜けば、すぐにでも意識を失ってしまいそうな状態だった。

（何か……何か私に……出来る事は……）

　それは、意識して行った行動ではなかった。

（【せ、千せん分ぶんの……一いち里り眼がん】）

　この状況でなにがしかの有力な情報──たとえば二人の致ち命めい的てきな弱点など──が手に入ったとしても、拘こう束そくされているミルフィには何もできない。レッドや浮世に伝えてもあの状態ではどうしようもない。

　だが、何もせずにはいられなかった。この状況を何とかしたい一心で、力を振ふり絞しぼって能力を発動させる。

（…………え？）

　そこでミルフィの脳裏に浮かんできた情報は──







「う、うう……ん」

　意識が、覚かく醒せいする。

「キャハハ！　起きたわね」

　ミルフィの頭上には、ティアーの笑い顔があった。

　少し離はなれた場所では、椅い子すに腰こしを下ろしているノワールの姿も見えた。

（あれ？　手が後ろで縛しばられてる……そうだ……私、攫われたんだ！）

　先程の事務所の光景が脳のう裏りに蘇よみがえってくる。しかし、

（お、落ち着かなきゃ……慌あわてたら相手の思う壺つぼだし）

　心中で自分に言い聞かせたミルフィは、ティアーに疑問を投げる。

「……ここはどこです？」

「アタシらが拠きよ点てんにしている施し設せつ。前は個人研究所だった場所をアニキが買い取ってさ」

　そこは小こ綺ぎ麗れいな場所だった。元研究所という事だったが、実験器具などが置かれている事もなく、まるでマンションの一室であるかのように改装されている。

（駄目だ、どこだか全然分かんない……とにかく情報を集めなきゃ）

「私……これからどうなるんですか？」

　その問いに、ティアーは笑いながら答える。

「キャハ！　準備が出来次し第だい、アタシ達と一いつ緒しよに海外へ渡わたってもらうわよ」

「海外？……そもそも私……なんで攫われたんですか？」

『セグンド・ファミリア』が自分を必要としているという話は先程聞いたが──

「キャハ！　アンタさあ、自分がどんだけ危険な存在か、分かってないでしょ？」

　歩み寄ってきたティアーは、ミルフィの額をトントン、と指で突つつく。

「キャッハ！　ここにさあ、とんでもないのが詰つまってるって事！」

（危険？……とんでもないもの？）

　なにか、失った記き憶おくに関係しているのだろうか。

「そろそろ時間だな」

　そこで、時計を確かく認にんしたノワールが立ち上がり、隣となりの部屋へと消えていった。

「キャハ！　アニキのお食事タイムの始まりだねぇ」

「お食事？」

「気になるんなら見てもいいよ、別に。キャッハラ！」

　そのティアーの笑えみに、何か危険なものを感じたミルフィだったが、情報は少しでもほしい所だった。

　縛られているのは両の手首だけなので、問題無く歩く事はできる。

「ほーら、やさしいアタシがドア開けてやるよ」

　そして、隣の部屋でミルフィが目もく撃げきしたのは──

「え……」

　個別の檻おりに入れられた人間達だった。

（な……なにこれ……）

　おそらく二十人近くはいるだろう。捕とらえられた人達は、皆みな一様に精気がまったく感じられない表情で、なにもない中空をぼんやりと眺ながめている。

「も、もしかしてこの人達が……」

「ああ。能力者消失事件の被ひ害がい者しやだな」

　淡たん々たんと言い放ったノワールは、一つの檻に近付いていった。

　そしてノワールがそこに手をかざすと、

（檻が……消えた？）

　堅けん牢ろうな質感に見えたそれは、一いつ瞬しゆんにして消失していた。辺りには黒い霧きりが渦うず巻まくようにして漂ただよっている。

（おそらくは能力で作った檻だろうけど……）

「立て」

　ノワールは檻が消えた事すら認識できない様子で呆ほうけているその青年に、言葉を投げた。

「立てと言っている」

「…………」

　しかし、青年は反応しない。

「殺すぞ」

「っ!?」

　ようやく動きを見せたと思えば、その反応は極きよく端たんだった。

「や、やめてっ！……許して！……お、お願いだからもうやめてくれえええええっ！」

　恐きよう怖ふに顔を歪ゆがめ、懇こん願がんする青年。

「却下する」

　ノワールは青年に向かって手をかざした。

「あ……あ……」

　青年の体から黒い霧が発生し、ノワールに向かって吸い込まれていく。

「な、何してるんですかっ！」

　ミルフィが声を張り上げるが、ノワールはそちらへ目を向ける事すらしなかった。

「見れば分かるだろう。エネルギーを搾取している」

「あ……ああ……うあああああ……」

　青年は体を痙けい攣れんさせ、頭を抱かかえてがっくりと膝ひざを突ついた。

「やめてくださいっ！」

「問題無い。今までのデータからしてまだ大だい丈じよう夫ぶだ」

「……っ」

　ミルフィは反射的に、ノワールと青年の間に割り込んだ。

「何をしている」

「それはこっちのセリフです！　その黒い霧は一体なんなんですか！」

「【感エモ情ーシヨ採ン・ブ集ラツク】」

　ノワールは淡々と、自分の能力名を口にした。

「俺は、他人が抱いだいた負の感情をエネルギー化し、自らに取り込む事ができる」

「負の……感情？」

「そうだ。恐怖、怒いかり、憎ぞう悪お、悲ひ哀あい、後こう悔かい、嫉しつ妬と、絶望──マイナスなものであればなんでも構わない。その感情が強ければ強い程、搾しぼり取れるエネルギーは増大する」

「じゃあ、さっき事務所で私が吸われたのも──」

「そうだ。様々な感情が混在した良質のエネルギーだった。あれだけ搾り取れば回復までに相当な時間を要するはずだが、見た所すでにほぼ全快のようだな」

「そ、そういえば……」

　あれだけあった虚きよ脱だつ感は、今は微み塵じんも存在していない。

「お前は精神的耐たい性せいが高いのかもしれんな。まあともあれ、肉体的な損傷と同じで、個人差こそあれ時間経過で回復するという事だ。だから今、この男から限界まで搾り取っても何も問題はない。放ほうっておけば二、三日でまた吸えるレベルまで回復するだろう」

「そういう問題じゃありません！　あんなに怖こわがってるじゃないですか！」

　青年は床ゆかに転がり、膝を抱えてガタガタと震ふるえていた。

「当然だ。ありとあらゆる手段を使って恐怖を与あたえ続けてきたからな。今では俺の声だけで、反射的に怖がるようになった」

「他ほかの人にも……こんな酷ひどい事してるんですか」

「ああ。その結果皆、通常時は感情に乏とぼしくなってしまったが、搾り取る際にだけ負の感情が発はつ露ろできれば問題無い」

　檻に入れられている他の人々は、苦しむ青年の方へ視線を向けようともしない。度たび重なる恐怖に、精神に異常をきたしてしまったようだ。

「さて、では次にいくか」

　隣の檻に視線を向けるノワール。

「やめてください」

　ミルフィは、再びその間に入って制止を試みる。

「なんで……なんでこんな酷い事をそんな無表情で出来るんですか！」

「俺に感情が存在しないからだ。そこをどけ」

「嫌いやです」

「どけ」

「嫌ですっ！」

「何故なぜ、他人の為ためにそこまでする」

「理り屈くつじゃないです。目の前で酷い事されようとしている人がいるのに、ほっとける訳ないじゃないですか！」

「そうか。分かった」

「え？」

　意外な言葉に耳を疑ったその瞬しゆん間かん。

「ああっ！」

　足あし下もとを蹴けられ、肩かたから地面に倒たおれるミルフィ。

「なら、代わりにお前から採取するとしよう」

「あ……うっ……」

　ミルフィの肩を踏ふみつけるノワール。

「お前の精神的な回復力は良いい意味での誤算だった。この出で涸がらし共よりも余よ程ほど使える」

　ノワールの靴くつが、ミルフィの肩口に食い込む。

「あ……あああっ！」

「うっわ、なんか面おも白しろそうな事やってんじゃんアニキ、キャハ！」

　そこへ、隣りん室しつからティアーが顔を出した。

「でもさー、大事なお客様なんだからあんまり虐いじめない方がいいんじゃないの」

「問題無い。脳と心臓さえ機能していれば役割は果たせる。たとえ──腕うでの一本や二本欠けていようともな」

「……っ」

「お、いい顔になったな、ミルフィちゃんよ。アニキはやるっていったら本当にやるからな。キャハッハ！」

　そして、ティアーも笑いながら足を振ふり上げた。

「う……あああああああっ！」

「アニキが肩なら、アタシは足の方をやらしてもらうぜぇ。キャハ！」

　ミルフィの大だい腿たい部ぶを躊ちゆう躇ちよ無く踏みつけるティアー。

「よし、まずはこの程度でいいだろう。それでは採取を開始する」

　ノワールが手をかざすと同時に、ミルフィの体から黒い気体が発生した。

「う……ううっ……」

「これでまた相当量の貯蔵が──む？」

「どうした、アニキ？」

「妙みようだ……先程事務所で採取した時に比べて、明らかに感情の揺ゆらぎが少ない」

　たしかに、先程と比べて発生している気体の量は少なく、その色も極端に薄うすかった。

「さっきはお仲間が人ひと質じちだったからじゃないの、キャハーッ！」

「たしかにそれは考こう慮りよすべきだが、それを差し引いても先程との差が著いちじるしい」

「ふーん……あ、そういえばさあ、お仲間で思い出したけどアンタ……あの二人がどうなったとか、一いつ切さい聞かないよなあ。なんでさ？」

「…………」

「キャハラ！　そんな事気にしてる余よ裕ゆうなかったのか？　薄はく情じようだよなあ。あの二人はくたばるまでお前の事を取り返そうとしてたってのにさあ」

「…………」

　ミルフィはティアーのそのセリフを受けて──

「それは噓うそです」

　言い切った。

「へえ、何でそう思うのさ」

「私は、あの二人を信じてます。レッドさんと浮世さんが、あなた達みたいな人にやられる訳がありません」

「キ……ヒャヒャ……キャハハハハハハッ！」

　ティアーは腹を抱えて笑い出した。

「な、なんだそれ！　ひょっとして信しん頼らいとかそういうクソの役にも立たない事言ってんの？　そんなもんで人が助かるんだったら苦労しないっつーの！」

「お喋しやべりはそこまでだ。この女、精神的なものに加えて、痛みへの肉体的耐性も高いのかもしれん。もう少し苦痛の段階を上げてみるとしよう」

「キャハ！　いいねえ」

「あ……あああああっ！」

　更さらなる強度で踏みつけられ、悲鳴をあげるミルフィ。

「ああ……あああああああっ！」

　苦痛に歪むミルフィの顔。

「ふむ。先程より悪くない反応だ」

「いいねいいね！　もっと泣き叫さけんでグチャグチャな泣き顔見せてよキャハラァ！」

　しかし──

「ふふっ……」

　彼女は、笑った。

「む？」「あ？」

　ノワールとティアーは動きを止める。

「ここでその表情が不自然なのは、俺でも分かる」

「キャハ！　浮世ちゃんよ、痛くて気がおかしくなっちゃった？」

　ミルフィは、自分を見下ろす二人にまた、笑え顔がおを向けた。

「レッドさんと浮世さんを信じてるのが一番ですけど……今回は他にも理由があります。私……事務所で意識が途と切ぎれる寸前に見たんです」

「見た？　何を？」

　ミルフィの【千分の一里眼】は、その有用性はともかく、確定的な情報を提示する。

　それは正に神の所業とも言える。

　その範はん囲いは、未来の情報にまで及およぶのだから。

「…………ふふ」

「喋らないのなら別に構わん。更に苦痛レベルを上げるだけだ」

　ノワールは高々と足を振り上げる。

「キャハ！　アニキも好きだねえ。どれ、アタシも協力するとし──っ!?」

　あの時、ミルフィの脳のう裏りに浮うかんだ未来の映像は──
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「「っ!?」」

　ノワールに拳こぶし、ティアーに斬ざん撃げきが叩き込まれた。

「ワ────────ハッハッハ！　レッド・フルハート、ここに見参！」

「花はな舟ふね浮うき世よ、右に同じく」

　傍かたわらに立つ二人の姿を確かく認にんし、ミルフィはゆっくりと上半身を起こした。

「レッドさん……浮世さん」

　そこでミルフィの頭にぽん、と手が置かれる。

「よく頑がん張ばったな」

　そこで、ノワールが立ち上がる。

「む……お前達、どうしてここが──っ!?」

　再びレッドの鉄てつ拳けんが、ノワールの顔面に叩たたきつけられた。

　吹ふき飛ばされたように壁かべに激げき突とつするノワール。

「黙だまれ」

　レッドはノワールを見み据すえて、叫ぶ。

「テメエ……俺の大事な奴やつに手ぇ出してただで済むと思ってんじゃねえぞ！」

　普ふ段だんの人を食った態度は鳴りを潜ひそめ、全身から怒いかりを[image: ]ほとばしらせる。

「レッドさん……」

　そこで浮世が後ろから、ミルフィの肩をそっと抱だく。

「ミルフィちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「わ、私は大した怪け我がじゃないんで大丈夫です。浮世さんこそ平気なんですか、毒は？」

「ふふ」

　その問いに、浮世は微笑ほほえみだけを返す。

「ちょっと待っててね……すぐに終わらせるから」

　浮世の視線のその先には──

「キャハ！　なかなかいい不意打ちだったんじゃなーい」

　全くダメージを負っていない様子のティアー。

「あら、大分強く打ち込んだつもりだったんだけど」

「峰みね打うちで、しかもあんなに腰こしの入ってない斬きり方でやられる訳ないでしょーが！　当然だけど、アンタ相当弱ってるね」

「…………」

　浮世のその顔には、脂あぶら汗あせが滲にじんでいた。

「つーか、普通に立ってられる事が驚おどろきなんだけどさ。どんな手を使ったか知らないけど、戦せん闘とうできるような状態じゃないでしょ、キャハーア！」

「そのあたりは、ご想像にお任せするわ」

「う、浮世さん……」

「ミルフィちゃん、私は大丈夫だから、捕つかまってる人達の様子を確認してあげて。レッド君と戦ってる今なら、檻おりの強度が下がってるかもしれないから」

「で、でも……」

「大丈夫だから……ね」

「は、はい……」

　ミルフィは躊躇ためらいながらも、浮世の要よう請せいに従い、檻の方へと向かっていった。

「おーおー。適当に理由つけて避ひ難なんさせるとは優やさしいねえ。他人を気にしてる余裕なんかないんじゃないの、キャハ！」

「あら、女の子は余裕があった方がかわいいわよ」

「キャッハー！　やせ我が慢まん超ちようウケるんですけど！」

　ミルフィが攫さらわれた後、事務所には重傷を負ったレッドと浮世が残された。

　二人とも即そく座ざに命の危険があるレベルには達していなかったが、立ち上がるのもままならない状態だった。当然、ノワールとティアーを追いかける事など不可能。

　そこでレッドは【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】を発動させる。

　力を振ふり絞しぼって振った結果──出た目は最高の数字である六。

　得た能力は【限界突エクスタシー破回復リカバリー】。

　その効果は『死んでいない限りどんな怪我でも回復する』というもの。それにより毒に冒おかされていたレッドの体は瞬しゆん時じに完全回復。この時点でもう十分に反則級だが、限界突破の名を冠かんする能力の効果はそれだけに留とどまらなかった。

　毒を完全に消し去ってなお余りあるそのエネルギーはレッドの体中を巡めぐっていった。その結果、レッドの全すべての身体能力が著しく向上。あくまで治ち癒ゆ系に過ぎない筈はずのその能力は、肉体強化という攻こう撃げき系の性質までも有していた。

　そして溢あふれ出た回復の力の範囲は本人のみに留まらず、すぐ傍そばで床ゆかに伏ふしていた浮世にまでその恩おん恵けいは及んだ。

　立ち上がるのもままならなかった浮世だが、それにより体内の毒の一部分は中和された。が、あくまでそれはオマケ程度の回復だ。レッドの駆かるバイクに同乗してなんとかここまでは来たが、ティアーの言葉の通り、まともに戦闘が出来る状態ではなかった。

「あ、そーいえばさあ、何でここの場所が分かった訳？　発信器の類たぐいは衣類全部調べたんだけど」

「ふふ、もしもの時の為ために超薄うす型がたの発信器を、毎日ミルフィちゃんが寝ねてる間に、胸の谷間に仕込ませてもらってたの。悪いとは思ったけど、役に立ってよかったわ」

「なーるほど。ま、自分で聞いといてなんだけど、どーでもよかったわ。だってアンタらが来たってさあ──状じよう況きようは何も変わんないんだから！」

　その直後、ティアーの手には【毒蛇ポイズン滅多打ちヘビーメタル】が出現していた。

　そしてティアーはニヤリ、と笑い、

「キャッハアアアアア！」

　浮世に向かって鞭むちを叩きつけた。

「そう簡単には……くらってあげられないわ」

　浮世は刀を構え、それを迎げい撃げきしようとするが、

「無む駄だキャハァ！」

「ぐっ……」

　鞭は異様な角度でしなり、刀身をすり抜ぬけるようにして、浮世の体に叩きつけられた。

「ぐ……うっ……」

　その場にがっくりと膝ひざを突つく浮世。

「キャキャ！　知ってるわよ。アンタのその刀、攻撃受けると防ぼう御ぎよ力が増すんでしょ？　ざーんねん。普段のアンタだったら楽に叩き落とせたかもしれないけどねえ……そんなフラフラの状態じゃ無理よねえ」

「はあ……はあっ」

「んでもって、今の攻撃で更さらに違ちがう毒が体内に入っちゃったわよお」

　ティアーが愉ゆ悦えつを湛たたえて指を鳴らすと、

「う……ううっ……」

　浮世は耐たえきれなくなり、両りよう腕うでも床に突いた。

「キャアアアハ！　痺しびれるでしょ。それは、段々と体の自由を奪うばっていくヤツだから……楽しいわよお」

「ふ……ふふ……」

　しかし浮世は、微笑みながら立ち上がる。

「お、まーだ立てるんだ。じゃあ次は……こいつをくらってみたら、キャハ！」

　再度、ティアーの鞭が唸うなりをあげる。

　浮世は申し訳程度に刀を構えるが、その刀身は鞭に掠かすりもしなかった。

「くっ……」

　そして、次の瞬間に浮世を襲おそったのは──

「く……ああああっ！」

　極大の痛みだった。

「ヒャハ！　神経に作用して痛覚を何倍にもする毒でしたあ。痛い？……じゃあもっと痛くしてあげる」

　ティアーは悠ゆう然ぜんと歩み寄っていき、再び膝を突いた浮世を、

「キャハラァ！」

　躊ちゆう躇ちよ無く蹴けり飛ばした。

「あ、ああああああああっ！」

　転がされた先で、激痛に悶もだえる浮世。

「さーて。かわいそうだから優しいアタシが、その苦しみから解放してあげるわ」

　ティアーは苦しむ浮世の前に立ち、唇くちびるを歪ゆがめた。

「体の内側から腐くさっていく毒で──逝いっちゃいな」




「なかなかの威い力りよくだ。こういうのを『気持ち』の入った拳こぶし、というのだろうか」

　二度目の拳を受けたノワールだったが、無表情のまま立ち上がった。

　レッドの手には、人体を殴った感かん触しよくがほとんど無かった。どうやら黒くろ霧ぎりを拳と顔面の間に滑すべり込ませて、衝しよう撃げきを吸収していたらしい。

「クク、これが回復系の力で命拾いしたな、ノワール」

　レッドは湧わき上がる怒りを一度抑おさえ、通常の口調へと移行する。この相手は、激情に任せているだけでは撃破できない。

「もし攻撃系の六が出ていたら、お前のような雑魚ざこなどワンパンで消し飛んでいる所だ」

「戦闘において、もしなどという仮定に意味は無い」

　ノワールはレッドに手の平を向ける。

　次の瞬間、その手から黒霧がレッドに向かって猛もうスピードで放出された。

　そしてその黒い奔ほん流りゆうは途と中ちゆうで狼おおかみのような獣けものの姿に変化し、レッドに襲いかかった。

「GRRRRRRRRRR!」

「オラアッ！」

　レッドは迫せまる獣の顎あごに向け、カウンターで前蹴りを叩き込んだ。

「GYAAAAAAAA!」

　直撃を受けた獣は断だん末まつ魔まの声をあげ、瞬時に黒霧に戻もどってしまった。

「ほう。どれだけ鍛きたえようと生身で対処できる強度ではない筈なのだがな。なにがしかの身体強化が──」

「オラアアッ！」

　一直線に突っ込んだレッドが、そのままの勢いで跳ちよう躍やくし、セリフの途中のノワールに向かって胴どう回し回転蹴りを繰くり出す。更に──

「くらえっ！」

　渾こん身しんの力を込めたボディーブロー。そしてまた更に──

「ドタマかち割れやがれっ！」

　思い切り振りかぶったヘッドバット。

　流れるように繰り出されたその一連の攻撃は、防御体勢をとる暇ひますら与あたえず、全てノワールにクリーンヒットした。が──

「無駄だ」

　ノワールは全くの無傷。

「この霧は、俺に対する物理的攻撃を全て自動的に防御する仕様になっている。なにやら肉体的な強化は施ほどこされているようだが、その程度では破る事は不可能だ」

「クク……攻撃より防御に力を配分するとは、とんだチキン野や郎ろうだな」

　笑えみを浮うかべたレッドは、また攻撃体勢に入ろうとして──

「なにっ!?」

　突とつ如じよ、周囲に現れた黒い檻に、それを阻はばまれた。

「ちっ……この程度で俺を阻めると思うなっ！」

　レッドが拳を叩たたきつけると、その部分は霧む散さんしたが──

「くっ……」

　瞬間的に、檻の形状に戻る。

　ノワールは、レッドと同じく檻の中に捕とらわれている人々に視線を向けた。

「俺はそこの奴らから力を搾しぼり取り、相当なエネルギー量の備び蓄ちくがある。お前の時間切れまで延々と檻を出し続ける事は容易たやすい」

「…………」

「お前の能力に時間的な制約がある事は把は握あくしている。先程から焦あせって攻撃しようとしている事から察するに、大した時間は残されていないのだろう」

「お……おのれっ！」

　レッドは拳や蹴りを連打し、檻を霧散させるが、その度たびに再生されてしまう。

「無駄な事はやめるんだな」

「く……そがっ！」

　そして──

「ぐ……うっ！」

　レッドの拳が、鈍にぶい音を立てて檻に阻まれた。

「どうやら時間切れのようだな」

「く……【転上転下唯──」

「もう一度振る暇など与えん」

　ノワールがレッドに手を向けると、その周囲を囲んでいた檻が瞬またたく間に、先程よりも巨きよ大だいな獣へとその姿を変へん貌ぼうさせ──

「ぐあああああああああああああっ！」

　その顎が、レッドの体を捉とらえた。

「何も強化されていない体では、こうなるのも必然だな」

　ノワールは淡たん々たんと告げるが、獣の牙きばはより激しくレッドの体に食い込んでいた。

「ぐ…………ああああああああああああああああああっ！」

「先程は命までは奪わずともいいと思ったが、こうまで邪じや魔まをするなら、その限りではないな」

「ぐ……はっ……」

　そこで獣が形を失い、黒い霧に戻る。

　血に塗まみれたレッドは、ばたりと床に倒たおれ込んだ。

「覚かく悟ごはいいか、レッド。今からお前の命を絶つ」

　そう口にしたノワールは、またしてもレッドに手の平を向けた。

　そこに、ノワールの全身から溢れた黒い霧が収束していく。

「……ノワールよ、一つ聞く。お前、本当に──」

「口八丁で時間稼かせぎしようとしているのか？　無駄だ」

「ぐっ……」

　レッドは思考を巡らせるが、打開策が見つからない。出血は酷ひどいが、まだ全く動けないという段階ではない。ただ、レッドが少しでも動きを見せれば、ノワールはすぐさま攻撃を放つだろう。

（これはもう……気合いで耐えるしかないな）

　しかし仮にそれで凌しのげたとして、今よりも致ち命めい的てきなダメージを負う事は間ま違ちがいない。

（どうする……どうす──）

「終わりだ」

　その言葉と共に、ノワールの手から、黒い奔流が放たれた。

　それは、死の香かおりを纏まといながらレッドに直進する。

（俺の体……保もてよっ！）

　レッドが気合いで体を起こし両手をクロスさせ、防御体勢をとったその時──

「っ!?」

　レッドの前に、割り込んでくる影かげがあった。

「ミルフィ！」




「体の内側から腐る毒？……それは……やめた方がいいわ」

「あ？」

　ティアーは、地面で苦しむ浮世が発したその言葉に、動きを止めた。

「キャーハ！　それって命いのち乞ごいってやつう？」

「違うわ。それはあなたにとっても──」

「うっさいキャハラァ！」

　ティアーは問答無用で、眼下の浮世に鞭むちを叩きつけた。

「あ、ああああっ！」

「キャ────ハッハッハ！　残念でしたあ。その毒はほんの数秒で全身に回り、数分で発はつ症しようするかんね。はい、死亡確定！」

「…………私が……死ぬ？……」

「クフフ、そうだよ！　泣いて謝ったって解除してやらね──」

「……ふ……ふふ……」

　浮世が、ふらりと立ち上がる。

「お、なんだ？　恐きよう怖ふでおかしくなっちゃったあ？」

「いいえ」

　浮世はティアーに向けて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「吐と血けつ・痺れ・痛覚増ぞう幅ふく・体内腐ふ敗はい……これだけの事をしたんだから、もう何をされても文句は言えないわよね」

「は？　お前、一体何を言って──!?」

　ティアーの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「なっ……」

　浮世が、自らの肩かた口ぐちに刀を突つき刺さしたからだ。

「ぐ……うううううううっ！」

　浮世は苦痛に顔を歪めている。ただでさえ激痛の伴ともなう行こう為いだが、今の彼女は毒により痛覚が増幅されている。筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい苦しみのはずだった。

「ア、アンタ、気でもおかしくなっ──」

「はあ……もっと早く気付けばよかったわ……はあ……私の体の中には……はあ……あなたの能力で作られた……はあ……毒が巡めぐってるのよね──つまり、あなたの攻撃が」

「攻撃？………………ま、まさかっ」

　ティアーが一つの可能性に思い至った時。

「ふふ、正解」

　浮世の体に刺さった刀身が、白く輝かがやき出した。

「あなたの攻撃……全部この【白しら舟ふね】が受けきったわ」

「こ、こいつ……」

「ふふ、体がすっかり軽くなったわ」

　浮世からは脂あぶら汗あせが消え、自然な微笑みが漏もれる。

「だ、だったらもう一回くらわせるだけだ！　キャッハア！」

　ティアーは浮世に鞭を叩きつけた。しかし──

「はい、それもいただくわね」

　先さき程ほどまでとは次元を異にする剣けん捌さばきに、いとも容易く叩き落とされた。

「ば、馬ば鹿かなっ！」

　浮世は悠ゆう然ぜんと歩み寄りながら、刀の名前を口にする。

「【白舟】──【受うけ責せめの型】」

　そして──

「がっ……」

　神速の踏ふみ込みで、ティアーを斬きり付けた。

　それは峰みね打うちではあったが、次の瞬しゆん間かん──

「が……ふっ……」

　ティアーの口から、血が溢あふれた。

「な、何がどうなっ──こ、これは……まさかっ！」

「そう、そのまさかよ」

　続いて、ティアーの体を痺しびれが襲おそい、がっくりと膝ひざを突く。

「【白舟】のこの型はね、相手の攻撃をそっくりそのまま返してくれるの」

「そんな……馬鹿なっ……」

「そういえば、さっきの痛覚増幅……とっても痛かったわ」

　浮世は笑顔のまま、

「それも返すわね」

　刀の柄つかでティアーの鳩尾みぞおちを突いた。

「う、ぎゃああああああっ！」

　激痛にのたうち回るティアー。

「痛い？　でもね、せっかくできたお友達に裏切られたミルフィちゃんの痛みは……こんなものじゃないわ」

　笑顔の裏に、烈れつ火かの怒いかりを滲にじませる浮世。

「ぐ……ああっ……くそっ……くそおおおおおおおっ！」

　ティアーが座ったまま鞭を振ふり回すが、そんなものが当たる訳がない。

　軽々と捌ききった浮世は、そのままくるりと背を向けた。

「じゃあね。あと数分の命を楽しんでちょうだい」

「……え？」

「あら、体の内側から腐くさる毒は、数分で発症するんじゃなかったかしら？」

　浮世は後ろを向いたまま、小首を傾かしげて人差し指を頰ほおに当てる。

「なっ……」

　ティアーの顔面が蒼そう白はくになる。

「や、やめろ！　今すぐ解除してくれ！」

「さよなら」

　浮世はティアーの方を振り返らずに、そのまま歩き出した。

「く、くそったれええええええええええっ！」

　ティアーが喚わめきながら立ち上がる。

「ア、アタシだけ死んでたまるか！　道連れだ……アンタも一いつ緒しよに殺してやる！」

　そこで、浮世の動きがピタリ、と止まった。

「……【殺す？】」

　カチリ。

「う、おおおおおおっ！」

　半はん狂きよう乱らんになったティアーは、なりふり構わず浮世に突とつ進しんしていく。

　浮世は振り返り、微笑んだ。

「あら、そんなに慌あわてなくてもいいのに。ほんとは腐る毒は返してないから」

「死いいねええええええええっ！」

　しかし、その言葉はティアーの耳には届かなかった。

「向かってくるんじゃ──しょうがないわよね」

「死ね死ね！　死ねええええええええっ！」

　そして──

「ぎ……いやあああああああああああああああああああああっ!!」

　断だん末まつ魔まのような叫さけびと共に、ティアーの全身から血が噴ふき出した。

　ど……ぐしゃあ！

　顔面から床ゆかに崩くずれ落ちたティアーに向け、浮世は満面の笑えみを浮うかべた。

「出血大サービス。半殺しで勘かん弁べんしてあげる♥」




「レッドさん！」

　ミルフィは、レッドの盾たてになるようにして黒い波動の前に飛び出した。

「この……馬鹿がっ！」

　レッドは力を振り絞しぼり、ミルフィを引き寄せ──

「う、あああああああああああああああっ！」「ぐ、あああああああああああああああっ！」

　室内に、二人の叫びが響ひびきわたる。

「愚おろかな」

　ノワールは、床に倒たおれ伏ふしたレッドとミルフィを見下ろし、口を開く。

「互たがいをかばい合い、結果両者ともに痛手を負うとは……非効率の極きわみだ」

「…………う」「…………く」

　二人はそれに反応する事なく、床で僅わずかに呻うめく。

「まあ俺にとっては望ましいがな」

　ノワールは二人に向かって、手の平をかざす。

「この状態ならば、さぞかし負の感情エネルギーが──む？」

　そこでノワールは疑問の声をあげる。

「不可解だ。絶望的な状態であるのは明らかなのに、こいつらからは……ほぼ負の感情が発生していない」

　ノワールが視線を向けた先で、レッドは──

「ク……クク……クハハハハハハッ！」

　笑っていた。

「……何故なぜ笑う、レッド・フルハート」

　レッドはよろよろと立ち上がり、床のミルフィを見下ろした。

「何故だと？……ここで倒れている馬鹿が……あまりにもクソ馬鹿だからだ」

「なっ……」

「お前を助けに来たのになんでお前が俺を助けようとする。馬鹿すぎて笑うしかないわ！」

「ちょっと……せっかく庇かばって……あげたのに……その言い方は……ないでしょ」

　レッドの言葉に反応して、ミルフィもゆっくりと身を起こす。

「お前は余計な事しないで守られてりゃいいんだこのアホ娘むすめが！」

「な、なんて言い草ですか！　見てくださいこれ！　服も体もボロボロですよ！　もの凄すごく痛いんですから！」

「俺の方が痛いわ！　死ぬほど痛いわ！　見ろ！　アホみたいに血が出てるだろうが！」

「そんな事言うならやっぱり素す直なおに庇われてた方がよかったんじゃないですか！　それで私が倒れて、怒りでパワーアップとかしてくださいよ！」

「そんな都合のいい話があるか、アホめ！　さっきも怒おこった勢いであいつ殴なぐったけどさっぱり効かなかったわ！」

「なんで偉えらそうに言うんですか！　かっこ悪！　この人かっこ悪！」

「お、おのれ……そんな事言うんだったらお前があの根暗を倒してこい！」

「出来るわけないじゃないですか！　あの人めっちゃ強いじゃないですか！」

「知ってるわ！　だからお前はすっこんでろ！」

「嫌いやです！」

「こ、この頑がん固こ女……いや、このチン○女め！」

「ここで下ネタかよ！」

　ノワールは二人の様子を見、何かを考え込むように口を開いた。

「全く以もつて不可解だ……あいつらは今、言い争いをしている筈はずなのに、互いに対する負の感情が見受けられない」

　そうしている間にも、口ゲンカは続く。

「早くお前の能力で、押したらあいつが一発で死ぬツボとか見つけろ！」

「そんな都合のいい話ありませんよ！」

「加えて身体からだは限界に近い筈であるのに、表情だけは生気に満ち溢れている……どう考察しても理解できん」

　あまりに場ば違ちがいな会話を繰くり返す二人に、ノワールの頭からは一時、追つい撃げきという言葉が消えていた。

「ていうかもう時間過ぎてるんでしょ！　早く振ってくださいよ！」

「お前に言われんでもそうするわ！　【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】！」

「一じゃないですか!?」

「うるさい！　お前もとっとと能力を使え！」

「分かりましたよ！　【千せん分ぶんの一いち里り眼がん】！」
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「何が分かった？」

「わ、私達の能力は……『こうありたい』という深層心理の願望が反映されています」

「そんなの知っとるわ！　相変わらずクソの訳にも立たない能力だな！」

「レッドさんに言われたくありませんよ！　深層心理が出てるんだとしたらそんなダイスで一体何がしたいんですか！　一なんか出ても全然チートじゃないじゃないですか！」

「馬ば鹿かが！　俺のこれはな──」

「そこまでだ」

　割り込むようにノワールの言葉が響き、

「っ!?」

　疾しつ走そうしてきた黒くろ霧ぎりの獣けものの牙きばが、再びレッドの体を捉とらえた。

「がああああああああああっ！」

「レッドさん！」

「GARUUUUU!」

　獣はレッドを咥くわえたまま上を向き、高らかに掲かかげた。

「ぐっ……あああああああああっ！」

　牙が突つき刺ささったレッドの体からは、鮮せん血けつが滴したたる。

　それを見たノワールは、

「解げせん」

　疑問の声を漏もらした。

「何故だ？　何故お前は死の淵ふちに瀕ひんしたこの状じよう況きようで──」

「…………」

「何故負の感情を抱いだかない？」

「ク……クク……」

　レッドは消え入りそうな声で笑いながら、手を掲げた。

「【塵芥ダスト……転送テレポート】」

　次の瞬しゆん間かん、その手の中に何やら巾きん着ちやく袋ぶくろのようなものが現れた。

「なんだ、それは」

「クク……」

　レッドは親指で、その袋を押し込んだ。

『あひゃひゃひゃひゃひゃひゃ！』

　聞こえて来たのはけたたましい笑い声。

「む、それは」

「ああ……あの時の……ものだな」

　レッドは再び、袋を押し込む。

『うわっは！　うわっは！　うわっは！』

　それは、数日前にレッドがノワールの為ために準備したあの笑い袋だった。

「で、それをどうしようというのだ」

「どうもこうも……ない。ゴミのような……クズアイテムを……ただ一度だけ……転送させる……それが【塵芥転送ダストテレポート】だ」

「ならば、次の能力に一いち縷るの望みを託たくしているというわけか」

「クク……これの持続時間は……十二時間だ」

「では、その役に立たない能力でどうやってこの状況を脱だつする？」

「能力？　そんなもん──関係ないわっ！」

　直後、レッドは獣の上うわ顎あごに手をかけ──

「お……らああああああああああああっ！」

　思いっきり引き剝はがした。

「ぐうっ……」

　牙から解放され、地面に落下するレッド。

「GRAAAAAAAA!」

　そして、再び迫せまる獣の顔面に向かって──

「消え失うせろっ！」

　渾こん身しんの膝ひざ蹴げりを叩たたき込んだ。

「GYAAAAAAAAA!」

　そのセリフを体現するかのように、霧む散さんする黒い獣。

「ワーッハッハッハッ──ぐうっ！」

「ちょっ……レッドさん、無理して高笑いしなくていいですから！」

　倒れ込みそうになるレッドを、慌あわてて支えるミルフィ。

「どういう事だ……お前にもう、肉体強化は施ほどこされていないはずだ」

　ノワールの問いかけに、レッドは荒あらい呼吸で答える。

「肉体強化？……俺の本当の能力に比べれば……そんなものは……カスみたいなものだ」

「本当の能力だと？」

「ああ……世界の全すべてが……俺の望んだままになる……能力だ」

「不可能だ。そんな事はありえない」

「クク……ではそれを……証明……してやろう……ミルフィ、離はなせ」

　そして、レッドはノワールに向かって、一歩踏ふみ出した。

「俺は……今からお前を……思いっきり……ぶん殴る」

「それも不可能だ」

　ノワールは黒い霧を結集させ、人の体程ほどもあるであろう槍やりを形成し──レッドへ向けて投とう擲てきした。

「あ、危ないっ！」

　ミルフィの叫さけびも空むなしく、その先せん端たんはレッドの腹に突き刺さった。

　が、

「クク……効かんな」

　レッドは自らの手で摑つかんで抜ぬき取り、地面へ叩きつけた。槍は散り、霧きり状じように戻もどる。

「なんだと」

　レッドの腹からは、ほんの僅わずかな出血しか見られなかった。

「俺の能力が……なぜ『チート』の名が冠かんせられているか……教えてやろう」

　レッドはまた一歩、ノワールに向かって歩みを進める。

「出た目によって……現れる効果が……チートなのではない。俺様というチートな存在が……ダイスを振ふっている……それが【転チ上ー転ト下フ唯ル我ダ独イ賽ス】だ……一だろうが六だろうが……最終的には……世界は俺の望むままになる」

「そんな事はありえない」

　ノワールは再度黒い霧を集結させ、巨きよ大だいな斧おのを形成する。

　それを遠えん隔かく操作でレッドの頭上まで移動させ、一気に振り下ろし──

「無む駄だだ」

　レッドはその肉厚の刃は先さきを指先で挟はさんで受け止め──

「馬鹿な……」

　粉ふん砕さいした。

　そしてさらに歩を進めるレッド。

「世界を思うがままにするなどは妄もう言げんだ……貴様、どんなからくりで俺の能力を無効化している？」

「さっき……どこかのクソ能力者が言っていたな……俺達の能力は……深層心理を反映したものだ、と……ノワールよ……お前の『負のエネルギーを吸収する』という力は……どんな内面の……表れなんだろうな？」

　レッドは質問を質問で返し、少しずつ前進する。

「お前は俺達を欺あざむいていた訳だが……あの依い頼らいだけは……噓うそではなかった……お前の能力は……感情を知りたいという欲求に根ざしたものだ」

「それは間ま違ちがいではない。俺は感情というものに飢うえている。だが、だとしたらどうだというのだ」

「それは裏を返せば……その欲求が満たされれば……もうその能力は必要無い、という事だ」

「なに？……それはどういう──」

「分からないなら……体に教えてやるわ！」

　レッドは既すでに、ノワールの眼前まで迫っていた。

　そして、その腹に向かって拳こぶしを振りかざす。

「無駄だ。この霧による防ぼう御ぎよは絶対──っ!?」

　それは霧を突き破り、深々と突き刺さった。

「ぐ……はあっ！」

　腹を押さえながら後退するノワール。

「クク……絶対、なんだって？」

　レッドはまた、ノワールへ向かって一歩踏み出す。

「何が……起こっている」

「お前が……感情を知りつつあるという事だ！」

「ご……はっ！」

　今度は回し蹴りが、腹の同じ部分にめり込む。

「ぐ……うっ……俺が……感情を？」

「ああ、そうだ。お前の力は、ミルフィが俺を助けに割り込んできたあたりから、明らかに弱くなった」

　ノワールが本来の力を発揮していれば、弱っていたレッドと何も鍛きたえていないミルフィ共に、瀕ひん死しの状態になっていた筈はずだ。その後、口ゲンカを始める余よ裕ゆうなどある訳がない。「く……たしかに、お前達と接せつ触しよくしてから、何か形のないもやもやしたものが、胸の奥に発生していたのは事実だ……あの割り込みでその何かは、更さらに大きくなった……だが、こんな不確かなものが俺が求めていた感情である筈がない！」

「クク……だったら丁度いい」

「っ!?」

　レッドが三み度たび、ノワールの眼前に迫る。

「もっと分かりやすい感情を教えてやる！」

「ご……があっ！」

　渾身の肘ひじ打うちが、またしても同じ場所に叩き込まれる。

「くっ……」

　ノワールは黒い霧を集結させようとするが──

「な……に……」

　分解し、霧散してしまった。

「クク、もう満足に操あやつる事も出来ないようだな」

「く……そっ……」

「よかったな、ノワール。それが『焦あせり』だ」

「なに？」

「そして──」

「ごああああっ！」

　ストレートが、顔面に炸さく裂れつする。

「お……おのれっ！」

「それが『怒いかり』だ──続いていくぞ！」

「あ……ぐああああああっ！」

　振りかぶった頭ず突つきが、鼻っ柱に直ちよく撃げきする。

「な、なぜだ……どうしてこんな事になっているっ……」

「『戸と惑まどい』も学習したようだな──だがまだだっ！」

　顎に叩き込まれるアッパーカット。

「おああああっ！」

　勢い余って壁かべに激げき突とつするノワール。

「ぐああっ！　顎が……俺の顎がぁっ！」

「お前らがミルフィに与あたえた『悲しみ』はこんなもんじゃない」

「くそ……許さん……許さんぞ！　レッド・フルハート！」

「俺に『憎ぞう悪お』を向けるか。段々と感情豊かになってきたな」

「死ねえっ！」

　ノワールはレッドに向け、がむしゃらに拳を放った。

「馬ば鹿かが」

　レッドはそれを軽々とかわし──

「これは浮世の腹を蹴った分の礼だっ！」

「ごぶおっ！」

　前蹴りを深々と突つき立てた。

「ぐ……がああっ！」

　ノワールは辺りに胃液を撒まき散らす。

「なかなかにタフだな……いや、俺が弱っているから一いち撃げき一撃が軽いのか。たくさん勉強できてよかったな」

「ふ、不可能だ……俺はこいつには……勝てないっ……」

「そう、そいつが『絶望』だ、ノワール」

「う、うわああああああああああっ！」

　そこでノワールの全身から、黒い霧きりが立ち上った。

「く、くるな……それ以上近寄るなっ！」

　その霧がノワールの前方に集まって、壁を形成する。

「火事場の馬鹿力ならぬ、『恐きよう怖ふ』の馬鹿力か……だがっ！」

　レッドはその黒壁をぶち抜き、ノワールの頭を摑み取った。

「よ、よせっ……もうお前達には関かかわらないからもうやめろっ！」

　そのまま腕うでの力だけで、ノワールの体を持ち上げる。

　そして──

「い、嫌いやだあああああああああああああああああああっ!!」

「今いま更さら『後こう悔かい』しても遅おせえんだよ！」

　ドグシャア！

　後頭部を床ゆかに叩きつけられたノワールは、口から泡あわを吹ふいて意識を失った。

「ノワール・ローレンス。感情を教えて欲しいとの依頼、確かに遂すい行こうしたぞ」

　そこで、レッドの胸ポケットから何かがノワールの体に落下した。

「む」

　それは、レッドが【塵芥転送ダストテレポート】によって取り寄せた笑い袋ぶくろだった。

　そして、ノワールの体に着地した衝しよう撃げきで中のスイッチが押されてしまう。

『ふ、ははははははげほっ……げほっ！　げほん！』

　それを聞いたレッドは、思い出したように一言。

「あ、悪い。『笑い』は教えてやれなかったな」
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「報ほう酬しゆうは、お前のパイオツだ」

「え？」

「お前のパイオツを揉もませれば、その悩なやみを解決してやると言っている」

「あ、あの……それはどういう……」

「まあいわゆる一つのビーチク的なおっぱいの話だ。なんならちょっと先っぽを触さわらせるだけでも構わ──ほごあっ！」

「最っ低！」

　レッドに渾こん身しんのビンタをかました依頼人は、ぷんすかと事務所から出て行ってしまった。

「あ、ああ……」

　その背中に向け、切なそうな声をあげるミルフィ。

「レ、レッドさん！　なんで毎回そのくだりやるんですかっ！」

「ふふ、そんなに怒おこらないであげて、ミルフィちゃん。レッド君、何か理由がありそうな顔してるわよ」

　浮うき世よが微笑ほほえみながら間に入る。

「え？……そうなんですか？」

「クク、当然だ。あいつはシボリー・トルネリア。付き合う男に貢みつがせるだけ貢がせ、最後にはゴミのように捨てるなかなかの悪女だ」

「じゃ、じゃあ、今の『前の彼氏にストーカーされてるからなんとかしてほしい』っていう依頼は──」

「噓に決まっているだろうが。恨うらみを買っている男の人数が多すぎて対処しきれなくなっているだけだ」

「あらあら、レッド君の女の子情報も結構役に立つのね」

「フハハ、そうだろうそうだろう。という事でミルフィ、俺に自ら進んでパイオツを差し出すような女を捜さがしてこい」

「そんなのいるわけないでしょ！」

「じゃあお前がやれ」

「嫌ですけど！」

「お前……この前攫さらわれたの助けてやった時に、『何でも言う事聞きます』──もとい、『揉んでもいい事にします』って言ってただろうが！」

「どんな聞き間ま違ちがいだよ！　そもそも何でも言う事聞きますなんて言ってないわ！」

　そこで浮世が間に入った。

「まあまあ、二人ともちょっと落ち着いて。ミルフィちゃん、女の子がそんなに汚きたない言葉を使っちゃ──ん？……『汚い言葉』？」

　カチリ。

「はあ……はあ……はああっ……♡」

「なんかセルフでドＭモード入ったよこの人!?」

「ミルフィちゃん……ちょっと『この○○○女！』って罵ののしってもらえないかしら？」

「アンタの言葉が一番汚いですけど！」




　ローレンス兄妹きようだいの襲しゆう撃げきから数日、フルハートお悩み解決する所じよは平へい穏おんを取り戻もどしていた。レインの話だと、逮たい捕ほされ、意識を取り戻した二人からは記き憶おくが無くなっていたそうだ。

　しかも、ミルフィのように一部分という訳では無く、日常生活を送る上で最低限必要な知識さえも失われており、ほぼ幼児退行に近い状態との事だった。

　何らかの能力によるものだろうが、とにかくそのような状態なので、二人がどの程度『セグンド・ファミリア』に関わっていたのかは不明。

　当然、なぜミルフィが狙ねらわれていたのかも判明しなかった。

　一方、大規模な誘ゆう拐かい・監かん禁きん事件を『セグンド・ファミリア』関係者が引き起こしたという事態を重く見た能力犯罪特別対策局は、世界中に散って任務に当たっていたＳ級捜そう査さ官の内三名をセントランに招集。当分の間厳げん戒かい態勢をとる、と発表した。

　無論、油断は出来ないが、『セグンド・ファミリア』及およびその他ほかの能力犯罪者がセントランで活動しづらくなったのは間違いないだろう。




「浮世さん、落ち着きましたか？」

「ええ。ごめんね、ちょっと取り乱しちゃったわ」

　今回のドＭモードは、幸いにも一分足らずで解除された。

「クク、では『揉んでもいい女』に話を戻すか」

「変なキャッチフレーズ付けないでもらえますかね！」

　ミルフィは即そく座ざにツッコんだ後、呟つぶやいた。

「まったくこの人達は……私がどれだけ感謝してるか、分かってないんでしょうね」

「ん？　なんか言ったか？」

「いえいえ、なーんにも」

　もちろん二人に感謝の言葉は告げているが、それだけで伝えられるものではなかった。

（浮世さんが内心でもの凄すごく怒ってくれたのも嬉うれしかったですし……レッドさんが私の事を『大事』って言ってくれたのも……）

[image: ]

「あら？　ミルフィちゃん、顔が赤いわよ」

「え？……うええっ！」

　言われるまで自分でも気付かなかったが、浮世の言葉通り、ミルフィの頰ほおはほのかに紅潮していた。

「どうした？　熱でもあるのか？」

　そこでレッドがひょい、とミルフィの額に手を当てた。

「う、うわああっ！」

　それを思いっきり払はらいのけてしまうミルフィ。

「なんだ、失礼な奴やつだな」

「す、すみません！　こ、これには訳がっ……」

　テンパって、手をワタワタとさせるミルフィ。

「なんだ？　何かあるのか？」

（う……あなたのせいで赤くなってたなんて、そんなの言えるわけ──）

「レッド様っ！」




　突とつ如じよ、事務所のドアが開かれた。

「げっ！」

　その来訪者の姿を確かく認にんした瞬しゆん間かん、レッドは顔を歪ゆがめた。

　そして、その女の子は顔を輝かがやかせながらレッドに向かって駆かけていき──

「会いたかったですうううううっ！」

　思いっきり抱だきついた。

「なっ……」

　乙女おとめモードから一気に引き戻され、絶句するミルフィ。

　そして、レッドは当然、

「う……おおおおおっ！」

　ブシュウウウウウウッ！

　こうなる。

「しまった……レッド様の血液、浴び損そこねたわ」

　女の子はレッドに抱きついたまま、悔くやしそうな表情を浮うかべた。

「レ、レッドさんから離はなれてください！」

「なぜ？」

「な、なぜって……」

　その問いに、言葉を詰まらせるミルフィ。

　女の子はそんなミルフィを見下すように笑う。

「答えられないの？　やっぱりあなたはその程度よね」

　そして、より強くレッドに抱きついて、その耳元で囁ささやいた。

「フリル・ラヴリエル、心の底からの依い頼らいです──結けつ婚こんしてください」







　あとがき




　前作では下ネタでご飯を食べていた、春日部かすかべタケルと申します。

　商業作品とはなかなかに難しいもので、読者の皆みな様さまにお金を出して購こう入にゆうしていただく以上、自分の書きたい物だけを好き勝手にやる訳にはいきません。

　①作者に求められている物　②作者が書きたい物

　この二つのバランスが非常に重要で、ここを上手うまく調整しないと悲劇が起こります。

　どういう事なのか、ちょっと具体的に見てみましょう。




パターン①

　求められている物＝下ネタ　書きたい物＝バトル

　典型的な駄だ目めパターン。読者さんはチ○コとかウン○を求めているのに、作者がガンコにもそれを拒こばみ、需じゆ要ようと供給が嚙かみ合わない。伏ふせ字にすればどうせ三つとも○ンコなんだからもっと仲良くすればいいのに。




パターン②

　求められている物＝バトル　書きたい物＝下ネタ

　より悲劇的なパターン。前作まで『俺は、自分の運命は自分で摑つかみ取るぜ！』とかいう熱血展開で人気を博していた作者が、新作でいきなり『俺は、自分のアレは自分で摑み取るぜ！』とかやりだしたら読者さん引いちゃう。

　二重の意味でオ○ニー作品。




パターン③

　求められている物＝ＳＦ　書きたい物＝ＳＭ

　両者の歩み寄りは不可能と思われる。




パターン④

　求められている物＝チチ（おっぱい）がいっぱい出てくる

　書きたい物＝チチ（親父おやじ殿どの）がいっぱい出てくる

　日本のラノベ市場では絶望的と思われる。ただ、ある日突とつ然ぜん、魔ま法ほうによって父が妹に変身してしまったという設定ならイケる。

　何言ってるか分からない？　大だい丈じよう夫ぶ、僕も分かりません。




パターン⑤

　求められている物＝エロ　書きたい物＝麻ま呂ろ

　こちらも歩み寄りは不可能と思われるが、麻呂が荒あらくれ者達に攫さらわれ、エロい事されるという設定ならワンチャンイケる。イケない。




パターン⑥

　求められている物＝麻呂　書きたい物＝エロ

　色んな女の子の際きわどいエロシーン満まん載さいなのに、読者が求めているのは麻呂なので全く売れない。そんな世界線はあるだろうか。無い。




パターン⑦

　求められている物＝下ネタ　書きたい物＝下ネタ

　最強のＷＩＮＷＩＮ。この状態なら何をやっても許される。

　最終目標は『チ○コ』と三文字だけ書いて、他ほかは白紙で買ってもらう事。




　※この先、若じやつ干かんネタバレあり。

　色々書きましたが、これはあくまで単純化した場合の話で、読者さんの要望も作者の創そう作さく欲よくも決して単一ではありません。

　本作が、バトル好きの方にも、下ネタ好きの方にも、主人公のファーストキスがオッサンに奪うばわれるのが好きな方にも、等しく楽しんでいただければ幸いです。




　ここからは謝辞です。

　担当Ｗさん。本作の立ち上げに際しての様々なご協力、ありがとうございました。本当に感謝しております。ただ一点だけ言いたい事が。前作の『のうコメ』では前担当Ｉさん（女子）にアヘ顔のボツをくらい、本作では現担当のあなた（女子）にアヘ顔のボツをくらいました。スニーカー文庫の悪あしき風習だと思います。

　イラストを担当していただいたハル犬さん。本当に素す晴ばらしい絵をありがとうございます！　女子キャラがかわいすぎて、残念な行動をさせるのが心苦しいです。やめませんが。

　本作の出版、流通の過程に携たずさわっていただいた全すべての方々に多大なる感謝を。

　そして、読者の皆様に一番の感謝を。

　それでは、秋に発売予定の二巻でお会いしましょう。


二〇一六年四月　春日部タケル　　



























カバーイラスト／ハル犬

カバーデザイン／伸童舎










オーバーカマー!!




馬ば鹿かとチートは紙かみ一ひと重え








春日かすか部べタケル
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